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を一つに、「環境先進都市Jの実現
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全園地協リーダー賛成整

不慣れなディベートに挑み、達成感も

迦葉山弥勧寺の大天狗

センター通信

神戸市 全国に通用するハイレベルの技術・技能基準に認定 大西

大阪府規市 伝統産業などのイメージアップ、技能継承目指して一一一一西浦伸雄

北九州市 工業系製造分野の卓越した技能者対象に

備浜市 「横浜マイスターJによる手仕事・手作業の技継承 木村嘉秋

福島県会津若松市 地域農業マイスターで地域の活性化

島根県 地域興しマイスターによるハツラツ農村づくり

熊本県多良木町・湯前町・水上村 「奥球磨の達人J核に都市との交流推進一一幸野一樹

和数山県 培った知識・技能伝えるボランティア活動支援 中谷茂正

岩手県花巻市 市民にさまざまな環境配慮行動メニュー提供 平賀政勝

E今3322地計 青果物の専門家育成し、地域に貢献
沖縄県 泡盛の専門家育成、需要拡大図る
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編
集
H
伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
蛾
づ
く
り
編
集

沼
固
ま
つ
り

毎
年
八
月
三
j
五
日
に
開
催
さ
れ
る
沼
固
ま
つ
り

の
メ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
一
大
き
な
天
狗
み
こ

し
。
市
北
東
部
の
迦
葉
山
弥
勤
寺
ゆ
か
り
の
大
天
狗

面
を
仕
立
て
た
も
の
だ
。
表
紙
の
大
天
狗
は
張
り
子

で
、
大
き
さ
は
顔
の
丈
四
二
メ
ー
ト
ル
、
鼻
の
高

さ
二
メ
ー
ト
ル
。

担
ぎ
手
が
全
員
女
性
と
い
う
珍
し
さ
か
ら
、
人
気

が
高
い
。
「
家
内
安
全
」
「
交
通
安
全
」
な
ど
を
祈
願

し
、
天
狗
面
を
み
こ
し
に
家
庭
を
守
る
女
性
た
ち
が

家
族
の
安
全
を
願
い
な
が
ら
担
ぐ
と
い
う
趣
向
だ
。

天
狗
み
こ
し
は
祭
り
初
日
と
最
終
日
に
登
場
す
る
。

今
年
の
最
終
日
は
、

一
般
公
募
を
含
め
四
百
人
弱
の

担
ぎ
手
.か
も
う
一
一
塁
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
で
き
た

「
観
光
大
天
狗
」
と
の
二
手
に
分
か
れ
、
「ワ
ツ
シ
ヨ

イ
、
ワ
ツ
シ
ヨ
イ
」
の
華
や
か
な
掛
け
声
で
目
抜
き

通
り
を
練
り
歩
き
、
大
勢
の
見
物
客
か
ら
喝
采
を
受

け
て
い
た
。

最
終
日
は
天
狗
み
こ
し
に
、
祭
り
ば
や
し
を
奏
で

な
が
ら
巡
行
す
る
、
「
ま
ん
と
う
」
と
呼
ば
れ
る
各
町

内
の
山
車
十
台
や
市
内
二
つ
の
神
社
の
勇
壮
な
み
こ

し
が
加
わ
り
、
祭
り
は
最
高
潮
に
達
し
た
。

-
文H
中

・
カ
メ
ラ
H
小
形
又
男

各町内のまんどう



ものづくりマイスター・大阪府堺市 (p10)高田武史マイスターによる鯉のぼりの手描き教室

マイスター制鹿と
地腸振興

神戸マイスター ・神戸市 (p8)
ものづくり職人大学洋服コースでの授業風景。マイスタ

(手前)の製作指導を熱心に見詰める女性の受講者

北九州マイスター・北九州市 (p12)
北九州マイスター「匠塾」で、機械を超える超感覚を備えた東芝セミコンダ

クタ一社の村上英俊マイスター (右)が教える機械組立仕上げ (上)。 東淘機器

の生野保幸マイスターの見事な旋盤の操作に中学生たちもびっくり (下)

地主事農業マイスター ・福島県会津若松市 (p16)
都会からの参加者にそtJ'打ちを指導するマイスターの中村正伊氏

横浜マイスター ・績浜市 (p14)
後浜マイスター妓能教室。和裁を指導するマイスターの鈴木鍛治氏



地盤事輿しマイスター ・島根県 (p18)
畜産マイスター神谷栄子氏による活動「水田放牧J

環境マイスター ・岩手県花巻市 (p30)マイスターの望月達也氏(中央)らの指導で自然を学ぷ

シニアマイスター ・和裁山県 (p28)
小学生に藍染めを教えるシニアマイスターの杉野正人氏 (上)。 マジックを

披露し小学生との交流を図るシニアマイスターの鈴木猛氏 (下)

野菜・果物マイスター
・日本ベジタブル&フルーツマイスター憶会 (p32)
食べ比べ授業

奥様層マイスター ・多良木町・湯前町・水上村 (p20)
昨年度開かれたマイスター交流開会で子供たちに竹とんぼ作りを教えるマイスタ

ーの椎菜種蔵氏

泡盛マイスター
・沖縄県 (p34)

泡盛マイスター認定試験の受

験者らを対象に、2カ月に1
回開催される東京での泡盛の

テイスティングの様子(右)

新里酒造での研修で、瓶詰め

前に泡盛の貯蔵タンクを背に

説明を受ける泡盛マイスタ
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|山形市長

市川昭男

山
形
市
の
広
報
誌
に
「
四
季
彩
々
」
と
い
う
私
の
随
想

の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
山
形
の
美
し
い
四
季
や
人
々
と
の

ふ
れ
あ
い
を
つ
づ
っ
た
も
の
に
し
よ
う
と
、
就
任
直
後
の

昨
年
十

一
月
か
ら
掲
載
し
て
い
る
。
連
載
第

一
回
目
に
地

域
の
伝
統
行
事
で
あ
っ
た
芋
煮
会
が
、
直
径
六
メ
ー
ト
ル

「環境先進都市Jの実現

の
大
鍋
を
使
っ
た
「
日
本

一
の
芋
煮
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
よ
っ
て
、
山
形
の
秋
の
風
物
詩
と
し
て

一
躍
脚
光
を
浴

ぴ
、
市
民
は
も
と
よ
り
県
内
外
か
ら
も
多
く
の
お
客
様
が

訪
れ
る
賞
重
な
観
光
資
源
に
成
長
し
た
例
を
挙
げ
、
山
形

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
潜
在
能
力
が
あ
り
、

人
ひ
と
り
の
持

て
る
知
恵
を
最
大
限
に
生
か
し
、
市
民
と
行
政
が
力
を
合

わ
せ
れ
ば
、
「
元
気
」
な
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
展
望
も
開

け
て
く
る
と
い
う
私
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
。
そ
の
後
、
毎

回
折
々
に
出
会
っ
た
「
市
民
の
力
」
の
感
動
や
発
見
を
つ

づ
っ
て
い
る
が
、
除
雪
、
消
防
団
、
食
生
活
改
善
推
進
な

ど
市
民
と
行
政
が
知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
例
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
山
形
の

「
元
気
の
素
」

に
な
る
と
強
く
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

山
形
市
は
「
環
境
先
進
都
市
」
を
目
指
し
、
将
来
を
見

据
え
、
持
続
的
発
展
が
可
能
な
循
環
型
社
会
を
目
指
し
た

都
市
経
営
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
基
盤
と
し
て
、
今
年
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度
か
ら
「
仕
事
の
検
証
シ
ス
テ
ム
(
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
)
」

を
導
入
し
て
い
る
。
職
員
が

一
つ
一
つ
の
事
業
を
「
本
当

に
市
民
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
」
「
も
っ
と
効
果
的
な
や

り
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
、
自
ら
検
証
す
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
行
政
運
営
を
図
り
、

市
民
の
行
政
に
対
す
る
全
体
満
足
度
を
高
め
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
だ
。
市
民
、
企
業
、
行
政
が
等
し
く
役
割
を
担

う
正
三
角
錐
の
形
を
理
想
と
し
、
共
に
考
え
汗
を
流
す

「
共
創
」
の
精
神
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
市
は
現
在
、
周
辺

一
市
二
町
と
の
広
域
合
併
の
協
議

も
進
ん
で
い
る
が
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
、

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
経
済
基
盤
、
教
育
、
歴
史
、
文
化

な
ど
の
社
会
的
環
境
を
生
か
し
、
市
民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
環
境
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
環
境
先
進
都
市

を
目
指
し
て
い
く
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
あ
ふ
れ
で
い
る
潜
在
能
力
を
「
元

気
」
に
変
え
て
い
く
に
は
、
住
民

人
ひ
と
り
の
思
い
と
、

行
政
側
の
住
民
の
目
線
に
立
っ
た
考
え
方
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
言
え
る
。
今

一
度
、
自
分
の
仕
事
を
見
直
し
、

み
ん
な
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
、
環
境
先
進
都
市
を
実
現
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

. 
a・

.. .. 

曜

.. 

.. 
.， 

. 
-

綱息

• -. 

• 

， . 、
<# 

. .ー
' 

• 
，f

・

. . 
-. . 

• 
泌総匂2004・9月号

. . .・

ヨ



E彊酒・・・・
マ
イ
ス
タ
l
制
度
と
地
域
振
興

一-

一-
F二一.町
一・

‘Fて111
一-一-
-" .... 
--
~-・一一.ー.一・・-・寸E
0'1 

.ベ』汁l
・ v ‘・-
...~‘a ・

....・E

製
造
業
の
海
外
シ
フ
ト
、
若
者
の
製
造
業
離
れ
、
高
度

熟
練
技
能
者
の
高
齢
化
な
ど
は
技
術
・
技
能
の
空
洞
化
を

招
き
、
次
世
代
産
業
を
弱
体
化
さ
せ
る
と
、
危
棋
さ
れ
る
。

現
在
、
日
本
経
済
に

一
筋
の
明
か
り
が
見
え
始
め
て
は
い

る
が
、
団
塊
の
世
代
で
あ
る
高
度
熟
練
技
能
者
が
こ
れ
か

ら
大
量
に
退
職
す
る
と
と
も
に
、
若
者
の
製
造
業
離
れ
が

著
し
く
、
そ
し
て
フ
リ
l
タ
l
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
今
日

の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
以
前
に
も
増
し
て
、
技
術
・

技
能
の
継
承
が
困
難
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
若
者
が
製
造
業
に
回
帰
す
る
に
は
、
技
術
・
技
能

者
の
社
会
的
地
位
を
向
上
し
、
そ
の
処
遇
を
改
善
す
る
こ

と
が
前
提
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、

全
国
の
自
治
体
の
多
く
や
主
要
な
企
業
で
「
マ
イ
ス
タ
l

制
度
」
が
創
設
さ
れ
、
卓
越
し
た
高
度
熟
練
技
能
者
が
マ

イ
ス
タ
ー
と
し
て
顕
彰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
高
度
熟
練
技

能
の
継
承
と
人
材
育
成
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に

す
る
。

も
の
あ
ま
り
時
代
の
現
在
は
「
い
か
に
効
率
よ
く
つ
く

る
か
」
よ
り
も
、
「
何
を
つ
く
る
か
」
が
問
題
と
さ
れ
る
。

市
場
の
欲
求
を
か
ぎ
取
る
感
性
と
そ
れ
を
具
象
化
す
る
た

め
の
概
念
設
計
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
通
常
、
こ
の
よ
う

な
試
作
開
発
を
技
術
者
だ
け
で
行
う
と
、
失
敗
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
現
場
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら
、
技
術
者
と
熟

練
技
能
者
が
協
力
し
て
ア
イ
デ
ア
を
練
り
上
げ
る
と
成
功

す
る
と
い
う
。
同
じ
よ
う
な
製
品
で
も
、
付
加
価
値
を
付

け
る
こ
と
に
よ
り
高
度
な
商
品
と
な
る
。
通
常
は
、
こ
の

ア
イ
デ
ア
の
発
想
段
階
と
最
終
的
な
仕
上
げ
段
階
で
高
度

熟
練
技
能
が
必
要
と
さ
れ
る
。

個
人
の
好
み
が
多
様
化
し
た
多
品
種
・
少
量
生
産
の
時

代
で
あ
っ
て
も
、
「
高
品
質
」
「
短
納
期
」
「
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
」
は
常
に
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
可
能
に
す
る
コ
ア

技
術
・
技
能
は
機
械
で
は
代
替
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

生
産
シ
ス
テ
ム
が
故
障
し
た
場
合
、
そ
の
復
旧
に
時
間
が

4 2004・9月号迫法~1!ì

職
業
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発
総
合
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学
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生
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機
械
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学
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か
か
っ
て
い
て
は
、
こ
の
ス
ピ
ー
ド
時
代
に
生
き
残
れ
な

い
。
シ
ス
テ
ム
の
故
障
の
予
知
や
早
期
の
復
旧
と
い
う
点

で
は
、
熟
練
技
能
者
の
右
に
出
る
者
は
い
な
い
。
常
に
創

意
工
夫
を
し
、
知
恵
を
働
か
せ
、
そ
し
て
豊
富
な
経
験
に

基
づ
い
て
、
複
雑
な
問
題
を
総
合
的
に
判
断
し
、
行
動
に

よ
り
実
践
す
る
高
度
熟
練
技
能
者
は
高
付
加
価
値
形
も
の

づ
く
り
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
暗
黙
知

に
基
づ
く
製
品
は
経
験
し
た
者
だ
け
の
専
売
特
許
で
あ
る

だ
け
に
、
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
。
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
に
な
り
得
る
。
そ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は

現
場
主
義
に
基
づ
く
コ
ア
技
術
と
高
度
熟
練
技
能
と
吾一
守え

よ、っ
。

現
在
、
全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
創
設
さ
れ
て
い
る

「
マ
イ
ス
タ
l
制
度
」
は
、
ド
イ
ツ
の
徒
弟
制
度
を
法
制

化
し
た
も
の
と
は
、
名
称
は
同
じ
で
あ
る
が
、
内
容
は
全

く
異
な
る
の
で
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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現
在
、
全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
創
設
さ
れ
て
い
る

「
マ
イ
ス
タ

l
制
度
」
の
先
駆
的
と
な
っ
た
「
神
戸
マ
イ

ス
タ

l
制
度
」
を
例
に
と
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

る
。
こ
の
制
度
は
全
国
的
に
通
用
す
る
高
度
熟
練
技
能
者

を
「
神
戸
マ
イ
ス
タ

l
」
と
し
て
認
定
・
顕
彰
し
、
そ
の

技
能
者
の
業
績
や
職
業
の
内
容
を
広
く

一
般
に
知
ら
し
め

る
と
と
も
に
、
技
術
・
技
能
職
に
携
わ
る
人
た
ち
の
励
み

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
イ
ス
タ

l
の
指
導
の
下

に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、
技
能
継

承
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
マ
イ
ス
タ

l
制

度
の
内
容
は
ど
の
自
治
体
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
神
戸

マ
イ
ス
タ

l
制
度
の
場
合
に
は
認
定
マ
イ
ス
タ

l
に
自
己

研
さ
ん
金
と
し
て
、
毎
年
十
万
円
を
十
年
間
支
給
す
る
こ

と
が
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
自
己
研
さ
ん
金
の
支

給
は
、
筆
者
が
提
唱
す
る
「
技
術
・
技
能
院
」
の
創
設
に

通
じ
、
十
年
間
の
確
定
年
金
の
支
給
と
同
様
な
考
え
方
な

の
で
、
と
り
わ
け
興
味
深
い
と
き
ヲ
ん
る
。

一
方
、
ド
イ
ツ
の
マ
イ
ス
タ

I
制
度
は
、

一
九
五
三
年

に
職
能
制
度
と
し
て
法
制
化
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
制
度

下
で
は
手
工
業
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
職
種
に
つ
い
て
、
マ

イ
ス
タ

l
資
格
が
な
け
れ
ば
、
開
業
が
で
き
ず
、
ま
た
、

「
見
習
い
」
を
雇
っ
て
指
導
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い

う
法
的
規
制
を
伴
う
こ
と
が
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
マ
イ
ス
タ
l
の
資
格
を
取
得
す
る
に
は
、
見
習
い

工
と
し
て
、

三
年
間
働
き
な
が
ら
、
有
料
の
公
的
職
業
学

校
に
も
通
い
、
さ
ら
に
最
低
、

三
年
間
か
ら
五
年
間
の
実

地
研
修
を
積
ん
で
、
そ
の
上
で
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が

あ
る
。
ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
、
多
様
な
価
値
観
と
能
力
を

認
め
合
う
風
土
が
す
で
に
確
立
さ
れ
て
お
り
、
マ
イ
ス
タ

ー
の
社
会
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
は
高
く
、
ま
た
相
応
の
処
遇

も
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
に
な
っ
て
ド
イ
ツ
の
失
業
率
の

増
大
に
伴
っ
て
、
マ
イ
ス
タ
l
制
度
の
見
直
し
が
始
ま
っ

て
い
る
。
厳
し
い
資
格
制
度
が
新
規
創
業
や
就
業
の
規
制

に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

新
し
い
先
端
技
術
導
入
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
根

拠
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
現
行

の
マ
イ
ス
タ

l
資
格
取
得
を
義

務
付
け
た
九
十
四
業
種
の
う
ち

六
十
五
業
種
に
つ
い
て
、
資
格

取
得
義
務
の
対
象
か
ら
除
外
す

る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
、

あ
た
か
も
マ
イ
ス
タ

l
制
度
が

崩
壊
し
た
よ
う
な
印
象
を
受
け

る
が
、
主
要
な
業
種
に
つ
い
て

は
資
格
取
得
義
務
が
維
持
さ
れ

建築板金の分野で認定された神戸マイスターによる中学校での

実妓披露。生徒たちは優れた技能の一端に触れることができた

て
お
り
、
国
際
競
争
力
の
低
下
に
直
接
結
び
付
く
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
全
国
の
自
治
体
で
創

設
さ
れ
て
い
る
「
マ
イ
ス
タ

l
制
度
」
は
、
卓
越
し
た
技

能
を
有
す
る
者
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
運
転
免
許
の
よ
う

な
法
的
規
制
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
高
度
熟
練
技
能
者

に
マ
イ
ス
タ
ー
と
い
う
称
号
を
与
え
、
そ
の
業
績
を
広
く

一
般
に
知
ら
し
め
、
社
会
的
な
地
位
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
技
能
尊
重
の
機
運
を
醸
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
高
度
熟
練
技
能
者
の
指
導
の
下
で
、
講
習
会
や
も
の

づ
く
り
体
験
教
室
な
ど
を
開
催
し
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し

き
ゃ
大
切
さ
を
社
会

一
般
に
広
め
る
と
と
も
に
、
熟
練
技

能
の
継
承
、
ひ
い
て
は
地
域
振
興
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

• 熟
練
技
能
を
継
承
す
る
に
は
、
教
育
訓
練
、
と
り
わ
け

職
場
内
教
育

(
O
J
T
)
に
よ
る
方
法
と
、
技
能
の
内
容

を
分
析
し
、
文
書
化
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
方
法
と
が
あ
る
。

技
術
は
形
式
知
で
あ
る
た
め
、
文
書
な
ど
で
継
承
が
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
熟
練
技
能
は
暗
黙
知
で
属

人
的
な
だ
け
に
、

O
J
T
な
ど
の
教
育
訓
練
に
よ
り
、
継

承
す
る
し
か
方
法
が
な
い
。
熟
練
し
た
技
能
や
高
度
な
技

術
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
長
い
期
間
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
フ
リ
l
タ
I
の
増
加
、
工
業
高
校
、
技
術
専
門

校
お
よ
び
工
科
系
大
学
の
レ
ベ
ル
の
低
下
な
ど
は
、
熟
練

技
能
の
継
承
を
よ
り
困
難
に
す
る
と
と
も
に
、
企
業
に
お

け
る
技
術
・
技
能
者
の
再
教
育
や

O
J
T
に
多
額
の
費
用

と
長
期
間
を
必
要
と
し
、
製
造
業
の
弱
体
化
を
招
く
。

日
本
の
製
造
業
の
大
部
分
は
中
小
企
業
な
の
で
、
こ
の

迫域~1!ì2004・9月号5 



よ
う
な
企
業
の
多
く
は
、
大
企
業
と
異
な
り
、
企
業
内
教

育
訓
練
施
設
を
持
た
な
い
。
ま
た
、
若
者
が
入
社
し
な
い
、

教
育
訓
練
を
す
る
だ
け
の
人
員
の
余
裕
や
設
備
資
金
が
な

い
、
指
導
者
が
い
な
い
、
教
育
訓
練
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い

な
ど
、
な
い
な
い
づ
く
し
の
状
態
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

教
育
訓
練
の
た
め
の
資
金
援
助
を
し
て
ほ
し
い
、
指
導
者

を
派
遣
し
て
ほ
し
い
、
教
育
訓
練
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

教
え
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
も
強
い
。

こ
れ
ら
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
は
、
公
的
な
能
力
開

発
施
設
を
整
備
し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、

必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
技
術
・
技
能
が
、
必
要
な
だ
け
、

安
価
に
受
け
ら
れ
る
労
働
者
の
生
涯
に
わ
た
る
教
育
訓
練

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
と
き
尽
え
る
。
ま
た
、
高
度

熟
練
技
能
者
を
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
顕
彰
し
、
そ
し
て
中

小
企
業
の

O
J
T
の
指
導
者
と
し
て
、
従
事
し
て
も
ら
う

こ
と
も
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
と
り
わ
け
熟
練
技
能
者
を

公
的
能
力
開
発
施
設
に
登
録
し
、
必
要
に
応
じ
て
企
業
に

派
遣
で
き
る
体
制
が
整
え
ば
、
中
小
企
業
の
技
能
継
承
に

と
っ
て
も
、
退
職
後
の
熟
練
技
能
者
の
生
き
が
い
と
い
う

点
で
も
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、

高
度
熟
練
技
能
者
、
イ
コ
ー
ル
教
育
訓
練
指
導
者
で
は
な

い
の
で
、
指
導
方
法
や
教
育
訓
練
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
修
得
等

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

次
は
、
文
書
化
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
方
法
で
あ
る
。
筆
者
は
、
技
術
は
言
語
系
で
、
技
能
は

非
言
語
系
と
定
義
し
て
お
り
、
現
在
な
ら
、
技
術
は
形
式

知
で
、
技
能
は
暗
黙
知
と
な
る
の
で
、
厳
密
に
は
、
文
書

化
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
も
の
は
、
技

能
と
は
呼
べ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
熟
練
技
能
を
文
書

化
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、

「
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ス
タ

l
制
度
」
を
利
用

し
て
、
技
術
で
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
技
能
は
ど
ん

ど
ん
技
術
化
す
れ
ば
良
い
と
思
っ
て

E
t
t
恥

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
形
式
知
化

一
圃

園

田

Fー

さ
れ
た
技
能
は
す
で
に
技
能
で
は
な

一

'
E圃
急
事

く
、
ま
た
す
べ
て
が
形
式
知
化
で
き

一
圃
置
圃

E
-
u

る
と
は
き
守
え
な
い
。
N
C
工
作
機
械

一
匹
引

J
H

d

や
ロ
ボ
ッ
ト
が
開
発
さ
れ
た
時
、
も

一

E
F副
院

一
寸
ソ

vrl
ih-----

う
熟
練
技
能
者
は
い
ら
な
い
と
言
わ

一
目
回
目
白
・
・

れ
た
が
、
そ
う
で
な
い
こ
と
は
事
実
-
-
圃
哩
晶
闘

が
証
明
し
て
い
る
。
熟
練
技
能
の
継

一
圃
河
q

-
JE
R事

承
と
い
う
点
で
特
に
重
要
な
の
は
、

一
明
圃
圃
圃
i.
圃
・

技
能
者
の
創
意
工
夫
、
知
恵
で
あ
り
、

一
明温

FE--園

経
験
に
基
づ
く
総
合
的
な
判
断
力
で

一
司，
E
E
E週
.

.

 

あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
践
す
る
能

「
1
1
11
1
1
1

力
で
あ
る
。
営
業
な
ど
の
分
野
で
高
業
績
者
の
行
動
特
性

は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ

l
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
熟
練
技
能
の

継
承
に
お
い
て
も
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ

l
が
重
要
な
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
研
究
に
も
期
待
し
た
い
。

高
度
熟
練
技
能
者
を
育
成
す
る
に
は
、
幼
児
期
か
ら
の

も
の
づ
く
り
体
験
が
重
要
で
あ
る
。
最
近
、
全
国
の
自
治

体
で
、
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
等
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状

か
ら
判
断
す
る
と
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
青
少
年
の
段
階
か

ら
職
業
教
育
を
し
っ
か
り
と
実
施
し
て
い
る
固
と
比
較
し

て
、
職
業
意
識
に
大
き
な
差
異
が
生
じ
る
の
も
仕
方
が
な

い
と
思
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
場
合
、
職
業
教
育
に
関
係
す

6 

る
学
校
は
、
大
部
分
が
公
立
で
あ
り
、
指
導
に
あ
た
る
先

生
方
は
マ
イ
ス
タ
ー
か
、
公
的
な
資
格
を
持
っ
た
職
業
教

育
指
導
者
の
み
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
、
各
種
専
門
学
校

白
川
|
川
|
一

ゃ
専
修
学
校
な
ど
は
大
部
分
が
私
立
で
あ

4

T
一
り
、
ま
た
、
指
導
に
あ
た
る
先
生
方
の
資

4

L

H
H

一

一U
U

剛

一
格
も
あ
ま
り
厳
格
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う

一-
N

H

剖

一

F
t
t晶

一
に
ド
イ
ツ
と
日
本
と
で
は
、
国
民
の
職
業

E
・
・
圃

一
意
識
や
国
の
職
業
教
育
哲
学
に
大
き
な
差

園
田
園

一
異
が
あ
る
。

j
'
回

一

最
近
は
、
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ

J
比
鋪
川

一
ム
を
日
本
版
と
し
て
導
入
す
る
よ
う
に
な

F

J

4

・J'
一

.

，
回
収

一

っ
た
。
こ
の
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
ド

.

一

治

一
イ
ツ
が
誇
る

O
J
T
を
活
用
し
た
職
業
教

-m一育
制
度
で
あ
る
。
教
育
訓
練
生
は
企
業
に

圃
圃
園
恒

一
見
習
工
と
し
て
所
属
し
、
教
育
訓
練
時
間

回
目
白
同
」

の
人

O
%
を
マ
イ
ス
タ
ー
や
教
育
訓
練
指

導
者
な
ど
か
ら
O
J
T
に
よ
り
、
実
務
や
実
践
的
専
門
知

識
を
学
び
、
残
る
二
O
%
を
職
業
学
校
で
理
論
的
な
知
識

や

一
般
教
養
を
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と

は
、
企
業
内
訓
練
施
設
も
連
邦
政
府
の
管
轄
下
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、

一
般
的
に
企
業
で
実
施
さ
れ
る
教
育
訓
練

費
用
は
経
済
界
な
ど
が
負
担
し
、
職
業
学
校
に
通
う
費
用

だ
け
、
公
共
体
が
負
担
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ

の
場
合
に
は
多
様
な
価
値
観
が
醸
成
さ
れ
て
お
り
、
熟
練

技
能
者
の
養
成
を
国
全
体
で
行
う
と
い
う
社
会
的
な
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の

た
め
「
マ
イ
ス
タ
l
制
度
」
や
「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」

が
日
本
に
お
い
て
有
効
に
機
能
す
る
か
否
か
は
、
企
業
な

ら
び
に
国
民
の
間
で
こ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
成
り

立
つ
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
吾一
尽
え
よ
う
。
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マイスター制度と地域振興閥単

ま
た
、
欧
米
に
は
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス

ト
」
お
よ
び
「
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
」
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
的
な
地
位
が
確
立
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
は
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
と
「
テ
ク

ニ
シ
ャ
ン
」
の
区
分
し
か
な
い
。
主
と
し
て
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
(
技
術
者
)
は
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
の
管
轄
で
、

テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
(
技
能
者
)
は
厚
生
労
働
省
で
あ
る
。
そ

し
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
資
格
は
技
術
士
法
で
定
め
ら
れ
、
ま

た
、
技
能
者
の
能
力
レ
ベ
ル
は
技
能
検
定
で
評
価
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
「
技
能
五
輪
」
「
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
」
お

よ
び
「
卓
越
し
た
技
能
者
表
彰
(
現
代
の
名
工
)
」
な
ど

の
施
策
が
行
わ
れ
、
徐
々
に
熟
練
技
能
者
の
社
会
的
な
地

位
も
向
上
し
つ
つ
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
な
ど
と
比
較
す
る
と
、

関
係
者
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
と
い
う
感

じ
で
あ
る
。
ま
た
、
高
度
熟
練
技
能
者
の

一
つ
の
タ
イ
プ

と
言
え
る
ハ
イ
テ
ク
技
能
者
、
換
言
す
れ
ば
、
「
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ス
ト
、
正
確
に
は

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
」
は
、

日
本
で
は
「
技
術
・
技

能
者
」
と
か
、

「
知
識

労
働
者
」
と
か
で
呼
ば

れ
て
お
り
、
「
高
度
な

知
識
を
身
に
つ
け
た
熟

練
技
能
者
」
で
、
最
近
、

非
常
に
注
目
さ
れ
て
い

る
が
、
同
様
に
ま
だ
ま

だ
そ
の
概
念
も
社
会
的

な
地
位
も
確
立
さ
れ
て

い
な
い
。

現
在
、

ア
資
格
に
関
し
て
は
、

エ
ン
ジ
ニ

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
エ

ン
ジ
ニ
ア

(
欧
州
地

域
)
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ

ヨ
ナ
ル
・
エ
ン
ジ

技能グランプリ表彰式

(
ア
メ
リ
カ
地
域
)

お
よ
び

A
P
E
C
エ

アン
ジ
ニ
ア
(
環
太
平

洋
地
域
)
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
を
統
合
し
て
、

I
S
O
規
格
(
国
際

標
準
規
格
)
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
ま
た
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト

の
資
格
認
定
協
定
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
国
際
化
の
時
代
に

お
い
て

I
S
0
9
0
0
0
(品
質
保
証
規
格
)
や
I
S
O

1
4
0
0
0
(環
境
保
全
の
た
め
の
規
格
)
と

な
ら
ん
で
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
の
資
格
認
定
が
I
S
O

規
格
化
さ
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
と
思
わ
れ

る
。
幸
い
に
し
て
、
こ
れ
ら
に
閲
辿
す
る
技
術

士
法
の
改
正
や
J
A
B
E
E
の
設
立
な
ど
が
な

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
特
定
非
営
利

活
動
法
人

(
N
P
O
法
人
)
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス

ト
認
定
機
構
の
設
立
が
急
務
と
一言
守
え
る
。

技能五輪全国大会

筆
者
は
以
前
よ
り
、
若
者
が
製
造
業
に
目
を

向
け
る
に
は
、
技
術
者
・
技
能
者
の
社
会
的
な

地
位
と
そ
の
処
遇
を
改
善
す
る
こ
と
が
重
要
と

の
立
場
か
ら
、
「
技
術
・
技
能
院
」
の
設
立
を
提
唱
し
て

い
る
。
今
回
は
そ
れ
に
加
え
て
、
公
的
職
業
能
力
開
発
施

設
の
整
備
、
企
業
内
教
育
訓
練
施
設
の
た
め
の
公
的
資
格

を
持
つ
指
導
員
の
養
成
、
お
よ
び
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
認

定
機
構
」
の
設
立
を
提
唱
し
た
い
。
長
期
雇
用
が
崩
壊
し

つ
つ
あ
る
今
日
、
労
働
力
の
流
動
化
を
促
進
し
、
ま
た
技

術
者
・
技
能
者
の
能
力
を
保
証
し
、
適
切
な
社
会
的
な
地

位
と
処
遇
が
受
け
ら
れ
る

「
エ
ン
ジ
ニ
ア
資
格
」
「
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ス
ト
資
格
」
お
よ
び
「
技
能
士
資
格
」
な
ど
の
よ

り
い
っ
そ
う
の
整
備
は
、
と
り
わ
け
国
際
化
の
時
代
に
重

要
で
あ
る
。
加
え
て
、
技
術
・
技
能
者
の
生
涯
を
通
じ
た

継
続
的
な
教
育
訓
練
が
受
け
ら
れ
る
生
涯
能
力
開
発
体
制

を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
多
様
な
価
値
観
が
醸
成

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
整
え
ば
、

「も
の
づ
く
り
」
は

達
成
感
の
あ
る
魅
力
的
な
仕
事
な
の
で
、
多
く
の
若
者
が

夢
を
持
っ
て
製
造
業
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
全
国
の
自
治
体
が

「
マ
イ
ス
タ

I
制
度
」
を
創
設
し
、
多
様
な
価
値
観
の
醸

成
と
、
熟
練
技
能
者
の
社
会
的
な
地
位
の
向
上
に
以
前
に

も
ま
し
て
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
評
価
し
た
い
。
今
後
の
発
展
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
こ
こ
に
述
べ
た
こ
と
が
関
係
各
位
の
少
し
で
も
お
役

に
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。
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特
集

マ
イ
ス
タ
l
制
度
と
地
域
振
興

。
神
戸
マ
イ
ス
タ
l
(神
戸
市
)

盆
固
に
適
用
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
按
術

按
能
基
準
に
認
定

ー

l
教
育
現
場
で
積
極
活
用

• 

伽
神
戸
市
産
業
振
興
財
団

経
営
支
援
部
事
業
推
進
課
長

• 大
西

宏

-

ム

認
定
者
に
研
さ
ん
金
支
給

神
戸
マ
イ
ス
タ

l
制
度
は
、
神
戸
市
内
は
も
と
よ
り
全

国
的
に
も
通
用
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
技
術
・
技
能
者
を

「
神
戸
マ
イ
ス
タ

l
」
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

技
術
・
技
能
職
や
そ
の
職
業
の
社
会
的
評
価
を
高
め
る
と

と
も
に
、
技
術
・
技
能
者
の
励
み
と
し
、
さ
ら
に
後
進
の

育
成
を
図
り
、
技
術
・
技
能
の
継
承
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
神
戸
市
が
平
成
五
年
度
に
創
設
し
た
。

制
度
発
足
以
来
こ
れ
ま
で
に
、
洋
菓
子
、
紳
士

服
、
ア
パ
レ
ル
、
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
、
革
靴
、

洋
家
具
、
真
珠
な
ど
の
市
内
地
場
産
業
を
は
じ
め

と
す
る
四
十
八
職
種
、
七
十
三
人
の
神
戸
マ
イ
ス

タ
ー
を
認
定
し
て
い
る
。
神
戸
マ
イ
ス
タ

l
に
認

定
さ
れ
る
と
、
神
戸
市
か
ら
自
己
研
さ
ん
金
と
し

て
毎
年
十
万
円
が
十
年
間
支
給
さ
れ
、
よ
り

一
層

の
技
術
・
技
能
の
向
上
を
目
指
し
て
自
己
研
さ
ん

に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
優
れ
た
技
術
・
技
能
を
後
進
に
伝
え
る

た
め
、
業
界
内
研
修
会
な
ど
の
講
師
と
な
っ
て
技
術
指
導

に
当
た
る
ほ
か
、
専
門
的
な
技
術
・
技
能
を
持
っ
た
社
会

人
と
し
て
学
校
教
育
現
場
な
ど
で
基
礎
的
知
識

・
就
業
体

験
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
や
実
技
披
露
を
行
っ
て
い
る
。

土

地
場
産
業
な
ど
対
象
職
種
幅
広
く

神
戸
マ
イ
ス
タ

l
制
度
の
対
象
と
す
る
職
種
は
、
技
能

検
定
や
職
業
訓
練
の
職
種
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
神
戸
市

の
産
業
実
態
に
合
わ

せ
て
定
め
ら
れ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、

市
内
地
場
産
業
お
よ

び
建
設
、
機
械
金
属
、

食
品
関
係
、
そ
の
他

製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
と
幅
広
い
も
の
に

な
っ
て
い
る
。
対
象

職
種
は
限
定
す
る
も

の
で
は
な
く
、
制
度

「ものづくり交流サロンjでは、神戸マイスターが
参加者とのコミ ュニケーションを通じて、ものづ
くりに対する取り組み、考え方などを語った

8 

発
足
以
来
、
順
次
対
象
職
種
を
追
加
し
な
が
ら
神
戸
マ
イ

ス
タ
l
制
度
は
運
用
さ
れ
て
い
る
。

高
度
な
熟
練
技
術
を
要
し
、
そ
の
継
承
に
努
め
ね
ば
な

ら
な
い
職
種
と
し
て
、
今
後
、
技
術
革
新
の
進
展
、
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
伴
っ
て
職
業
の
専
門
化
や
高
度
化

が
進
み
、
新
し
い
職
種
が
相
応
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
。

ヱ

指
導
育
成
能
力
、
人
格
も
重
視

神
戸
マ
イ
ス
タ

l
の
認
定
は
、
原
則
と
し
て
各
種
業
界

団
体
か
ら
の
候
補
者
の
推
薦
を
受
け
て
、
専
門
家
に
よ
る

現
地
調
査
、
神
戸
マ
イ
ス
タ
l
審
査
委
員
会
の
審
査
を
経

て
、
神
戸
市
長
が
行
っ
て
い
る
。
神
戸
マ
イ
ス
タ

l
は、

専
門
分
野
の
卓
越
し
た
技
術
・
技
能
は
も
ち
ろ
ん
、
人
格

的
に
も
優
れ
、
若
い
技
術
・
技
能
者
の
到
達
目
標
に
な
る

人
物
で
あ
る
。

2004・9月号;↓些誠治

こ
の
た
め
、
神
戸
マ
イ
ス
タ

l
の
審
査
の
際
に
は
、
以

下
の
点
に
留
意
し
て
い
る
。

①

神
戸
マ
イ
ス
タ

l
の
技
術
・
技
能
の
内
容
は
当
該

職
種
で

一
般
に
必
要
と
さ
れ
、
後
進
に
伝
え
る
こ
と

に
よ
り
、
当
該
職
種
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

②

技
能
検
定
な
ど
の
公
的
資
格
制
度
が
あ
る
場
合
に

は
そ
の
資
格
を
所
有
し
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
、
作

品
や
全
国
的
な
競
技
会
に
お
け
る
成
績
な
ど
、
具
体

的
な
資
料
に
基
づ
き
、
神
戸
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
の

認
定
が
客
観
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

③

神
戸
マ
イ
ス
タ
l
制
度
は
従
来
の
各
種
表
彰
制
度

と
異
な
り
、
神
戸
マ
イ
ス
タ

l
に
後
進
育
成
な
ど
の

継
続
的
活
動
を
期
待
し
て
い
る
の
で
、
優
れ
た
技
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②
市
民
啓
発
活
動

平
成
九
年
に
「
マ
イ
ス
タ

ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
十
年
に

術
・
技
能
の
レ
ベ
ル
を
現
に
有
し
て
お
り
、
ま
た
、

実
際
に
業
務
に
従
事
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④

神
戸
マ
イ
ス
タ
l
は
単
に
技
術
・
技
能
が
卓
越
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
管
理
能
力
、
指
導
育
成
能
力
、

幅
広
い
関
連
知
識
を
持
ち
、
人
格
而
で
も
優
れ
て
い

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

h
F

一
ゲ
ス
ト
テ
ィ
l
チ
ャ
ー
と
し
て

一
司
一
児
童
ら
も
高
い
評
価

高
い
水
準
の
技
術
・
技
能
を
持
つ
神
戸
マ
イ
ス
タ
ー

は
、
各
産
業
界
だ
け
の
財
産
で
は
な
く
、
神
戸
市
の
発
展

の
た
め
の
貴
重
な
人
材
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
技
術
・
技

能
臓
の

一
層
の
振
興
の
た
め
に
積
極
的
に
市
内
各
地
で
活

躍
し
て
い
る
。

①
後
進
の
育
成
・
指
導

各
業
界
団
体
が
実
施
す
る
研
修
会
、
講
習
会
な
ど
に
お

け
る
講
師
、
指
導
者
と
し
て
神
戸
マ
イ
ス
タ
ー
を
積
極
的

に
活
用
し
、
神
戸
マ
イ
ス
タ

l
の
持
つ
優
れ
た
技
術
・
技

能
を
後
進
に
伝
え
、
当
該
技

術
・
技
能
職
全
体
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
神
戸
市
が
も
の
づ
く

り
に
関
す
る
技
術
や
人
材
を
紹

介
す
る
た
め
平
成
十
二
年
度
に

開
設
し
た

「も
の
e

つ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
、
地
場
産
業

の
紳
士
服
、
革
靴
、
洋
家
具
の

三
業
界
が
主
催
す
る
「
神
戸
も

の
づ
く
り
職
人
大
学
」
の
講
師

と
し
て
後
継
者
育
成
に
貢
献
し

て
い
る
。

「
神
戸
マ
イ
ス
タ

I
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
、
十
四
年
に

「神

戸
マ
イ
ス
タ
l
十
周
年
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た

ほ
か
、

「も
の
づ
く
り
体
験
教

室
」
「
も
の
づ
く
り
交
流
サ
ロ

ン
」
な
ど

一
般
市
民
の
方
を

対
象
と
し
た
行
事
を
行
い
、

も
の
づ
く
り
の
重
要
性
を
広

く
市
民
に
広
め
る
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。

③一
学
校
教
育
の
場
で
の
活
用

神
戸
市
で
は
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
の

一
環
と
し

て
、
「
ゲ
ス
ト
テ
ィ

l
チ
ャ

l
制
度
」
を
設
置
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化
な
ど
を
学
習

す
る
際
に
、
地
域
の
方
に
講
師
と
し
て

教
師
と
児
童
生
徒
の
学
習
活
動
に

一
緒

に
入
っ
て
も
ら
う
も
の
で
、

専
門
的
な

知
識
・
技
能
や
生
活
の
知
恵
な
ど
を
指

導
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
学
習
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
、

助
言
や
体
験
談
を
通
じ
て
生
き
方
や
人

生
観
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
生
き

た
教
育
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

神
戸
マ
イ
ス
タ

l
は
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
、

一
般
社
会
の
事
業
や

洋菓子のマイスター上野圧一郎氏がゲストティーチャー
として生徒の前で実技実習

優
れ
た
技
術

・
技
能
を
披
露
し
て
広
く
実
践

的
な
教
育
を
行
い
、
児
童
生
徒
か
ら
も
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。

・

ム

今
後
期
待
さ
れ
る
効
果

神
戸
マ
イ
ス
タ
l
制
度
は
、
技
術
・
技
能

者
お
よ
び
そ
の
職
業
に
対
す
る
社
会
的
認
知

を
高
め
、
能
力
向
上
の
励
み
と
な
り
、
優
れ

た
技
術
・
技
能
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
人
材

を
確
保
・
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
神
戸
市
が
優
れ
た
技
術
・
技
能
者
を
神

戸
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
す
る
だ
け
で
な

く
、
神
戸
マ
イ
ス
タ
l
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ

た
よ
う
に
後
進
の
育
成
・
指
導
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
場
で
活
躍
し
て
い
る
。

神
戸
マ
イ
ス
タ

l
は
制
度
発
足
と
同
時
に

「神
戸
マ
イ

ス
タ

1
交
流
会
」
を
組
織
し
、
相
互
の
交
流
、
情
報
交
換
、

自
己
研
さ
ん
を
行
い
、
技
術

・
技
能
の

一
層
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
。
神
戸
市
や
業
界
団
体
が
神
戸
マ
イ
ス
タ
l
の

積
極
的
な
活
用
や
広
報
な
ど
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
神
戸
マ
イ
ス
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

技
術
・
技
能
職
へ
の
社
会
的
な
評
価
が
高
ま
り
、
若
い
人

材
の
流
入
を
促
し
て
、
優
秀
な
後
進
の
育
成
が
軌
道
に
乗

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
神
戸
市
を
中
心
と
す
る
地
域
の
技
術
・
技
能
者

の
志
望
者
が
増
え
、
技
術
・
技
能
の
集
積
と
し
て
都
市
の
活

力
を
増
進
し
、
「
神
戸
の
洋
菓
子
」
「
神
戸
の
シ
ュ
ー
ズ
」
な

ど
の
全
国
的
に
も
通
用
す
る
高
い
品
質
の
商
品
が
増
加
し
、

都
市
の
産
業
基
盤
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

「ものづくり交流サロン」会場風景 (説明するのは建築大工の
三橋孝二マイスター)
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特
集

マ
イ
ス
タ
l
制
度
と
地
誠
振
興。
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
l
(大
阪
府
堺
市
)

伝
統
産
拡
ど
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
フ
、

按
能
継
承
目
指
し
て

ー

l
客
を
振
り
向
か
せ
、
子
ど
も
に
も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
教
え
る

ヱ

安
価
な
輸
入
品
、

堺
は
、
河
内
鋳
物
師
を
起
源
と
す
る
、
日
本
で
も
有
数

の
鉄
の
加
工
技
術
を
も
っ
集
積
地
だ
。
そ
の
後
、
鉄
砲
鍛

治
や
包
丁
づ
く
り
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
生
ま

れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
産
業
集
積
は
対
外
的
な

P
R
が
十
分
で
な

か
っ
た
た
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
正
当
な
評
価
が
さ
れ
て

し
な
し

後
継
者
不
足
で
苦
戦

刃
物
や
線
香
、
手
書
き
鯉
の
ぼ
り
な
ど
、
何

代
に
も
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
な
も
の
づ

く
り
が
、
今
二
つ
の
要
因
で
先
行
き
が
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
直
面
し
て
い
る
。

一
つ
は
、
海
外
か
ら
の
大
量
生
産
で
安
価
な
普
及
品
に

よ
り
、
市
場
が
奪
わ
れ
、
売
り
上
げ
が
低
迷
し
て
い
る
。

こ
れ
に
は
暮
ら
し
の
洋
風
化
、
価
値
感
の
多
様
化
な
ど
の

変
化
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
二

つ
目
は
、
職
人
さ
ん

た
ち
の
高
齢
化
と
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
だ
。
熟
練
の
技

を
習
得
す
る
に
は
十
年
も
十
年
も
か
か
る
と
い
う
実
情

さ
ら
に
、

甥
市
産
業
振
興
局
商
工
支
援
諜

主査

・

西
浦
伸
雄

が
、
特
に
近
ご
ろ
の
若
者
に
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
よ
、
つ
だ
。

業
界
の
元
気
が
な
く
な
る
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
文

化
ま
で
も
が
弱
く
な
る
の
で
、
こ
う
し
た
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
産
業
が
苦
戦
し
て
い
る
の
は
非
常
に
残
念
だ
。

例
え
ば
、
堺
の
包
丁
は
そ
の
業
界
、
料
理
人
な
ど
そ
の

道
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
高
い
評
価
を
受
け、

圧
倒

的
な
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
で
は
堺
に
住
む
人
、
大
阪
に
住
む
人
で

さ
え
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
増
え
て
い

る
の
も
事
実
だ
。

-
F
一
銭
製
作
、
手
書
き
鯉
の
ぼ
り
な
ど

一
司
一
6
人
の
マ
イ
ス
タ
ー

本
物
志
向
の
時
代
と
は
い
え
、
黙
っ
て
い

て
は
誰
も
振
り
向
い
て
く
れ
な
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
情
報
発
信
し
、
お
客
様
を
振
り

向
か
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
大

切
さ
を
教
え
伝
え
る
こ
と
が
重
要
だ
。

そ
こ
で
、
堺
市
で
は
平
成
十
三
年
「
堺
市

10 

も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ

I
制
度
」
を
制
定
し
た
。
こ
れ
は

堺
の
伝
統
産
業
お
よ
び
も
の
づ
く
り
基
盤
産
業
の
分
野
に

お
い
て
、
卓
越
し
た
技
術
・
技
能
を
修
得
し
た
人
た
ち
を

マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
す
る
も
の
だ
。
マ
イ
ス
タ
l
は

小
中
学
校
や
地
域
に
出
向
い
て
講
演
を
行
っ
た
り
、
ま
た
、

事
業
所
で
の
実
演
の
見
学
、
体
験
を
受
け
入
れ
た
り
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
も
の
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
普
及
、
さ
ら
に
後
継
者
の
育
成
と
そ
の
技
能
の

伝
承
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
十
六
年
七
月
現
在
で
は
、
六
人
が
マ
イ
ス
タ

l
に

認
定
さ
れ
て
い
る
。
独
自
の
工
夫
を
加
え
、
絶
妙
の
切
れ

は
さ
み

味
を
見
せ
る
と
同
時
に
、
見
た
目
の
美
し
い
鉄
を
製
作
す

る
マ
イ
ス
タ
l
、
堺
に
伝
わ
る
独
特
の
研
ぎ
方
を
駆
使
し
、

切
れ
味
鋭
い
刃
物
の
刃
つ
け
の
マ
イ
ス
タ

l
、
地
金
と
刃

金
を
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
く
こ
と
に
よ

っ
て
な
じ
ま
せ
、
よ

り
強
い
鋼
に
鍛
え
上
げ
る
刃
物
鍛
造
の
マ
イ
ス
タ

l
、
機

械
化
が
進
む
中
、
天
然
香
料
と
手
作
り
に
こ
だ
わ
る
線
香

製
造
の
マ
イ
ス
タ
l
、
口
の
な
か
で
淡
雪
の
よ
う
に
ふ
わ

2004・9月号i組踊匂
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問些マイス
り
と
と
け
る
ほ
ど
極
薄
の
お
ぼ
ろ
昆
布
を
作
り
出
す
見
布

加
工
の
マ
イ
ス
タ

l
、
全
国
で
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
い
な

い
手
書
き
鯉
の
ぼ
り
の
マ
イ
ス
タ

l
だ
。

'

-

企
業
、
他
県
か
ら
も
派
遣
要
請
、

4

-
反
響
も
大
き
い

こ
の
制
度
を
通
じ
て
、
優
れ
た
製
品
が
つ
く
ら
れ
る
過

程
の
大
変
さ
、
技
の
素
晴
ら
し
き
と
と
も
に
、
職
人
さ
ん

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
市
内
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
都
道
府
県
、
市
町

村
、
ま
た
企
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
マ
イ
久
タ

l

派
遣
の
依
頼
が
あ
り
、
ま
た
、
マ
イ
ス
タ

l
派
遣
制
度
を

利
用
し
て
い
た
だ
い
た
人
々
か
ら
は
、
「
職
人
の
仕
事
へ

の
誇
り
、
ま
た
、
技
術
の
高
さ
を
直
接
肌
で
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
感
動
し
た
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

一
様

に
そ
の
卓
越
し
た
技
術
・
技
能
に
対
し
て
大
き
な
反
響
が

あ
る
。
こ
れ
が
も
の
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
普
及

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
は
後
継
者

の
育
成
と
そ
の
技
能
の
伝
承
に
結
び
付
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
だ
。

一
方
で
、
堺
市
に
は
ま
だ
ま
だ
優
れ
た
技
術

・
技
能
が

た
く
さ
ん
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
社
会
的
な
認
知
を

向
上
さ
せ
、
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、
今
後
も
マ
イ
ス

タ
ー
を
認
定
し
て
い
く
予
定
だ
。

'
F
一
業
界
も
ブ
ラ
ン
ド
構
築
・
高
付
加
価
値
化

4
一
に
積
極
的

余
談
だ
が
、
堺
市
に
お
け
る
伝
統
産
業
や
も
の
づ
く
り

を
取
り
巻
く
動
き
を
紹
介
す
る
と
、
今
年
度
に
入
り
、
業

界
が
主
体
と
な
っ
た
、
イ
メ
ー
ジ
戦
略
や
新
し
い
販
売

ル
l
ト
の
開
拓
な
ど
の
而
か
ら
伝
統
産
業
、
も
の
づ
く

り
を
支
援
す
る
二
つ
の
事
業
が
始
ま
り
、
本
市
も
支
援
し

て
い
る
。

一
つ
が
、
堺
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ

て
い
る
「
堺
ブ
ラ
ン
ド
構
築
支
援
事
業
」
。
地
域
・
企
業

グ
ル
ー
プ
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
研
究
・
開
発
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
堺
の
中
小
製
造
業
の
製
品
・
技
術
に
対
す
る

信
頼
性
と
知
名
度
を
向
上
さ
せ
、
高
付
加
価
値
化
と
国
際

競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

も
う

一
つ
が
堺
の
刃
物
業
界
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
す

る
「
堺
打
刃
物
ブ
ラ
ン
ド
構
築
事
業
」
。
こ
れ
は
、
堺
打

刃
物
の
社
会
的
信
頼
を
裏
付
け
、
類
似
商
品
と
の
差
別
化

を
図
る
た
め
に
、
信
頼
さ
れ
る
堺
打
刃
物
ブ
ラ
ン
ド
を
開

発
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
活
動
と
し
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の

必
要
性
や
有
効
性
を
認
識
し
、
目
標
の
共
有
化
を
図
る
た

め
ブ
ラ
ン
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
を
開
催
し
、
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド

(
ロ
ゴ
)
開
発
を
行
い
、
そ
の
後
ブ
ラ
ン
ド
の
信
頼
性
維

持
向
上
の
た
め
、
品
質
管
理
委
員
会
に
て
品
質
管
理
基
準

を
作
成
し
徹
底
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

'

一

業
界
と
一
体
で

4
-
一
も
の
、つ
く
り
の
さ
ら
な
る
発
展
を

消
費
不
況
と
い
わ
れ
る
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
有
名
ブ
ラ

ン
ド
が
相
次
い
で
日
本
に
出
庖
、
売
り
上
げ
を
年
々
増
や

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
企
業
の
商
品
は
た
だ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
だ
と
い
う
だ
け
で
売
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
何

世
代
、
何
世
紀
も
か
け
て
磨
か
れ
て
き
た
技
術
と
、
時
代

に
即
し
た
本
物
の
商
品
づ
く
り
で
、
安
心
感
と
信
頼
性
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
築
き
上
げ
て
き
た
の
が
大
き

な
要
因
だ
。

堺
の
伝
統
産
業
が
長
年
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
づ
く
り

へ
の
信
頼
性
は
決
し
て
海
外
の
ブ
ラ
ン
ド
に
劣
る
も
の
で

は
な
く
、
職
人
さ
ん
た
ち
の
卓
越
し
た
技
術
と
、
創
意
工

夫
へ
の
探
究
心
を
背
景
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
な
る
業

種
の
知
恵
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

新
し
い
も
の
づ
く
り
の
世
界
が
聞
け
る
も
の
と
確
信
し
て

い
る
。

堺
市
は
製
品
の
信
頼
性
と
知
名
度
を
向
上
さ
せ
、
そ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
さ
ら
に
引
き
出
す
べ
く
マ
イ
ス
タ

l
制

度
や
ブ
ラ
ン
ド
構
築
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
は
非
常
に
重

要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
、
業
界
と
行
政
が

一
体
と
な

っ
て
、
伝
統
産
業
・
も
の
づ
く
り
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

↓邸主d也2004・9月号11 



12 

一
つ
は
、
中
学
、
高
校
、
大
学
な
ど
若
者
向
け
の
活
動
。

そ
の
道
を
極
め
た
達
人
が
製
品
の
展
示
や
技
術
・
技
能
の

実
演
を
交
え
な
が
ら
、
自
ら
の
体
験
談
を
基
に
も
の
づ
く

り
の
大
切
さ
や
素
晴
ら
し
き
を
語
る
こ
と
で
、
若
者
に
感

動
を
与
え
、
も
の
づ
く
り
の
世
界
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
だ
。
す
で
に
平
成
十
五
年
度
末
ま
で
に

七
十
七
回
、
約
八
千
人
を
対
象
に
実
施
し
て
き
た
。

そ
の
効
果
を
さ
ら
に
上
げ
る
た
め
の
工
夫
が
、
マ
イ
ス

タ
l
全
員
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
・
技
能
の
中
身
や

人
物
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
(
各
々
約
十
五
分
で
構
成
)
を

制
作
し
て
い
る
こ
と
だ
。
マ
イ
ス
タ
ー
が
話
を
す
る
前
に
、

ま
ず
そ
の
ビ
デ
オ
を
参
加
者
に
見
せ
て
、
い
か
に
す
ご
い

技
能
の
持
ち
主
で
あ
る
か
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
か
ら

だ
。
「
へ
え

1
、
マ
イ
ス
タ

l
っ
て
す
ご
い
ん
だ
」
と
い

う
第

一
印
象
を
与
え
る
こ
と
が
、
話
を
聞
か
せ
る
た
め
に

は
効
果
的
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
ビ
デ
オ
は
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
を
受
け
る
と

き
に
も
有
効
だ
。
難
し
い
技
術
・
技
能
を
説
明
す
る
よ
り
、

り
ょ
う
ぜ
ん

ビ
デ
オ
を
見
れ
ば

一
目
瞭
然
と
い
う
わ
け
だ
。
実
際
テ

レ
ビ
で
放
映
す
る
際
に
も

素
材
と
し
て
自
由
に
活
用

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
企
業
の
ホ

ー
ム
ベ

1
ジ
で
紹
介
し
た

り
、
株
主
総
会
で
上
映
し

た
り
す
る
な
ど
、
会
社
の

P
R
に
役
立
て
て
も
ら
っ

て
い
る
例
も
あ
り
、
ビ
デ

オ
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
活
躍
し
て
い
る
。

特
集

北
九
州
マ
イ
ス
タ
l
(北
九
州
市
)

マ
イ
ス
タ
l
制
度
と
地
域
振
興

@ 
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工
業
系
製
造
分
野
の
卓
越
し
た
按
能

対
象
に

ー

l
北
九
州
ら
し
さ
を
前
面
に
、
継
承
活
動
も
活
発

泊劫~鳴。

北
九
州
市
産
業
学
術
振
興
局
産
学
連
携
課

主査

・

都

甲

猛

-
ム

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
北
九
州

一
九

O
一
年
、
官
営
八
幡
製
織
所
の
高
炉
に
火
が
と
も

っ
て
以
来
、
北
九
州
は
製
鉄
を
中
心
に
化
学
、
窯
業
、
機

械
、
金
属
、
電
機
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
興
り
、
日
本

の
工
業
近
代
化
の
礎
と
な
っ
て
発
展
し
て
き
た
。

そ
の
北
九
州
市
で
、
も
の
づ
く
り
百
年
の
歴
史
を
節
目

と
し
て
、
今
後
の
百
年
も
先
進
的
な
も
の
づ
く
り
を
続
け

る
こ
と
を
宣
言
し
た
の
が
、

「北
九
州
博
覧
祭
二
0
0
こ

の
開
催
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
博
覧
祭
の
開
催
を
契
機
に

創
設
し
た
の
が
、
北
九
州
マ
イ
ス
タ

l
制
度
で
あ
る
。
こ

の
制
度
は
、
本
市
の
産
業
を
支
え
て
い
る
縁
の
下
の
力
持

ち
で
あ
る
卓
越
し
た
技
能
者
に
光
を
当
て、

そ
の
優
れ
た
技
術
・
技
能
を
こ
の
ま
ち
の
宝

と
し
て
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
狙
い
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
市
と
し
て
も
、
産
業
の
活
性

化
・
高
度
化
を
図
る
た
め
に
は
、
も
の
づ
く

り
の
基
盤
で
あ
る
優
れ
た
人
材
の
確
保
・
育

成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
だ
。

-
ム

北
九
州
の
特
色
生
か
す

北
九
州
マ
イ
ス
タ

l
制
度
の
特
徴
の
第
は
、

工
業
系

製
造
業
の
分
野
を
中
心
に
し
た
制
度
に
し
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
マ
イ
ス
タ

1
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
や
、
そ

れ
を
選
考
す
る
委
員
の
人
材
が
こ
の
ま
ち
に
は
豊
富
に
そ

ろ
っ
て
お
り
、
ま
ず
は
北
九
州
ら
し
さ
を
前
面
に
打
ち
出

し
た
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
い
う
考
え
か
ら
き

て
い
る
。
毎
年
、
現
地
調
査
も
含
め
て
合
計
六

ー
八
回
に
わ
た
っ
て
聞
か
れ
る
厳
し
い
選
考
委

員
会
を
経
て
選
ば
れ
た
マ
イ
ス
タ

l
は
、
過
去

三
年
の
聞
に
十
五
人
。
職
種
は
溶
接
、
機
械
加

工
、
金
型
仕
上
げ
、

半
導
体
関
連
な
ど
で

あ
る
。

第
二
の
特
徴
は
技

術
・
技
能
伝
承
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。

銭面加工されたアルミ製の精密モ一歩一部品を前に中学

生に説明する安川電機の安川順一マイスター

マイスヲーに贈られる“オブジェ"

と純金の徽章。製鉄所の高炉がテ

ザインされているオブジ工は4キ
ロもあり、ずっしり重い

s 



問些 村スター…振興

も
よ
る
が
、
土
曜
日
ご
と
の
三
1
四
日
間
コ

l
ス
が
主
で
、

い
ず
れ
も
大
好
評
だ
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
参
加
者
が

「
次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
声
を
幾
っ
か
紹
介
す
る
と
、
「
溶
接
の
奥
深
さ
を
初

め
て
知
っ
た
」
「
旋
盤
の
バ
イ
ト
の
研
ぎ
方

一
つ
で
実
に

い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
を
知
っ
て
驚
い
た
」
「
実
践

に
す
ぐ
役
立
つ
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
、
お
か
げ
で
新
製

品
の
開
発
ま
で
で
き
た
」
な
ど
な
ど
。

こ
れ
ほ
ど
好
評
を
得
て
い
る
理
由
は
、

①
マ
イ
ス
タ
ー

の
技
の
す
ご
さ
に
新
鮮
な
驚
き
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
技

術
・
技
能
の
奥
の
深
さ
(
ま
だ
ま
だ
先
が
あ
る
)
を
思
い

知
り
、
そ
れ
に
挑
戦
す
る
意
欲
を
か
き
た
て
る
②
参
加
者

が
互
い
に
他
の
会
社
で
や
っ
て
い
る
方
法
を
情
報
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
る
③
で
き
る
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社

(
現
場
)
で
困
っ
て
い
る
問
題

を
聞
き
取
り
、

一
つ
で
も
多
く

解
決
し
て
あ
げ
る
よ
う
に
留
意

し
て
い
る
|

|
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。

何
よ
り
、
講
師
で
あ
る
マ
イ

ス
タ
l
の
熱
意
は
並
々
な
ら
ぬ

も
の
が
あ
る
。
あ
る
溶
接
の
マ

イ
ス
タ

l
い
わ
く
、
「
自
分
は

溶
接
が
好
き
だ
か
ら
、
た
く
さ

ん
の
人
に
溶
接
が
好
き
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
自
分

が
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
す
べ
て

教
え
て
あ
げ
た
い
。
そ
の
結
果
、

自
分
を
超
え
て
く
れ
た
ら
な
お

ま
た
、
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
、
マ
イ
ス
タ
ー
や
そ
の

家
族
に
も
大
変
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
「
家
践

に
初
め
て
自
分
の
仕
事
を
認
め
て
も
ら
っ
た
」
「
老
い
た

両
親
が
涙
を
流
し
な
が
ら
見
て
く
れ
て
、
親
孝
行
が
で
き

た
」
と
い
う
感
想
を
聞
く
た
び
に
、
我
々
ス
タ
ッ
フ
も
苦

労
し
て
制
作
し
て
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
実
感
し
て
い
る
。

話
が
少
し
わ
き
道
に
そ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
い
ず
れ
に

し
ろ
、
こ
う
し
た
次
代
を
担
う
若
者
に
対
す
る
活
動
は
、

息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

・

ム

匿
の
按
伝
授
す
る
「
マ
イ
ス
タ

l
匠
塾
」

そ
れ
に
対
し
、
も
う

一
つ
の
側
面
と
し
て
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
、
市
内
の
主
に
中
小
企
業
で
働
く
プ
ロ
の
技
能

た
く
み

者
向
け
に
、
マ
イ
ス
タ
l
の
匠
の
技
を
伝
授
す
る
活
動
で

あ
る
。
そ
の
名
も
「
北
九
州
マ
イ
ス
タ

l
匠
塾
」
。
マ
イ

ス
タ
ー
な
ら
で
は
の
優
れ
た
技

術
・
技
能
を
活
用
し
、
次
の
マ

イ
ス
タ
ー
を
育
て
よ
う
と
い
う

も
の
だ
。

技
術
・
技
能
研
修
の
企
画
・

実
施
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
雇
用

能
力
開
発
促
進
機
構
(
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
八
幡
)
や
九
州
職

業
能
力
開
発
大
学
校
な
ど
の
専

門
機
関
と
協
力
し
て
開
講
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た

職
種
は
、
市
内
企
業
の
ニ

l
ズ

が
比
較
的
高
い
溶
接
、
旋
盤
、

機
械
組
み
立
て
仕
上
げ
、
ワ
イ

ヤ
ー
ロ

l
ブ
加
工
。
コ
ー
ス
に

北九州マイス安一「匠塾Jで、工ムイーシーテクノの山田哲彦マイス合一 (右端)
が溶接に関する多彩な匠の技を中小企業で働くプロの技能者に伝授する

う
れ
し
い
」
。
主
催
し
て
い
る
我
々
事
務
局
こ
そ
、
最
高

に
う
れ
し
く
な
る
言
葉
で
あ
る
。

-y
十

「
北
九
州
按
の
達
人
」
創
設

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
ず
ば
り
「
匠
塾
」
の

一
層

の
充
実
で
あ
る
。
研
修
分
野
も
拡
充
し
て
い
き
た
い
し
、

日
数
、
回
数
も
増
や
し
た
い
。
そ
れ
に
は
、
現
役
で
企
業

に
勤
務
し
て
い
る
現
在
の
マ
イ
ス
タ
ー
だ
け
に
講
師
を
頼

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
幸
い
北
九
州
市
に
は
、
ほ
か
に

も
闘
の
高
度
熟
練
技
能
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
や

「
現
代
の
名
工
」
に
選
ば
れ
た
人
な
ど
、
多
く
の
優
れ
た

人
材
が
存
在
し
て
い
る
。
マ
イ
ス
タ

l
に
限
ら
ず
、
「
優

れ
た
技
術
・
技
能
は
ま
ち
の
宝
」
と
し
て
大
切
に
活
用
し
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。
既
に
市
内
企
業
の
中
で
も
、
北
九
州
マ
イ
ス
タ
l
制
度

の
創
設
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
社
内
独
自
の
マ
イ
ス
タ

ー
制
度
や
社
内
技
能
検
定
制
度
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
も
幾

っ
か
出
て
き
て
い
る
。「
も
の
づ
く
り
」
は
「
ひ
と
づ
く
り
」
。

市
内
企
業
全
体
に
技
能
性
を
よ
り
重
視
し
た
人
材
育
成
を

図
る
動
き
が
広
ま
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
も
の
づ
く
り

基
盤
が
よ
り
強
化
さ
れ
、
地
元
産
業
の
活
性
化
に
結
び
付

く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
は
市
内
の
技
能
士
関
係
団

体
や
市
民
の
要
望
に
も
応
え
る
か
た
ち
で
、
市
民
の
暮
ら

し
に
身
近
な
分
野
で
あ
る
和
・
洋
裁
、
調
理
、
理
美
容
、

食
品
加
工
、
貴
金
属
工
芸
な
ど
の
分
野
を
対
象
と
し
た
優

秀
技
能
者
表
彰
制
度
「
北
九
州
技
の
達
人
」
を
創
設
し
、

従
来
の
マ
イ
ス
タ
l
制
度
と
併
行
し
て
実
施
を
始
め
た
こ

と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

↓品同匂2004・9月号13 
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マ
イ
ス
タ

l
制
度
と
地
域
振
興

。

横
浜
マ
イ
ス
タ

l

(
構
浜
市
)

に
よ
る
手
仕
事

『
横
浜
マ
イ
ス
タ
l
』

手
作
業
の
按
継
最

ー

l
創
設
か
ら
叩
年
、
検
証
行
う
時
期
に

横
浜
市
市
民
局

勤
労
福
祉
部
長

• 木
村
嘉
秋

-
ー
す

能
職
者
を
取
り
巻
く
状
況
厳
し
い

一
八
五
九
年
の
開
港
当
時
は
戸
数
九
十
ほ
ど
の
漁
村
で

あ
っ
た
横
浜
村
が
、
現
在
で
は
人
口
三
百
五
十
五
万
人
を

超
え
、
日
本
を
代
表
す
る
大
都
市
へ
と
成
長
し
て
い
く
歴

史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ

こ
に
は
、
開
港
に
よ
り
外
国
か

ら
流
入
し
た
文
化
を
既
存
の
文

化
に
た
だ
置
き
換
え
る
の
で
は

な
く
、
融
合
さ
せ
、
新
た
な
文

化
へ
と
醸
成
し
、
そ
れ
を
広
く

園
内
各
地
に
伝
え
て
い
っ
た
先

人
の
姿
が
あ
る
。

貴
重
な
輸
出
品
で
あ
っ
た
ス

カ
ー
フ
な
ど
の
産
業
の
ほ
か
、

洋
風
建
築
や
洋
家
具
と
い
っ
た

外
国
人
向
け
の
技
能
か
ら
、

理
・

美
容
、
塗
装
、
洋
服
と
い

っ
た
市
民
生
活
に
密
接
な
関
係

の
あ
る
技
能
が
、
職
人
・
職
工
と
呼
ば
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

技
能
職
者
に
よ
り
、
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
技
能
職
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
そ
の
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
、
機
械
化
、
自
動
化
の
進
展
に
伴
い

大
量
生
産
さ
れ
た
安
価
な
商
品
と
の
競
合
、
手
仕
事
に
よ

』

る
"
も
の
づ
く
り
“
へ
の
評
価
の
低
下
、
海

.

外
へ
の
生
産
拠
点
の
移
転
に
よ
る
受
注
の
減

.
少
な
ど
に
よ
り
、
深
刻
な
後
継
者
不
足
と
貴

忌

重

な
技
能
の
喪
失
に
直
面
し
て
い
る
。

‘

手

作

り

で

行

う

技

能

・

技

術

に
は
少
量
生
産
の
手
段
と
し
て

高
度
で
か
つ
必
要
不
可
欠
な
も

の
が
多
く
、
機
械
に
置
き
換
え

る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
も
あ

粧

る
。
こ
う
し
た
貴
重
な
技
能
が

出

社
会
的
に
正
し
く
評
価
さ
れ
、

対

事

業
と
し
て
成
立
さ
せ
て
い
く

円
環
境
を
い
か
に
構
築
す
る
か
が

糊

大
き
な
課
題
と
言
え
る
。
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• 
'

-

按
能
職
振
興
策
と
し
て
の

・

」

「
横
浜
マ
イ
ス
タ

l
事
業
」
誕
生

横
浜
市
は
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ
て
い

る
技
能
職
者
を
支
援
す
る
た
め
、
従
来
か
ら
数
々
の
技
能

職
振
興
施
策

(図
1
)
を
行
っ
て
き
た
。
中
で
も
平
成
八

年
度
に
創
設
し
た

「横
浜
マ
イ
ス
タ

l
事
業
」

は、

「後

継
者
の
育
成
・
確
保
」
「
貴
重
な
技
能
の
継
承
」
お
よ
び

「技
能
職
の
社
会
的
評
価
の
向
上
」
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
市
民
の
生
活
・
文
化
に
寄
与
す
る
優
れ
た
技
能
職

者
を
横
浜
マ
イ
ス
タ

l
に
選
定
し
て
称
号
を
授
与
し
、
そ

の
活
動
を
通
し
て
、
未
来
に
向
け
て
の
三
つ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
の
事
業
(
図
2
)
と
位
置
付
け
た
。

選
定
に
当
た
っ
て
は
、

手
仕
事

・
手
作
業
を
中
心
と
し

た
習
得
に
経
験
と
熟
練
を
要
す
る
技
能
職
種
を
対
象
と

し
、
市
内
在
住
の
技
能
職
者
で
継
承
を
求
め
ら
れ
る
貴
重

な
技
能
・

卓
越
し
た
技
能
を
有
す
る
こ
と
、
後
継
者
育
成

に
意
欲
を
有
し
、
技
能
伝
承
の
能
力
に
優
れ
て
い
る
こ
と

の
ほ
か
、
で
き
る
範
囲
で
の
技
能
・
技
術
の
公
開
に
つ
い

て
も
加
味
し
て
い
る
。

地踏切 2004・9月号

こ
れ
ま
で
三
十

人
の
横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
が
誕
生
し
て

妓能崎娠興施策体系と課題図1
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い
る
が
、
横
浜
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
職
種
も
数
多
く
選

定
し
て
き
で
い
る
。

・

ム

地
域
に
お
け
る
マ
イ
ス
タ

I
活
動

被
選
定
者
に
は
五
年
間
、
年
五
十
万
円
の
活
動
奨
励
金

を
支
給
し
、
後
継
者
の
育
成
・
確
保
の
た
め
の
活
動
や
、

地
域
・

学
校

・
技
能
職
団
体
、
市
・
区
行
事
な
ど
で
の
実

演
、
講
演
、
研
修
な
ど
の
活
動
を
実
施
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
中
で
も
活
動
の
力
点
は
後
継
者
育
成
で
あ
る
と
し
て
、

主
に
若
い
世
代
や
子
供
を
視
野
に
入
れ
た
地
域
・

学
校
で

の
講
演
・

実
演
を

「技
能
体
験
教
室
」
と
し
て
行
っ
て
き

た
。
実
施
場
所
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ス
タ
l
の
人
数
が
限

ら
れ
て
い
る
た
め
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
マ
イ
ス
タ

l
の

地
元
ば
か
り
で
な
く
市
内
全
域
を
対
象
と
し
て
、

学
校
や

施
設
を
拠
点
と
し
た
地
域
の
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
展
開
を

目
指
し
て
い
る
。
体
験
し
た
児
童

・
生
徒
か
ら
の
感
想
文

に
は
、
マ
イ
ス
タ
ー
へ
の
感
謝
、
尊
敬
の
念
と
と
も
に
、

自
分
も
そ
う
し
た
職
業
に
就
い
て
み
た
い
と
い
っ
た
言
葉

も
あ
り
、
各
マ
イ
ス
タ
ー
に

と
っ
て
も
、
そ
う
し
た
手
紙

や
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
姿
が
自

分
た
ち
の
宝
物
に
も
な
っ
て

い
る
と
い
う
。
技
能
体
験
を

し
た
学
生
が
マ
イ
ス
タ

l
に

弟
子
入
り
を
希
望
す
る
な
ど

の
ケ
l
ス
も
で
て
き
た
。

事
業
の
普
及
啓
発
に
は
、

「
横
浜
マ
イ
ス
タ

l
ま
つ
り
」

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
六
回

開
催
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
の
手
仕
事
の
技
を
見
学
・
体
験
で
き
る
場
と
し
て
市
民

に
定
着
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
マ
イ
ス
タ
l
自
身
が
自
主

的
に
活
動
す
る
こ
と
を
目
的
に
組
織
し
た

「横
浜
マ
イ
ス

タ
l
会」

主
催
(
横
浜
市
後
援
)
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、

畳
な
ど
庖
先
で
作
業
を
行
う
職
人
の
姿
が

市
内
各
地
で
垣
間
見
ら
れ
た
が
、
現
在
で
は
デ
パ
ー
ト
の

物
産
展
な
ど
で
し
か
見
か
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
身
近
で

な
く
な
っ
た
こ
の
よ
う
な
機
会
を
マ
イ
ス
タ
l
自
ら
が
創

出
し
て
い
る
こ
と
も
横
浜
マ
イ
ス
タ

l
事
業
の
特
色
の

一

つ
で
あ
る
0
1
課
題
と
喜
の
按
能
職
振
興
第
に
つ
い
て

制
度
創
設
か
ら
来
年
で
十
年
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、

横
浜
マ
イ
ス
タ
l
事
業
に
つ
い
て
も
、
本
市
の
技
能
職
振

興
施
策
全
体
の
中
で
今
後
の
あ
り
方
を
含
め
、
検
証
を
行

う
時
期
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
既
に
活
動
奨
励
金
の
支

給
が
終
了
し
た
マ
イ
ス
タ

l
の
割
合
が
全
体
の
六
割
を
超

え
、
企
業
の
定
年
を
迎
え
る
マ
イ
ス
タ
ー
が
出
て
く
る
な

ど
、
無
理
の
な
い
活
動
に
シ
フ
ト

し
て
い
く
必
要
も
あ
る
。

機浜マイスター技能教室での森谷正春マイスターの
竹細工作り

横
浜
マ
イ
ス
タ
l
事
業
は
、
技

能
職
者
の

P
R
・
後
継
者
育
成
に

あ
る
程
度
の
成
果
を
挙
げ
て
は
い

る
が
、
技
能
職
者
全
体
で
は
数
が

減
少
を
続
け
て
い
る
。
跡
継
ぎ
ど

こ
ろ
か
、
廃
業
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
技
能
職
者
に
と
っ
て
、
よ
り
即

効
性
が
あ
り
、
後
継
者
確
保
に
直

接
つ
な
が
る
取
り
組
み
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後

横浜マイスター事業フロー図

按能文化を重んじる風土の醸成

図2

民

P R 

就職希望

横浜マイスター

技能職者

は
こ
の
状
況
の
渦
中
に
い
る
若
手
職
人
を
中
心
と
し
た
技

能
職
者
の
現
実
も
踏
ま
え
、
彼
ら
の
ニ

l
ズ
に
応
え
る
有

効
な
施
策
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
。

時
代
の
波
に
の
み
込
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
時

代
に
調
和
す
る
技
能
文
化
を
創
造
し
て
い
け
る
よ
う
、
横

浜
マ
イ
ス
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
横
浜
市
技
能
職
団

体
連
絡
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
も
連
携
し
て
、
こ
の

荒
波
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
開
港
以

来
、
横
浜
の
職
人
た
ち
が
こ
れ
ま
で
幾
多
の
試
練
を
く
ぐ

り
ぬ
け
、
培
っ
て
き
た
横
浜
の
貴
重
な
技
を
継
承
し
、
さ

ら
に
、
将
来
に
向
け
て
な
お
生
き
続
け
て
い
く
技
能
の
創

造
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
市
民

の
生
活
を
豊
か
に
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
し
て

い
く
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

i品同~2004・9月号15 



特
集

マ
イ
ス
タ
l
制
度
と
地
織
振
興

e 
地
域
農
業
マ
イ
ス
タ
l
(福
島
県
会
津
若
松
市
)

ー

l
盛
ん
な
グ
リ
ー
ン
ツ
!
リ
ズ
ム
・
農
業
体
験
背
景
に

会
津
若
松
市
産
業
振
興
部

農
政
課
長

・

小
林
勝
間

会
津
若
松
市
は
人
口
約
十
二
万
人
、
福
島
県
の
西
部
、

会
津
盆
地
の
東
南
に
あ
り
、
総
面
積
は
三
百
十
五
・

二
人

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
東
西
は
約
十
七
キ
ロ
、
南
北
は
約
二
十
五

キ
ロ
と
、
縦
に
長
い
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
東
に
は
磐
梯

山
、
猪
苗
代
湖
、
南
に
は
布
引
山
、
大
戸
岳
と
い
っ
た

山
々
が
連
な
り
、
西
は
会
津
平
坦
部
を
縦
断
す
る
阿
賀
川

が
流
れ
て
お
り
、
市
街
地
は
地
域
の
北
西
部
に
形
成
さ
れ
、

東
か
ら
西
へ
緩
や
か
に
傾
斜
し

て
い
る
。

山
林
面
積
の
割
合
が
約
六

O
%
と
高
く
、
農
用
地
は

一

O
%
程
度
だ
。
気
象
は
内
陸
盆

地
特
有
の
気
候
で
、
夏
は
蒸
し

暑
く
、
冬
は
好
天
が
少
な
く
、

降
雪
量
が
多
い
の
が
特
徴
だ
。

県
下
最
大
の
城
下
町
と
し
て

発
展
し
て
き
た
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
本
市
は
、
会
津
地
方
の
政

治
、
経
済
、
文
化
の
中
核
都
市

と
し
て
、
ま
た
、
鶴
ケ
城
を
は

じ
め
、
白
虎
隊
自
刃
の
地
、
飯
盛
山
な
ど
多
く
の
史
跡
、

名
所
の
ほ
か
、
東
山
、
芦
ノ
牧
の
二
つ
の
温
泉
郷
を
有
す

る
東
北
屈
指
の
観
光
都
市
と
し
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

ヱ

震
家
一
戸
数
生
産
額
が
漏
少
傾
向

本
市
の
農
地
は
標
高
二
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
平
坦
地

域
か
ら
五

0
0
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
中
山
間
地
域
に
、
米

を
基
幹
と
し
た
野
菜
、
果
樹
な
ど

と
の
複
合
経
営
を
中
心
と
し
た
農

業
経
営
が
営
ま
れ
て
い
る
。
平
成

十
二
年
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
経

営
耕
地
総
面
積
は
三
千
四
百
七
十

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
家
戸
数
は
二

千
百
七
十
四
戸
。
平
成
十
三
年
の

農
業
生
産
額
は
五
十

一
億
二
千
万

円
で
、
う
ち
七
割
近
く
を
米
が
占

め
て
い
る
。

本
市
の
農
業
生
産
は
立
地
条

件
、
気
象
条
件
な
ど
の
地
域
性
か

ら
、
北
部
平
坦
、
南
部
平
坦
、
中

通
りんごの収穫終えてマイスターの白井康友氏 (中央)
と一休みする中学生

16 

山
間
地
域
の
三
つ
の
地
域
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
市
街

地
の
北
西
部
に
位
置
す
る
北
部
平
坦
地
域
で
は
平
坦
で
優

良
な
農
地
が
広
が
り
、
全
国
的
に
も
評
価
の
高
い
コ
シ
ヒ

カ
リ
な
ど
の
銘
柄
米
の
作
付
け
や
、
会
津
農
書
が
著
さ
れ

た
古
く
か
ら
の
菜
園
場
と
し
て
、
ト
マ
ト
な
ど
の
施
設
園

芸
作
物
、
り
ん
ご
な
ど
の
果
樹
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
る
。

南
部
平
坦
地
域
は
市
街
地
の
南
部
に
位
置
し
、
水
稲
を

中
心
と
し
た
作
付
け
が
行
わ
れ
る

一
方
、
会
津
人
参
や
会

津
身
不
知
柿
と
い
う
会
津
を
代
表
す
る
特
産
物
が
栽
培
さ

れ
て
い
る
。

中
山
間
地
域
は
標
高
四

0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
冷
地

で
あ
り
、
猪
苗
代
湖
西
岸
の
地
域
で
は
本
市
の
三
分
の

一

を
占
め
る
広
大
な
農
地
で
水
稲
、
野
菜
、
花
き
な
ど
が
栽

培
さ
れ
、
本
市
の
農
業
生
産
の
主
要
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

経
営
耕
地
而
頼
、
農
家
戸
数
、
農
業
生
産
額
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、
農
業
、
農
村
活
力
の
低
下
が
進
む
中
に

あ
っ
て
、
平
成
十
四
年
三
月
に
本
市
の
食
料
、
農
業
、
農

村
の
基
本
理
念
と
施
策
を
定
め
た
「
会
津
若
松
市
食
料
・

農
業

・
農
村
基
本
条
例
」
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
条
例

に
基
づ
く
「
共
生
と
循
環
、
農
村
文
化
が
い
き
づ
く
魅
力

あ
る
農
業
を
め
ざ
し
て
」
を
テ

l
マ
と
し
た
基
本
計
画
を

策
定
し
、
農
業
、
農
村
の
活
性
化
を
目
指
し
た
施
策
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
。

-y
十
豊
か
な
農
業
経
営
の
実
践
経
験
活
用

近
年
、
農
業
や
環
境
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
当
市

に
お
い
て
も
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
事
業
や
学
校
で
の
農

業
体
験
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
重
要
な
の

が
受
け
入
れ
農
家
に
お
け
る
講
師
役
の
存
在
だ
。
単
に
栽

培
技
術
だ
け
で
な
く
、
農
業
・
農
村
が
果
た
す
役
割
な
ど

2004・9月号↓島尚也



h-
を
含
め
て
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
る
知
識
・
技
術
を
持
っ
た

人
と
な
る
と
数
は
限
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
情
報
を
市
で

収
集
し
、
認
定
す
る
こ
と
で
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
事
業

や
農
業
体
験
が
よ
り
よ
い
形
に
な
る
の
で
は
と
考
え
、

平

成
十
五
年
度
よ
り

「地
域
農
業
マ
イ
ス
タ

l
制
度
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
の
制
度
は
農
業
経
営
お
よ
び
農
村
生
活
に
お
い
て
、

豊
か
な
実
践
経
験
お
よ
び
専
門
的
知
識
を
有
す
る
農
業
者

を
会
津
若
松
市
の
地
域
農
業
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定

し
、
そ
の
経
験
・
知
識
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

農
業
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
、
郷
土
文
化
の
振
興
な
ら

び
に
都
市
住
民
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
の
地
域
の
魅
力

お
よ
び
活
力
の
創
造
を
図
り
、
農
業

・
農
村
の
活
性
化
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

・
ー
す

稲
、
園
芸
、
そ
ば
打
ち
の
達
人
そ
ろ
う

地
域
農
業
マ
イ
ス
タ

1
に
認
定
す
る
基
準
は
①
農
業
・

農
村
の
各
分
野
に
お
い
て
、
優
れ
た
実
践
経
験
お
よ
び
高

い
見
識
を
有
す
る
②
知
識
・
経
験
を
生
か
し
た
指
導
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
③
農
業
経
営
お
よ
び
農
村
生
活
を
通
じ

て
、
地
域
農
業
及
び
農
村
の
発
展
に
寄
与
し
た
④
他
の
農

業
者
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
|

!
の
四
つ
だ
。
こ
れ
ま
で
、

こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
し
た
十
人
が
地
域
農
業
マ
イ
ス
タ

ー
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。

認
定
さ
れ
た
マ
イ
ス
タ

l
は
①
水
稲
、
園
芸
作
物
な
ど

の
生
産
技
能
に
優
れ
て
い
る
②
そ
ば
打
ち
、
も
ち
加
工
を

指
導
で
き
る
ー
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
が
そ
ろ

っ
た
。

小学生に刈り取った大豆の仕組みを説明するマイスヲーの高橋茂喜氏

今
年
度
ま
で
に
、
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
事
業
で
本
市

を
訪
れ
た
都
会
の
人
々
を
対
象
に
、
地
元
で
取
れ
た
そ
ば

粉
を
使
っ
た
そ
ば
打
ち
教
室
の
先
生
と
し
て
指
導
に
あ
た

っ
た
り
、
中
学
生
の
農
業
体
験
で
大
豆
の
種
ま
き
や
刈
り

取
り
の
指
導
を
し
た
り
、
ま
た
、
地
元
の
小
学
生
に
も
ち

の
加
工
の
過
程
を
見
せ
た
り
と
、
市
内
外
の
子
供
か
ら
大

人
ま
で
多
く
の
体
験
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ど

の
体
験
に
お
い
て
も
そ
の
農
業
に
対
す
る
知
識
の
深
さ
や

持
っ
て
い
る
高
度
な
技
術
を
参
加
者
に
肌
で
感
じ
て
い
た

だ
け
た
と
思
っ
て
い
る
。

・

ム

メ
ニ
ュ
ー
充
実
で
農
業
へ
の
一
層
の
理
解
を

今
後
は
さ
ら
に
マ
イ
ス
タ

1
の
数
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
イ
ス
タ

l
の
人
々
が
活
躍
で
き
る
場

地元の小学生にもち加工について説明するマイスターの渡部サク子さん (右)

を
設
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
食

農
教
育
の
推
進
か
ら
農
業
体
験
で
は
生
産
面
と
そ
の
後
の

食
と
し
て
の
利
用
、
活
用
ま
で

一
体
的
に
体
験
で
き
る
よ

う
な
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
、
よ
り
深
く
農
業
を
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
。

今
、
農
政
に
お
い
て
は
食
料
自
給
率
の
向
上
と
併
せ
、

食
の
安
心
・
安
全
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
マ
イ
ス
タ

l
制
度
の
活
用
に

よ
り
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を

一
層
推
進
し
、
農
業
、
農

村
の
持
っ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
、
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

農
村
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、

今
後
と
も
努
力

し
て
い
き
た
い
。

迫減=1'02004・9月号17 
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マ
イ
ス
タ
l
制
度
と
地
域
振
興

を
受
け
た
い
場
合
に
、
県
が
聞
に
入
り
、
マ
イ
ス
タ
!
と

の
連
絡
調
整
や
指
導
に
係
る
経
費
を
助
成
し
て
い
る
。
ま

た
、
マ
イ
ス
タ
l
自
身
が
資
質
向
上
の
た
め
に
行
う
全
国

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
先
進
地
調
査
な
ど
へ
の
助
成
も

行
っ
て
い
る
。
現
在
ま
で
年
間
十
五

1
二
十
回
、
マ
イ
ス

タ
ー
に
よ
る
指
導
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

柿
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
加
工
品
開
発
や
産
直
市
の
開

設
、
消
費
者
と
の
交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と
い

っ
た

新
た
な
取
り
組
み
が
県
下
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
。
以
下

に
そ
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

。
地
域
興
し
マ
イ
ス
タ
l
(島
根
県
)

地
場
し
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る

ハ
ツ
ラ
ツ
農
柑
づ
く

D

ー

l
加
工
品
開
発
、
産
直
市
の
開
設
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
も

-
4地
域
興
し
マ
イ
ス
タ

l
制
度

島
根
県
は
東
西
に
細
長
く
、
そ
の
距
離
約
二
百
三
十
キ

ロ
、
北
は
日
本
海
に
面
し、

島
根
半
島
の
北
方
海
上
に
は
、

隠
岐
諸
島
が
あ
る
。
自
然
豊
か
で
風
光
明
美
な
県
土
は
面

積
の
八
四
・

三
%
が
中
山
間
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
中
山

間
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
興
し
の
気
運
が
増
し
て
き
で

は
い
る
も
の
の
、
身
近
に
必
要
な
知
識
・
技
術
に
精
通
し

た
人
材
が
い
な
い
た
め
、
十
分
な
取
り
組
み
が
で
き
な
い

地
域
も
多
い
。

そ
こ
で
島
根
県
で
は
国
庫
補
助
事
業
の
「
特
定
農
山
村

総
合
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

貢
献
で
き
る
能
力
と
意
欲
を
持
っ
た
人
材
を
「
地
域
興
し

マ
イ
ス
タ

1
」
と
し
て
登
録
し
、
彼
ら
の
指
導
、
支
援
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

人
材
の
選
定
・
登
録
に
あ
た
っ
て
は
、
県
下
全
域
か
ら
よ

り
多
く
の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
県
内
七
カ
所
の
県
地

方
機
閥
単
位
の
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
。

平
成
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
こ
の
事
業
も
今
年
度

-
ー
す

イ
ス
タ
ー
に
よ
る
地
燭
興
し
活
動
紹
介

①
消
費
者
交
流
マ
イ
ス
タ
ー
ー
佐
田
町
橋
波
地
区
で
の
活
躍

ひ

か
わ

簸
川
郡
佐
田
町
橋
波
集
落
は
県
東
部
の
中
山
間
地
域
に

位
置
す
る
八
十
三
戸
の
農
村
集
落
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
自

治
会
の
枠
を
超
え
た
「
橋
波
振
興
協
議
会
」
が
組
織
さ
れ

て
い
る
。

平
成
十
二
年
度
に
は
農
業
の
六

次
産
業
化
を
目
指
し
、
協
議
会
の

活
動
と
し
て
「
橋
波
げ
ん
き
塾
」

を
開
催
し
た
。
初
回
講
座
で
消
費

者
交
流
マ
イ
ス
タ
ー
で
あ
る
寺
本

恵
子
氏
(
石
見
町
)
を
招
き
、
地

元
の
産
物
を
生
か
し
た
消
費
者
と

の
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

「
か
か
わ
る
人
が
楽
し
い
こ
と
が

継
続
の
源
」
「
生
涯
の
遊
び
場
づ

く
り
が
必
要
」
と
い
っ
た
コ
ツ
を

聞
き
、
き
め
細
か
い
指
導
を
受
け

た
。
寺
本
マ
イ
ス
タ
ー
が
代
表
を

島
根
県
農
林
水
産
部
農
業
経
営
課

a

地
域
農
業
グ
ル
ー
プ
主
任

.

三
浦

強

で
九
年
目
を
迎
え
、
地
域
興
し
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
登
録

さ
れ
た
人
材
も
百
四
十
九
人
に
上
り
、
専
門
分
野
も
作
目

生
産
か
ら
農

・
水
産
加
工
、
郷
土
料
理
、
都
市
農
村
交
流

な
ど
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

県
内
の
農
業
者
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
マ
イ
ス
タ

l
の
指
導

消費者交流マイスター寺本恵子氏の講演 (上)

橋波地区で始まった「農家レストランJ(下)
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務
め
る
「
お
ふ
く
ろ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
石
見
」
は
町
内
や
広

島
市
内
に
直
売
市
を
開
設
し
、
消
費
者
と
の
交
流
を
大
切

に
し
た
産
直
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
講
演
の

一
カ
月
後
に

は
石
見
町
へ
視
察
に
行
き
、
同
年
十
二
月
に
は
女
性
九
名

で
「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
開
催
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の

後
も
年
二
回
の
ベ

l
ス
で
開
催
を
続
け
て
い
る
が
、
限
定

定
員
が
六
十
人
の
た
め
、
毎
回
お
断
り
を
す
る
ほ
ど
好
評

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
開
設
の
翌
年

か
ら
は
「
橋
波
げ
ん
き
産
直
市
」
も
始
ま
っ
た
。

協
議
会
の
事
務
局
は
「
げ
ん
き
塾
の
塾
生
に
と
っ
て
実

践
者
で
あ
る
マ
イ
ス
タ

l
の
話
は
大
き
な
刺
激
と
な
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
地
域
興
し
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る
や
る

気
起
こ
し
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
れ
ら
活
動
は
集
落
の

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

②
地
域
農
業
マ
イ
ス
タ
|
|
集
落
営
農
型
農
業
法
人
の
育
成

島
根
県
は
認
定
農
業
者
、
農
業
法
人
と
と
も
に
地
域
農

業
の
担
い
手
と
し
て
集
落
営
農
組
織
の
協
業
化
・
法
人
化

を
進
め
て
い
る
が
、
県
南
東
部
、
広
島
県
に
接
す
る
仁
多

郡
横
田
町
に
お
い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
に
五
つ
の
集
落

営
農
型
法
人
が
誕
生
し
た
。

け
ん
引
役
と
な
っ
た
の
が
、
地
域
興
し
マ
イ
ス
タ
ー
で

あ
る
佐
伯
徳
明
氏
(
横
田
町
)
で
あ
る
。

町
農
業
公
社
の
元
専
務
理
事
で
あ
り
、
ま
た
自
身
の
集

落
に
お
い
て
も

一
足
早
く
法
人
化
を
成
し
遂
げ
た
佐
伯
マ

イ
ス
タ

l
は
、
平
成
十
三
年
十
二
月
に
実
践
者
と
し
て
町

内
各
集
落
営
農
組
織
へ
呼
び
掛
け
、
五
組
織
に
よ
る
「
横

田
町
集
落
農
業
研
究
会
」
を
結
成
し
た
。

研
究
会
に
は
各
組
織
の
役
員
が
出
席
し
、
毎
月

一
団
法

人
化
へ
向
け
て
の
勉
強
会
を
重
ね
て
い
っ
た
。
農
地
流
動

化
の
必
要
性
や
法
人
化
の
意
義
な
ど
、
佐
伯
マ
イ
ス
タ
ー

の
継
続
的
な
指
導
に
よ
り
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
各
集
落

の
積
極
性
が
出
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
十
四
年
十
二

月
に
三
法
人
、
翌
年
二
、
三
月
に
そ
れ
ぞ
れ

一
法
人
が
設

立
さ
れ
、
研
究
会
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
組
織
が
法
人
化

~ ... 

地域農業マイスター佐伯徳明氏による講演

し
た
。

平
成
十
五
年
度
に
は
横
田
町
特
定
農
業
法
人
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
立
ち
上
げ
、
米
の
販
売
を
共
同
で
行
う
な
ど
足
腰

の
強
い
経
営
体
と
す
る
べ
く
、
引
き
続
き
各
法
人
の
指
導

や
法
人
間
の
連
携
を
強
化
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。

③
畜
産
マ
イ
ス
タ
ー
ー
水
田
放
牧
の
普
友

大
岡
市
富
山
町
は
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
和
牛
の

繁
殖
経
営
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。

畜
産
マ
イ
ス
タ
ー
で
あ
る
神
谷
栄
子
氏
は
富
山
町
和
午

改
良
組
合
婦
人
部
の
代
表
で
も
あ
り
、
昭
和
六
十
二
年
か

ら
六
十
二
人
の
部
員
を
引
っ
張
っ
て
き
た
。

平
成
六
年
か
ら
独
自
の
発
想
に
よ
り
、
転
作
田
や
遊
休

農
地
を
利
用
し
た
県
下
初
の
水
田
放
牧
を
始
め
た
。
平
成

九
年
度
か
ら
は
他
の
部
員
も
取
り
組
み
始
め
、
富
山
町
内

全
域
に
広
が
っ
た
。

平
成
八
年
度
に
マ
イ
ス
タ
ー
と
な
っ
た
神
谷
氏
は
、
国

や
県
が
主
催
す
る
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
自
身
の

資
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
手
づ
く
り
の
機
関
紙
を
作

成
・
配
布
す
る
な
ど
部
員
の
意
識
高
揚
に
も
務
め
て
き

た
。
「
マ
イ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
こ
と
が
自

分
の
意
識
付
け
と
な
り
、
地
域
活
性
化
た
め
の
活
動
の
原

動
力
と
な
っ
て
い
る
」
と
神
谷
マ
イ
ス
タ
l
は
語
る
。

声
が
掛
か
れ
ば
町
外
に
も
講
演
に
行
き
、
時
に
は
婦
人

部
と
し
て
寸
劇
の
出
前
公
演
を
し
た
り
も
し
た
。

今
で
は
出
前
放
牧
と
称
し
て
自
分
の
牛
を
貸
し
出
し
て

他
農
家
の
不
慣
れ
な
牛
た
ち
を
放
牧
に
慣
れ
さ
せ
る
な

ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が
実
り
、
富
山
町
内
の
放
牧
頭

数
は
百
三
十
頭
、

三
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
増
え
る
と
と
も

に
、
水
田
放
牧
は
富
山
町
か
ら
大
田
市
内
へ
、

内
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

そ
し
て
県

ヱ

む
す
び

地
域
興
し
は
住
民
の
主
体
的
な
参
画
に
よ
り
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
動
機
付
け
を
す
る
の
が
マ
イ
ス
タ

ー
の
役
割
で
あ
る
。
今
、
県
内
各
地
に
は
マ
イ
ス
タ
l
の

活
躍
に
よ
り
地
域
興
し
の
種
子
が
播
か
れ
、
花
咲
い
た
も

の
、
芽
を
出
し
始
め
た
も
の
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が

一
つ
で
も
多
く
花
咲
き
、
実
を
結

ぶ
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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MEISTER 

マ
イ
ス
タ
l
制
度
と
地
域
振
興

ー..，

の
達
人
』
核
に

|
|
広
域
連
携
で
特
色
あ
る
資
源
活
用

「
奥
球
磨
」
と
は
、
熊
本
県
南
部
を
流
れ
る
日
本
三
急

流
の

一
つ
「
球
磨
川
」
の
最
上
流
部
に
位
置
す
る
、
球
磨

郡
多
良
木
町
、
湯
前
町
、
水
上
村
の
三
町
村
の
こ
と
を
い

い
、
自
然
が
豊
富
で
、
鎌
倉
時
代
の
史
跡
を
中
心
に
国
指

定
の
重
要
文
化
財
も
数
多
く
残
っ
て
い
る
山
里
で
あ
る
。

こ
の
奥
球
磨
地
域
は
平
成
七
年
度
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

村
が
持
つ
特
色
あ
る
資
源
を
単
独
で
活
用
す
る
の
で
は
な

く
、
よ
り
広
域
的
か
つ
効
率
的
な
利
用
を
主
眼
と
し
た

「上
球
磨
地
域
広
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
今
後
、

地
域
内
・
外
の
交
流
入
口
の
増
加
を
目
指
す
こ
と
と
し

た
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
実
現
可
能
な
も
の
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
組
織

「上
球
磨
地
域
連
携
推
進
協
議
会
」
を

平
成
八
年
四
月
に
設
立

(
平
成
十
年
度
か
ら

「奥
球
磨
広

域
連
携
推
進
協
議
会
」
へ
名
称
変
更
)
し
、
観
光
而
の

P

R
を
中
心
に
町
村
の
枠
を
超
え
た
種
々
の
連
携
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
中
で
、
こ
の
地
域
内
の
住
民
で
多

様
な
知
恵
や
技
を
持
っ
た
人
た
ち
を
都
市
住
民
に
紹
介

し
、
交
流
を
進
め
て
い
く
事
業
が

「奥
球
磨
マ
イ
ス
タ
l

制
度
」
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
奥
球
磨
地
域
で
伝
統
的
な
技
術
、
農
産

@ 

奥
球
磨
マ
イ
ス
タ
l
(熊
本
県
多
良
木
町
・
湯
前
町
・
水
上
村
)

制
度
の
第

一
歩
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
平
成
十

一
年
度
に
は
マ
イ
ス
タ
l
登
録
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、
自
薦
他
薦
を
問
わ
ず
多
様
な
技
や
知
恵

を
持
っ
た
人
を
登
録
し
、

具
体
的
に
交
流
活
動
を
推
進
し

て
い
こ
う
と
マ
イ
ス
タ

l
登
録
台
帳
を
整
備
し
、

当
初、

奥
球
磨
三
町
村
で
四
十
八
人
の
マ
イ
ス
タ
ー
が
登
録
さ
れ

た
。
当
時
、
登
録
さ
れ
た
マ
イ
ス
タ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
各

役
場
担
当
者
か
ら
の
推
薦
で
あ
り
、
地
域
内
住
民
の
マ
イ

ス
タ
ー
と
し
て
の
掘
り
起
こ
し
と
し
て
は
有
効
な
手
段
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
台
帳

を
基
に
し
た
具
体
的
取
り
組
み
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

・

ム

体
験
型
観
光
へ
の
取
り
組
み
着
手

そ
の
よ
う
な
中
、

平
成
十
二
年
度
に
、
国
土
庁

(現

国
土
交
通
省
)
の
調
査
事
業
の
採
択
を
受
け
、
奥
球
磨
マ

イ
ス
タ
ー
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
交
流
シ
ス
テ
ム
確
立

の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
指
針
を
策
定
す
る

「奥
球
磨
マ
イ
ス
タ

l
(達
人
)

制
度
確
立
事
業
」
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
っ
た
。
第

一
回
目
は
、

体
験
型
観
光
に
対
す
る
住
民
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、

実
際
に

体
験
型
観
光
に
取
り
組
ん
で
い

る
高
知
県
の
側
四
万
十
ド
ラ
マ

事
務
局
・
畦
地
履
正
氏
の
講
演

会
と
、
奥
球
磨
で

「水
上
ツ
l

リ
ズ
ム
」
と
銘
打
っ
た
自
然
体

験
型
観
光
に
平
成
十
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
水
上
村
の
住

民
や
水
上
ツ
l
リ
ズ
ム
へ
の
参

水
上
村
企
画
観
光
課

• 幸
野
一
樹

加
工
、
も
の
づ
く
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
指
導
、
遊
び
の
指

導
、
文
化
財
に
関
す
る
知
識
な
ど
で
秀
で
た
人
を
登
録
し
、

都
市
部
と
の
交
流
入
口
の
増
加
を
図
る
た
め
の
核
と
な
っ

て
も
ら
う
制
度
で
、
マ
イ
ス
タ
ー
を

「奥
球
磨
の
達
人
」

と
位
置
付
け
る
こ
と
に
し
た
。

ヱ

マ
イ
ス
タ
l
発
掘
し
て
本
格
的
ス
タ
ー
ト

ま
ず
初
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
九
年

度
に
こ
れ
ま
で
の
木
工
や
カ
ヌ

l
、
そ
ば
打
ち

な
ど
の
体
験
に
、
新
た
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
加
え
、

「夏
休
み
奥
球
磨
体
験
隊
」
と
銘

打
っ
て
三
町
村
で
六
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
組

ん
だ
。
こ
の
取
り
組
み
は
翌
年
度
も
同
様
に
行

い
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
指
導
を
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
人
の
ほ
か
に
、
体
験
指
導
の
経
験
が

な
か
っ
た
人
た
ち
に
も
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ

と
に
な
り
、
マ
イ
ス
タ

l
の
活
動
を
地
域
に
紹

ゃ
く
ぜ
ん

介
す
る
こ
と
で
、
薬
膳
料
理
作
り
や
カ

l
ビ
ン

グ
な
ど
の
新
た
な
体
験
交
流
へ
の
取
り
組
み
に

も
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
が
奥
球
磨
マ
イ
ス
タ
l
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特集 マイスタ 制度と地域振興

住節団

加
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
そ

の
後
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
l
「真

冬
の
奥
球
磨
こ
だ
わ
り
体
験
隊
」
を
開
催
し
た
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を

一
年
聞
か
け
て
や
っ
て
き
た
中
で
、
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
マ
イ
ス
タ
!
と
そ
う
で
な
い
住
民
と
の

聞
に
温
度
差
が
は
っ
き
り
と
表
れ
た
。

そ
の
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
マ
イ
ス
タ

l
の
自
主
性

が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
行
政

担
当
者
の
熱
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の

事
業
の
中
で
行
っ
た
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
席

し
た
マ
イ
ス
タ
ー
が
現
在
の
活
動
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

E
F
一
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
作
成
、

4
一

マ
イ
ス
タ
l
活
動
積
極

P
R

そ
の
後
、
平
成
十
三
年
度
に
奥
球
磨
マ
イ
ス
タ

l
の
活

動
を

P
R
す
る
た
め
の
、
「
奥
球
磨
マ
イ
ス
タ

l
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
と

「
マ
イ
ス
タ

l
紹
介
用
パ
ネ
ル
」
を
作
成
、

「奥球磨マイスターの可能性jを探るパネルディスカッション (上)。

マイスターの指導を受け、モ二台ーツアー参加者が竹のはしゃ

食器を作っている。子供たちは竹馬など遊び道具作りに懸命 (下)

ま
た
、
湯
前
町
で
開
設
さ
れ

た
街
づ
く
り
サ
ロ
ン
を
活
用

し
た
マ
イ
ス
タ

l
の
作
品
や

パ
ネ
ル
の
展
示
、
マ
イ
ス
タ

ー
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
。

ま
た
、
対
外
的
な

P
R
と
し

て
、
県
内
の

F
M
ラ
ジ
オ
で

毎
週
、
奥
球
磨
地
域
と
そ
こ

に
住
む
マ
イ
ス
タ

l
の
紹
介

を
行
い
、
そ
れ
と
同

-
-
-

時
に
、
同
局
の
ホ

1

2
岨

ム
ベ

1
ジ
内
に
マ
イ
』
幽
圃

ス
タ
ー
を
紹
介
す
る

.

.

 

「
奥
球
磨
マ
イ
ス
タ

4
4

1
村
」
の
ベ

l
ジ
を
開
設
し
た
。

ー
十
由

平
成
十
五
年
度
に
は
、
マ
イ
ス
タ

I
の
自
主
的

E
じ

な
取
り
組
み
と
し
て
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
、
ま

.

.

 

た
、
マ
イ
ス
タ

l
同
士
の
交
流
を
深
め
、
お
互
い

w
f

の
活
動
や
知
識
を
共
有
す
る

「
マ
イ
ス
タ
l
交
流

Fr
b

展
」
を
開
催
し
、
郷
土
の
歴
史
や
マ
イ
ス
タ

l
の

.

.

 

技
、
作
品
の
数
々
が

一
堂
に
会
し
、
そ
の
後
の
マ

.

.

 

イ
ス
タ

l
活
動
に
さ
ら
に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
と
・
・

な
っ
た
。
人
吉
球
磨
地
域
の
情
報
誌
に
も
マ
イ
ス
タ
ー
を

連
載
で
紹
介
し
、
地
域
へ
の
浸
透
も
図
っ
て
い
っ
た
。

ヱ

近
隣
地
域
と
も
連
携

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
十
五
年
度
、
奥
球
磨
地
域
で
の

市
町
村
合
併
の
検
討
に
伴
い
、
奥
球
磨
広
域
連
携
推
進
協

議
会
が
活
動
を
休
止
し
た
た
め
、
マ
イ
ス
タ

l
の
活
動
に

行
政
か
ら
の
協
力
が
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
マ
イ
ス
タ

l
独
自
の
活
動
を

続
け
、
こ
の
年
開
催
さ
れ
た

「熊
本
県
民
文
化
祭
-m
人
吉

球
磨
」
で
も
、
共
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
奥
球
磨
・
あ
さ

ぎ
り
文
化
探
検
た
い
っ
!
」
を
十
日
間
に
わ
た
り
開
催
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
奥
球
磨
マ
イ
ス
タ
ー
だ
け
で

な
く
、
隣
接
す
る
あ
さ
ぎ
り
町
の
工
芸
家
や
、
人
吉
球
磨

地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
と
協
力

し
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
後
も
共
同
で
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
を
互
い
に
確
認
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
マ
イ
ス

タ
1
の
掘
り
起
し
に
も

つ
な
が
る
こ
と
と
な
っ

た
。
今
年
度
は
、
「
奥

昨年度開催されたマイスター交流震での陶芸体験

球
磨
マ
イ
ス
タ

l
の

会
」
を
、
奥
球
磨
地
域

だ
け
で
な
く
人
吉
球
磨

地
域
で
活
動
す
る
人
た

ち
で
任
意
の
団
体
と
し

て
設
立
す
る
予
定
で
、

熊
本
県
伝
統
工
芸
館
で

の
奥
球
磨
マ
イ
ス
タ
ー

展
も
開
催
さ
れ
る
計
画

で
あ
る
。

「
奥
球
磨
マ
イ
ス
タ

l
」
と
い
う
呼
び
名
で
活
動
す
る

よ
う
に
な
っ
て
八
年
目
、
よ
う
や
く
マ
イ
ス
タ

1
の
独
自

性
、
活
動
の
方
向
性
が
確
立
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
ま
だ

ま
だ
分
野
的
に
「
も
の
づ
く
り
」
に
集
中
し
て
お
り
、
今

後
は
活
動
分
野
の
さ
ら
な
る
多
様
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
常
設
事
務
局
の
設
置
、
広
報
活
動
、
行
政
か
ら
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
の
課
題
を

一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

i品同也2004・9月号21 



@
人
口
減
少
・
高
齢
化
時
代
到
来
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り

多
治
見
市
は
千
年
を
超
す
長
き
に
わ

た
っ
て
、
陶
磁
器
を
焼
き
続
け
て
き
ま
し

た
。
現
在
で
も
「
美
濃
焼
」
と
呼
ば
れ
、

地
場
産
業
と
し
て
和
洋
食
器
の
分
野
で
は

囲
内
の
五
割
を
超
す
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い

ま
す
。
一

方、

一
九
七

0
年
代
後
半
か
ら

名
古
屋
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
住
宅

開
発
が
進
み
、
人
口
が
増
加
し
て
き
た
ま

ち
で
も
あ
り
ま
す
。

多
治
見
市
は
大
小
幾
つ
か
の
盆
地
状
地

形
に
な
っ
て
お
り
、
旧
市
街
地
は
そ
の
盆

地
の
底
で
あ
る
、
平
地
に
形
成
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
旧
市
街
地
を
取
り
囲
む
な

だ
ら
か
な
丘
陵
地
に
住
宅
団
地
が
開
発
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

後
、
経
済
活
動
の
鈍
化
や
地
価
の
下
落
も

あ
り
、
名
古
屋
都
市
圏
が
収
縮
を
始
め
、

名
古
屋
都
市
圏
の
も
っ
と
も
外
縁
部
に
位

置
す
る
多
治
見
市
へ
の
開
発
圧
力
は
急
速

に
衰
え
て
き
ま
し
た
。
急
増
し
て
い
た
人

口
も
十
万
六
千
人
の
ラ
イ
ン
を
行
っ
た
り

来
た
り
す
る
横
ば
い
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。

多
治
見
市
で
は
こ
う
し
た
状
況
を
見
据

え
、
近
い
将
来
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
の

波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
こ
と
に
注
目
し
ま

し
た
。
こ
と
に

一
時
期
の
開
発
に
よ
っ
て

人
口
構
成
に
偏
り
が
生
じ
、
「
団
塊
の
世

代
」
が
著
し
く
多
く
、
そ
の
た
め
、
こ
の

世
代
の
リ
タ
イ
ア
す
る
時
期
が
ま
も
な
く

や
っ
て
く
る
こ
と
を
重
大
な
課
題
と
と
ら

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
、
「
持
続
可
能

な
地
域
社
会
づ
く
り
」
を
市
政
の
柱
に
置

こ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

人
口
減
少
の
時
代
に
も
多
治
見
市
が

活
力
を
失
わ
な
い
た
め
、
市
民
が
い
き
い

き
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
を
つ
く

る
た
め
に
は
何
に
取
り
組
む
か
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は

お
そ
ら
く
二
つ
の
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。一

つ
は
「
し
ご
と
づ
く

t
岐
阜
県
多
治
見
市
長

一
酉

寺

雄

也

つ
は

「安
心
と
誇

り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
「し

ご
と
づ
く
り
」
は
地
域
経
済
の
課
題
と
し

て
の
し
ご
と
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
や
民
間
非
営
利
団
体

(
N
P

O
)
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
社
会

を
支
え
る
た
め
の
し
ご
と
づ
く
り
で
す
。

そ
し
て
、
人
口
定
住
、
定
着
の
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
の
必
要
性
で
す
。

り
」
で
あ
り
、
も
う

こ
れ
ま
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と

し
て
き
た
の
は
「
ビ
ジ
タ
ー
ズ
産
業
興
し
」

で
す
。
地
場
産
業
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ

は
外
へ
売
り
に
行
く
産
業
で
し
た
。
そ
れ

を
多
治
見
市
に
あ
る
シ

l
ズ
を
生
か
し
て

外
か
ら
来
て
も
ら
う
ま
ち
へ
の
転
換
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
「
オ
リ
ベ
ス
ト

リ
ー
ト
」
と
名
づ
け
た
二
つ
の
地
区
、

一

方
は
中
心
市
街
地
に
残
る
か
つ
て
の
商
家

の
家
並
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
も
う

方
は
小
さ
な
盆
地
に
あ
る
陶
業
地
(
窯

元
)
の
楽
し
さ
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
を

行
お
う
と
動
き
始
め
ま
し
た
。
徐
々
に
で

は
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
訪
れ
る
人
た

ち
が
増
え
始
め
、
ま
ち
は
き
れ
い
に
な
り
、

新
し
い
庖
舗
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

市
内
の
他
の
陶
業
地
で
も
ま
ち
づ
く

り
の
動
き
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
良
さ
を
発

見
、
特
徴
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
と
い
っ
た
動
き
を
つ
く
り
出
す
相
乗
効

果
を
生
ん
で
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
が
多

様
な
市
民
の
活
動
を
つ
く
り
出
し
、
発
展

し
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
治
見
市
の
元

気
が
保
た
れ
、
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
く
と

信
じ
て
い
ま
す
。
足
元
の
住
ん
で
い
る
地

域
に
対
す
る
愛
着
と
市
民
相
互
の
連
帯
こ

そ
、
高
齢
社
会
に
立
ち
向
か
う
原
動
力
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。



ライフアカデミーマイスター ・北海道鹿追町

町内の人たちの知識や経験を積極的に活用する目的で、

「生涯学習人材バンクjとして平成8年度に開設された。

現在は約60の指導項目に80名が登録。趣味から教養、暮

らし、伝統文化、スポーツなど活躍の分野は幅広い。マ

イスターが自ら講座を開く場合と、希望者がマイスター

に指導をお願いする場合の二通りの方法で学ぶことがで

きる。行政は講座の周知など側面的に支援するだけで、

マイスタ 早川輝子さんの初心者水墨画教室 マイスター鹿野内みゆきさん (左から3番目)の初心者 住民自らの学習活動として行われている。
手話教室。幅広い年齢層の人たちが楽しく学んでいる

マイスター制鹿と地蛾据
すみだマイスター .東京都墨田区

墨田区は付加価値の高い製品を作る技術者を

認定。墨田の産業を支えてきた優れた技術を

公開することにより 、技術の普及 ・向上を図

り、さらに次代へ向けての新しい妓術の育成

を図りながら、ものづく りの「技jを人々の

暮らしに届く“商品"に育てることを目指し

ている。墨田を代表する技術である謡工芸、

扉う嵐表装、ガラス工芸、野菜菓子の製造など

に、39人がマイスターとして活躍している。



白馬岳登山

農村生活マイスター .長野県

より豊かな農家・農村社会を目指し、①農業経営 ・農家

生活の向上、地域振興に意欲的に取り組み、f言望が厚い
②農業などの実践活動集団で意欲的に活動しているーー

の要件を満たし、一定の研修を修了した女性農業者を県

知事が認定、称号を与えている。平成15年度末で、648

人のマイスターが特産品開発、農業委員会や地方議会で

の女性の声の反映、学校給食への地元農畜産物提供のシ

ステムづくりなどにそれぞれの地域で活躍している。

園児たちに「やしょうまづくりjを体験指導

白馬マイスター .長野県白馬村

白馬三山や五竜岳など北アルプスを代表する山々の東側山麓に位置する白馬村。さまざま

な分野で卓越した技術や知識を身につけた「白馬の達人」のガイドを通して観光客らに白

馬の魅力をより深〈楽しんでもらう趣旨で平成13年10月にスター卜。白馬の魅力を代表す

る受山・トレッキング、スキー ・スノーボードなどのほか、アウトドア・河川、民俗 ・く

らしなど7つのジャンルにさまざまな技能を持つ個人、団体が登録されている。

ブドウの房づくり。助け助けられ、笑顔で交流

修学旅行生に「ほう葉巻きJづくりの体験指導 食農教育の一環で、ジャガイモ収穫体験



かのあし

お米づくりマイスター ・島根県鹿足郡農林業振興協讃会

山口県に近い鹿足郡の4町村と県の出先機関、農業団体で構成する同協議会が主

産業である地域の稲作レベルの向上を目的として、平成14年度に創設した。稲作

講座を通じて地域の稲作指導者に認定されたマイスターは、自らの品質向上対策

の実践と、周辺農家への情報提供および指導 ・助言に当たる。現在、地域の稲作

のレベルアップに対する意識の高い61人のマイスターが活躍、管内の水稲の品質

向上に努めている。

(上)お米づくりマイスターの認定講座を受ける農家の人たち

(左)認定講座の中で、水稲の生育診断方法および生育収量調査方法の研修

1次処理した生ごみに、もみがら、米ぬかなどを
混和する第2次処理作業実地研修

コンポストマイスター ・三重県

三重県は平成13年度から、(財)三重県農林水産支援センターに委託して「コンポスト (娃晶)マイスター育

成事業jを始めた。家畜ふん尿をはじめ、有機性廃棄物の堆肥化などによる土づくりなど自然循環機能を活

用した農業を推進する上で、生産現場での「堆肥の生産技術 ・施用方法Jr環境保全型農業」などの指導に
積極的に取り組んでいける人材を育成するのが狙いだ。現在、18人のマイスターが各地域において、台所の

生ごみを堆肥化し、地域の農地に還元する活動などのけん引役と して活躍。

1

1

 

生ごみ堆肥の窒素、リン酸、カリ 、pHなどの成
分分析が分かっていることが望ま しいため、実地

研修でpH試験を行っているところ



里山マイスター ・山口県

人間に安らぎやゆとりを与えてくれるとして、そ

の役割が見直されている里山の再生などを目指し、

平成13年に策定された「やまぐち里山文化構想」

の推進役。具体的には、里山を管理する尊門家と

して、皇山を守り育てたり 、林業体験などを通じ

て地元集落と都市住民との交流、連携を図ったり

する里山活動を企画、実行する。昨年3月に県民に

里山生活を指導したりするインストラクターらを

含めた里山人を組織化した iNPOやま ぐち里山人
ネットワークJが設立された。

ビオ卜ープ草取り

ケーキ作i)講座 マイスタースクール・おかやま山陽高校

マイスタ スク ルの特徴は脱学科、脱学年、脱評価

の三本柱。生徒は自分の学科・専攻に関係なく、 好き

な講座を選択でき、講座は異学年の生徒が混在して履

修。評価は生徒の履修態度、やる気をもとに絶対評価

で行われている。開設講座は5年目の現在44、マイス

ターの先生はさまざまな技能や技術を有する地域の名

人、達人たちだ。学校の風通しが良くなり、生徒のみ

ならず、教員にも良い刺激になっている。地域に学校

の良い評判を広める結果につながっているーーという

のが原田一成副校長の評価だ。



近
所
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

が
出
来
る
と
聞
い
て
、
商
庖
街
に
閑
古
鳥
が

鳴
く
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
、
さ
ん
ざ
ん
相
談
し
た
の
だ
が
、
特
別
の

対
策
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

「長
い
こ
と
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な

っ
た
の
で
、
こ
の
際
、
恩
返
し
し
よ
う
」
と

活
動
を
開
始
し
た
の
が
、
池
袋
か
ら
東
武
線

で
十
五
分
、
練
馬
区
の
ニ
ュ

l
北
町
の
商

庖
街
だ
。
中
心
は
商
庖
街
の
奥
さ
ん
た
ち

で
あ
る
。

商

庖
街
で
管
理
す
る
地
区
会
館
を
利
用

し
て
、
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
が

一
日
過
ご
せ

る
よ
う
な

「子
育
て
支
援
」
の
場
所
を
つ
く

っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
に
子
ど
も
と

一
緒
に
引

き
こ
も
っ
て
い
な
い
で
、
み
ん
な
と
過
ご
そ

う
と
い
う
企
画
で
あ
る
。
も
う

一
つ
が
、
ミ

ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
。
お
年
寄
り
が

一
日
過
ご

せ
る
場
所
づ
く
り
だ
。
太
極
拳
や
う
ど
ん
打

ち
。
民
謡
の
日
、
落
語
家
の
卵
を
招
い
て
の

ミ
ニ
寄
席
。
も
ち
ろ
ん
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
。

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
出
し
た
。

ミ
ニ
コ
ミ
を
発
行
し
配
っ
た
り
、
知
り
合

い
に
声
を
か
け
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
あ

ち
こ
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
始
め

た
。
夏
の
阿
波
踊
り
、
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
、
朝
市
、
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー

と
い
っ
た
各
種
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
。
例
え
ば
、
障
害
の
あ

る
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
が

一
時
入
院

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
間
お
母
さ
ん
の
代

わ
り
に
お
子
さ
ん
を
施
設
に
送
り
迎
え
し
た

り
し
た
。
あ
る
い
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝

い
や
地
域
の
清
掃
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

始
ま
っ
た
。

二
0
0
0
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

「
ご
恩
返
し
」
は
、
今
は

「北
町
大
家
族
」

と
い
う
民
間
非
営
利
団
体

(
N
P
O
)
に
発

展
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
大
型
ス
ー
パ
ー
は

そ
の
後
、
出
来
上
が
っ
た
が
、
結
局
、
六
十

軒
ほ
ど
の
こ
の
商
庖
街
で
つ
ぶ
れ
た
庖
は

一

軒
も
な
い
。
結
果
と
し
て
豊
か
な
コ
ミ
ユ
ニ

ケ
1
シ
ヨ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
た

の
で
あ
る
。
地
域
活
性
化
の
典
型
例
で
あ
る
。

え
』
て
、
そ
の

「
地
域
」
と
は
な
ん
だ
ろ

う
。
み
ん
な
は
ど
の
よ
う
な
空
間
を
思
い
浮

か
べ
る
だ
ろ
う
。
筆
者
は
地
域
と
言
っ
た
と

き
、
い
わ
ゆ
る
小
学
校
や
中
学
校
の
学
校
区

程
度
の
広
さ

・
範
囲
を
念
頭
に
お
い
て
い

る
。
人
口
に
し
て
せ
い
ぜ
い
四
千
人
か
ら
七

千
人
程
度
の
領
域
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
筆
者
や
そ
の
少
し
後
の
団
塊

の
世
代
が
育
っ
た
こ
ろ
と
、
少
子
化
が
進
ん

で
い
る
現
在
と
で
は
学
校
区
の
広
さ
も
だ
い

ぶ
違
う
の
で
、
世
代
に
よ
っ
て
学
校
区
の
イ

メ
ー
ジ
も
異
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
人
と
人
と
が
お
互
い
に
知
り
合

い
、
ま
た
直
接
話
し
た
こ
と
は
な
く
と
も
、

顔
を
見
れ
ば

「あ
あ
、
あ
の
人
は
ど
こ
ど
こ

の
誰
・
:
」
と
見
当
の
つ
く
範
囲
は
今
も
昔
も

変
わ
ら
な
い
。
「
町
会
」
と
い
っ
た
範
囲
と

言
っ
て
も
よ
い
。

い
わ
ゆ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
あ
る
い
は

「地
域
づ
く
り
」
を
見
て
い
る
と
、
だ
い
た
い

の
と
こ
ろ
が
、
狭
い
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
の
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

@ 

自
分
の
暮
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
れ
る
広
さ
が
そ

の
程
度
だ
か
ら
だ
と
筆
者
は
思
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」

と
い
っ
て
も
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
。
活
性

化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
人
た
ち
は
、
お
互

い
の
カ
オ
が
分
か
っ
て
い
る
範
囲
で
あ
る
こ

と
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
大
都
市
の
繁
華
街
や

中
心
地
の
場
合
、
近
隣
の
大
学
生
ら
が
さ
ま

ざ
ま
な
活
性
化
の
企
画
を
持
ち
込
ん
だ
り
し

て
い
る
が
、
本
質
は
同
様
で
あ
る
。

「
核

」
と
な
る
人
々
が
地
域
に
い
な
い
と
、

活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
は
成
り
立
た
な
い
と

言
っ
て
よ
い
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
行

政
や
商
工
会
議
所
の
音
頭
で
は

一
過
性
の

「
賑
わ
い
」
で
終
わ
る
こ
と
の
方
が
多
い
。

も
ち
ろ
ん
行
政
や
商
工
会
が
仕
掛
け
、
う
ま

く
い
っ
た
と
い
う
例
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
多

く
は
な
い
。

中
心
メ
ン
バ
ー
が
地
域
社
会
で
の
存
在

感
や
、
自
分
の
暮
ら
し
を
か
か
わ
ら
せ
て

行
動
を
始
め
た
と
き
、
ま
ち
お
こ
し
は
う

ま
く
い
く
。

兵
庫
県
立
大
学
教
授

一
申

沢

孝

夫
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マ
イ
ス
タ
l
制
度
と
地
燭
振
興

e 
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
l
(
和
歌
山
県
)

培
っ
た
知
識
・
按
能
伝
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
据

ー

l
和
歌
山
県
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
l
活
用
事
業

「
紀
の
国
わ
か
や
ま
」
と
呼
ば
れ
る
本
県
は
、
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
紀
伊
半
島
の
南
西
に
位
置
し、

本
年
七

月
に
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
と
し
て
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
霊
峰
高
野
山
と
熊
野
三
山
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
歴
史
と
文
化
の
宝
庫
と
し
て
、
ま
た
、
黒
潮
洗

う
海
岸
線
と
マ
リ
ン
ブ
ル
l
の
美
し
い
海
、
そ
し
て
緑
な

す
山
々
に
恵
ま
れ
た
自
然
の
宝
庫
と
し
て
古
く
か
ら
親
し

ま
れ
て
き
た
。

ヱ

生
き
が
い
づ
く
り
社
会
参
加
が
重
点

さ
て
、
本
県
の
高
齢
化
の
状
況
は
、
平
成
十
六
年
三
月

末
日
現
在
の
高
齢
化
率
が
二
二

・
八
%
で
、
全
国
平
均
よ

り
約
五
年
先
行
し
て
い
る
。
平
成
三
年
以
降
、
毎
年
0
・

五
か
ら

0
・
六
ポ
イ
ン
ト
の
範
囲
で
増
加
し
て
き
て
お

り
、
約
五
年
後
に
は
四
人
に

一
人
が
高
齢
者
に
な
る
と
予

測
さ
れ
る
。一

方
、
平
成
十
三
年
度
に
実
施
し
た
県
民
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
調
査
対
象
は
二
十
歳
以
上
の

男
女
個
人
)
で
は
、
高
齢
者
と
は
「
七
十
歳
以
上
」
と
答

え
た
人
が
全
体
の
約
八
二
%
で
あ
り
、
さ
ら
に
約
四
八
%

和
歌
山
県
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
局

長
寿
社
会
推
進
一
課

・

申

谷

茂

正

が
「
七
十
五
歳
以
上
」
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
高
齢

者
に
と
っ
て
大
切
な
生
き
が
い
活
動
」
の
ベ
ス
ト
3
は、

「若
い
世
代
と
の
交
流
」
「
健
康
づ
く
り
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
地
域
社

会
そ
の
も
の
が
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
期
待
し
て
い
る
表

れ
と
吾一
守
え
る
。

こ
う
し
た
中
、
本
県
で
は
、
「
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
と
社
会
参
加
」
を
長
寿
社
会
対
策
の
重
点
課
題
の

一

つ
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
そ
の
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る

「和
歌
山
県
シ

ニ
ア
マ
イ
ス
タ
l
登
録
・
活
用
事
業
」に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

小学生に木炭作りを教えているシニ

アマイスターの梶谷弘氏

28 

ヱ

意
欲
的
な
高
齢
者
を
公
募
支
接

高
齢
者
に
は
、
そ
の
長
い
人
生
経
験
か
ら
培
っ
て
き
た

知
識
や
技
能
、
生
活
の
知
恵
、
伝
統
芸
能
な
ど
を
持
つ
人

が
た
く
さ
ん
い
る
。
本
事
業
は
、
こ
う
し
た
秀
で
た
能
力

を
持
つ
高
齢
者
で
、
自
己
の
得
意
分
野
に
つ
い
て
、
ほ
か

の
人
々
に
伝
え
よ
う
、
教
え
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
意
欲
や

熱
意
の
あ
る
人
を
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
し
、

そ
の
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
も
の
だ
。

候
補
者
は
般
公
募
を
行
い
、
ま
た
、
市
町
村
や
各
種

躍

活動・活躍の場

〈生きがいづくりの視点から〉

生きがい健康づくりの推進
高齢社会との融合 ・連携

民間企業との連機

{生涯教育の視点から)
県・市町村事業との連携

教育機関との連携
世代間交流促進
NPO・ボランティア団体との連携

〈地域産業振興の視点から〉

観光振興施策との連携
地域農林漁業との連機
都会 ・都市との交流

地域社会との連携 ・地域おこし

(その他〉

人生経験を通じて培った知識・扱能・生活の知恵・伝統技能を
持つ高齢者で、他者にそれらを伝える意欲を有する方の認定

知
事
の
認
定

時 li
一白
間

歯事

伝統 ・伝承、歴史 ・民俗、農林漁業、趣味 ・教養
パソコン・情報通信、スポーツ・その他 など

2004・9月号地誠治

市町村、教育機関、老人ヲラブ、青年団体、農業団体、商工会、公民館などの活動と連携
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宇生一

・
十

元
気
な
新
高
齢
者
像
」
示
す
効
果
も

叫

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
大
き
く
は
二
つ
あ
る
o

M

一
つ
は
、
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
の
活
動
を

J
1
 一パ

通
じ
、
自
身
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り

に

に
資
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「申
請」

と
い
う
能
動

守合ね

的
な
行
為
、

「認
定
」
と
い
う
社
会
的
認
知
、

「登

日

録
」
か
ら
く
る
自
負
と
緊
張
感
、

「活
動
」
か
ら

陶

く
る
充
実
感
が
、
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ

l
自
身
の
生

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
意
識
の
自
覚
に
つ
な

が
る
。
そ
し
て
、
も
う

一
つ
は
、
シ
ニ
ア
マ
イ
ス

タ
l
の
活
動
そ
の
も
の
が
地
域
社
会

へ
の
貢
献
と

な
る
こ
と
で
あ
る
。
技
術
を
教
え
、

習
得
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
技
能
の
維
持
、
継
承
の
た
め
に
、

あ
る
い
は
保
育
所
、
幼
稚
園
お
よ
び
小
中
学
校
で

の
子
供
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
。

団
体
か
ら
の
推
薦

を
受
け
、
各
分
野

の
専
門
家
を
委
員

と
す
る
認
定
委
員

会
に
諮
問
の

上
、

知
事
が
認
定
・

登

録
を
行
、
っ
。

登
録
分
野
は
特

に
限
定
し
て
い
な

い
。
現
在
登
録
さ

れ
て
い
る
主
な
も
の
は
、
伝
統
工
芸
や
紙
芝
居
な
ど
の

「伝
統
・
伝
承
」
、
語
り
部
や
郷
土
史
な
ど
の

「歴
史
・
民

俗
」
、
農
業
技
術
指
導
や
木
炭
作
り
な
ど
の

「農
林
漁
業」
、

着
付
け
や
竹
細
工
な
ど
の

「趣
味
・
教
養」
、
I
T
講
習

な
ど
の

「
パ
ソ
コ
ン
・
情
報
通
信
」、

「
ス
ポ
ー
ツ
・
そ
の

他
」
に
分
類
さ
れ
る
。

認
定
要
件
は
、
原
則
と
し
て
県
内
在
住
の
お
お
む
ね
六

十
歳
以
上
で
、

登
録
分
野
で
お
お
む
ね

五
年
以
上
の
経
験
お
よ
び
実
績
が
あ

り
、
優
れ
た
技
能
や
知
識
な
ど
を
持
つ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
や
熱
意
の

あ
る
人
と
し
、
経
験
年
数
を
低
く
す
る

こ
と
で
対
象
者
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

登
録
者
に
つ
い
て
は
、
紹
介
冊
子
な

ど
を
作
成
の
う
え
、
県
内
に
広
く
配
布

し
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
紹
介
す
る
こ
と
で
、
シ
ニ
ア
マ
イ

ス
タ
l
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
る

(事
業
体
系
は

図
参
照
)
。

実

ま

た

、

本

事
業
に
は
、

二

¥
恥

つ
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。

舵
)
一

つ
は
、
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ

で
右
)
恥

l
の
活
動
や
心
掛
け
を
普
及

催
期
註
一順

さ
せ
る
こ
と
で
、

高
齢
者
の
誰
も

齢
引

が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、

今
す
ぐ

ブ一
言
ラ
ス
一
何
か
を
始
め
る
き

っ
か
け
づ
く
り

P
ノ

J
1

U
U

円

に
つ
な
が
る
と
い
う
起
爆
剤
と
し

慌
に

て
の
効
果
だ
。
も
う

一
つ
は
、
シ

校

る
洋
す

ニ
ア
マ
イ
ス
タ

l
の
活
動
の
場
で

大
を
組
時
直
接
的
に
、
ま
た
、
各
種
メ
デ
イ

県
技

ア
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
間
接
的
に

「
元
気
で
活

力
あ
る
新
し
い
高
齢
者
像
」
を
広
く
県
民
に
説
得
力
を
持

っ
て
提
示
で
き
る
と
い
う
啓
発
の
効
果
で
あ
る
。

組社そ 急 能 発シ点 rltl..-=_田園・・・E膏葦首櫨聾圃圃・ 行流入十
ん会の速な 高 なニを圃由回咽・・圃F圃司・IJE二泊目聖型盟国 いを福 三 平 . 
でを持にど齢活ア考 司r-n田.. 也記F哩軍調温聖'明亘書曹司 、図祉名成 T 
い 実 て進は者動マ慮 量， ~~主4臨・・圏直J 親つ施の十 で「
き現るむ社のにイし ~並長型彊巳亙画面霞冒圃...子 た 設 シ四泊
たす能中会持つスて 面睦室蘭 開聞咽匹、!圃・ が 」 でニ年勤

し : ?z 百妥五存?負 薗轟F園田!!""" 二Z~~・・楽 干 警ご 士 壁
、存壁重 識る制決 一 一 一ー 一一/・ ーし供 雇 1月増
今 分 、なやこ度し 三昧線を教えるシニアマイスタ一の宮原正博里 民 くとをスの 晶、
後ドが財技とをて 「 ふ 保 実 安 第 手
と嘉延 産 能が阻 高 開 率 シ つ 事告 さ案内太 住 れ 護 演 lー の

i ?i Z32ii zi j元?ii i i i i ?;i i 2i i 
忠告24z益金とz2LE芝草予言ぞ者きよき官話主健
施力 一 子 恵と透はらあタ十す 実 い動いにをに提 工 用い
策あ 員高 、なさ き ずり l五るにて 実 亙対れ盆供作者るす
にる宇齢伝るせると、の 年 。表 ぉ績子し己踊し指と 。で
取 長 で化統 。 、むい 事 活度 れりを長観 「 りが専の 「 に
り 寿 、が 芸 活 。う 業 動の つ、報、克 県 や しこを交 老 九

地誠治2004・9月号29 



特
集

マ
イ
ス
タ
l
制
度
と
地
域
振
興

。
環
境
マ
イ
ス
タ
l
(岩
手
県
花
巻
市
)
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市
民
に
さ
ま
ざ
ま
恕

環
境
配
慮
行
動
メ
=
ュ

l
提
供

l
l
環
境
教
育
な
ど
で
評
価
得
る

岩
手
県
花
巻
市
は
岩
手
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
宮

沢
賢
治
生
誕
の
地
、
そ
し
て
高
村
光
太
郎
、
新
渡
戸
稲
造

と
ゆ
か
り
が
深
く
、
四
季
の
変
化
に
富
み
、
美
し
い
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
、
多
く
の
温
泉
を
有
す
る
文
化
観
光
都

市
だ
。
ま
た
、
東
北
自
動
車
道
、
東
北
新
幹
線
、
花
巻
空

港
と
高
速
交
通
体
系
が
整
っ
た
人
口
七
万
三
千
人
の
地
方

の
小
都
市
だ
。

現
在
、
当
地
域
に
お
い
て
も
平
成
十
七
年
度
を
目
標
に
、

周
辺
三
町
と
の
広
域
合
併
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
合
併
が
実
現
す
る
と
、
人
口
十

一
万
人
規
模
の
都
市

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
と
と
も
に
、
山
、
川
、
湖
沼
、
田

園
風
景
な
ど
の
自
然
環
境
が

一一
層
豊
か
に
な
る
。
そ
の
多

く
の
自
然
環
境
の
中
で
、
さ
ら
な
る
都
市
機
能
の
充
実
が

図
ら
れ
、
市
民
の
物
心
と
も
に
豊
か
な
生
活
の
確
保
が
可

能
な
二
十

一
世
紀
の
理
想
の
都
市
と
し
て
新
た
な
歩
み
が

で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

-

ム

大
切
な
地
球
と
自
然

地
球
は
四
十
六
億
年
前
に
誕
生
し
、
気
の
遠
く
な
る
よ

て
い
る
と
考
え
る
方
が
自
然
の
摂
理
に
適
う
も
の
と
解
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
環
境
問
題
を
論
ず
る
と
き
、
行
政
の
み

な
ら
ず
す
べ
て
の
人
々
が
地
球
や
自
然
へ
の
配
躍
を
絶
対

に
欠
い
て
は
い
け
な
い
。

ヱ

人
と
自
然
育
て
る

私
た
ち
は
古
く
か
ら
、
緑
の
山
々
や
清
ら
か
な
水
の
流

れ
な
ど
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
営
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
物
の
豊
か
さ
や

生
活
の
便
利
さ
に
重
点
を
置
い
た
生
活
の
進
展
に
伴
い
、

二
十
世
紀
後
半
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
が
顕
著
化

し
、
自
然
の
減
少
、
廃
棄
物
の
増
加
、
河
川
の
汚
濁
、
環

境
ホ
ル
モ
ン
や
化
学
物
質
な
ど
の
身
近
な
問
題
か
ら
、
地

球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
な
ど
地
球
規
模
の
環
境
問

題
へ
の
対
応
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

2004・9月号地踏切

岩
手
県
花
巻
市
環
境
保
全
課

主
任
主
査

・

平
賀
政
勝

う
な
長
い
時
空
の
中
で
、
大
気
や
海
の
創
造
、
磁
気
に
よ

る
宇
宙
線
防
御
、
核
と
地
表
面
と
大
気
の
絶
妙
な
温
度
バ

ラ
ン
ス
や
水
の
確
保
な
ど
で
生
物
生
息
条
件
を
整
え
、
生

命
の
誕
生
を
み
た
。
初
期
に
誕
生
し

た
海
中
の
植
物
は
光
合
成
に
よ
り
大

量
の
酸
素
を
生
成
し
、
数
多
く
の
生

物
(
種
)
を
育
み
、
進
化
し
今
日
に

至
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

人
間
も
そ
の
う
ち
の

一
つ
の
種
で

あ
り
、
ご
く
ご
く
最
近
出
現
し
た
ば

か
り
だ
。
人
間
は
磁
場
や
大
気
に
守

ら
れ
な
が
ら
、
酸
素
、
水
、
食
料
、

光
や
熱
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
地
球
や
自
然
に
依

存
し
て
生
き
て
い
る
た
め
、
文
明
や

文
化
を
持
ち
自
分
の
力
で
生
き
て
い

る
と
思
い
が
ち
だ
が
、
結
局
の
と
こ

ろ
、
人
間
は
地
球
や
自
然
、
他
の
多

く
の
種
の
生
命
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ

当
市
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応

し
、
環
境
配
慮
の
行
政
を
実
施
す
る
た
め
、

牲
平
成
十

一
年
十
二
月
に
環
境
基
本
条
例
を

汁
制
定
し
、
行
政
、
市
民
、
事
業
者
が

一
体

作
と
な
っ
て
環
境
問
題
に
取
り
組
む
基
本
姿

タ
…
勢
を
明
確
に
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
ご

た

年
二
月
に
は
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、

け
循
環
、
共
生
、
参
加
、
国
際
的
取
り
組
み

だ

を
柱
と
し
、
市
、
事
業
者
、
市
民
の
役
割

ち

…
?

を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
「
人
と
自
然
を

札
一
豊
か
に
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
を
議

げ

会
議
決
で
内
外
に
示
し
て
人
と
自
然
を
大

境環
切
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
施
策
の
展
開

を
図
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。



問陛…一一域振興

ヱ

環
境
マ
イ
ス
タ
l
制
度

今
や
国
も
自
治
体
も
市
民
も
事
業
者
も

一
緒
に
な
っ
て

環
境
に
配
慮
す

寸
1
1
1
1

る
行
動
が
必
要

一
h

J
h

で
あ
る
こ
と
は

一4
目
~民

Lι

当
然
で
あ
り
、

h

J

a

当
市
も

I
S
O

仁

h

の
取
得
な
ど
で
自
ら
環
境
負

荷
軽
減
行
動
を
実
行
し
な
が

ら
、
市
民
向
け
、
事
業
者
向

け
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー

を
多
数
提
供
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
の
環
境
マ
イ
ス
タ
ー

派
遣
制
度
は
平
成
十
五
年
四

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ム
づ
く
り
が
必
要
と
の
考
え
か
ら
だ
。

市
の
環
境
マ
イ
ス
タ

l
派
遣
制
度
は
市
民
レ
ベ
ル
の

ニ
l
ズ
に
応
え
ら
れ
る
内
容
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

国
・
県
・
市
の
各
制
度
が
有
機
的
に
作
用
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

鶴

セに
ラおこ
l いの
制てよ

竺は?
「な

些環制
手境度
県カは
にウ
ぉン国

環境マイスター認証式 て

は
る慮がす市創る派防とザ「
と行市く民設が遣止-， 1環
い動民、がの、制活地派境
うをのか利趣本度動球遺ア
シ支環つ用旨制」推温制 R
ス援境市しは度が進暖陛ハ
テす配民や、のあ員化どイ

に
十
四
回
、
利
用
者
千
二
百
四
十
八
人
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
小
・
中
学
生
が
七
回
、
利
用
者
は
千
二
十
三
人
。

分
野
別
で
は
自
然
観
察
六
回
、
環
境
保
全
四
回
、
緑
化
推

進
二
回
、
廃
棄
物
減
量
二
回
と
な
っ
て
い
る
。

利
用
者
か
ら
は
、
「
環
境
問
題
は
人
間
の
生
き
方
、
考

え
方
の
問
題
と
教
わ
っ
た
」
(
中
学
生
)
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
興
味
・
関
心
が
高
ま
り
、
研
究
活
動
が
深
ま
っ

た
」
(
中
学
教
員
)
、
「
ブ
ナ
に
守
ら
れ
て
い
る
水
資
源
の

こ
と
を
知
り
、
水
を
大
切
に
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」

「
自
然
の
あ
ら
ゆ
る
動
植
物
の
命
を
大
事
に
し
た
い
」
(
女

性
)
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ヱ

マ
イ
ス
タ
l
と
と
も
に

環
境
問
題
克
服
の
た
め
に
人
間
は
努
力
を
始
め
て
い
る

が
、
同
時
に
、
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
の
も
人
間
の

活
動
が
主
原
因
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
気
付
き
、
地
球
や

自
然
に
ど
れ
だ
け
配
慮
で
き
る
か
が
重
要
だ
。
郷
土
の
詩

人
宮
沢
賢
治
は
「
世
界
全
体
が

幸
福
に
な
ら
な
い
う
ち
は
個
人

の
幸
福
は
あ
り
得
な
い
」
と
説

い
た
。
こ
の
「
世
界
」
の
意
味

は
、
地
球
お
よ
び
地
球
上
の
す

べ
て
の
命
と
解
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
私
た
ち
は
花
巻
市

を
ま
す
ま
す
花
と
緑
に
固
ま

れ
、
自
然
と
見
事
に
調
和
し
た

都
市
に
す
る
こ
と
が
私
た
ち
に

で
き
る
環
境
行
動
と
と
ら
え
、

マ
イ
ス
タ

l
と
力
を
合
わ
せ
歩

む
決
意
だ
。

-
4
環
境
マ
イ
ス
タ
l
の
実
際

環
境
マ
イ
ス
タ

l
制
度
の
概
要
は
市

民
の
環
境
に
関
す
る
研
修
会
や
実
践
活

動
の
要
望
に
応
じ
、
環
境
マ
イ
ス
タ
ー

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
市
民
の
中
か

ら
適
切
な
指
導
者
を
派
遣
し
、
指
導
謝

礼
(
半
日
三
千
五
百
円
)
を
市
が
支
払

う
と
い
う
も
の
だ
。
現
在
、
環
境
マ
イ

ス
タ

1
は
分
野
ご
と
に
、
環
境
保
全
全

般
三
人
、
緑
化
推
進
四
人
、
廃
棄
物
減

量
三
人
、
自
然
観
察
五
人
の
合
計
十
五

人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

温
暖
化
防
止
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
は

も
ち
ろ
ん
、
花
木
を
育
て
る
こ
と
や
、
ブ

ナ
林
散
策
、
川
遊
び
、
野
鳥
や
植
物
を
観

察
す
る
こ
と
な
ど
す
べ
て
が
環
境
配
慮
行

動
で
あ
る
と
い
う
大
き
な
視
点
で
と
ら
え

て
い
る
た
め
、
市
民
需
要
も
講
演
会
形
式

か
ら
現
地
観
察
会
ま
で
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

大
変
好
評
だ
。
特
に
、
学
校
に
お
け
る
総

合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
た
環
境
教

育
に
は
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
の
評
価

を
得
て
い
る
。

地球のためにできることをマイスターの林俊春氏に学ぶ

マ
イ
ス
タ

l
の
派
遣
実
績
は
こ
れ
ま
で

花いっぱいのまち目指し、マイスターの盛山靖氏に学ぶ
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1
5
0
0
人
超
え
る
マ
イ
ス
タ
l
世
に
送
り
出
す

野
菜
と
果
物
の
お
い
し
さ
や
楽
し
さ
を
伝
え
る
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
、
ベ
ジ
タ
ブ
ル
&
フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
た
ち

の
活
躍
は
地
域
と
も
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
土

地
特
有
の
野
菜
や
果
物
を
生
産
す
る
人
や
販
売
す
る
人
、

上
手
に
料
理
を
す
る
人
の
と
こ
ろ
へ
直
接
出
向
き
、
消
費

者
の
視
点
か
ら
話
を
聞
く
熱
心
な
マ
イ
ス
タ
ー
が
い
る
。

一
般
の
人
々
が
普
段
か
ら
感
じ
て
い
る
疑
問
や
ア
イ
デ

ひ

け
つ

ァ
、
保
存
の
コ
ツ
、
そ
し
て
お
い
し
く
食
べ
る
秘
訣
、
そ

れ
ら
が
そ
の
場
所
で
長
く
愛
さ
れ
て
き
た
理
由
な
ど
の
情

報
を
聞
き
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
分
か
り
ゃ
す
い
形
で
現

地
の
人
々
に
は
も
ち
ろ
ん
、
別
の
地
域
の
人
に
も
伝
え
て

い
く
。
例
え
ば
、
地
域
の
野
菜
や
果
物
を
栽
培
す
る
、
そ

れ
ら
を
使
っ
た
料
理
を
す
る
、
野
菜
や
果
物
に
関
す
る
手

作
り
の
チ
ラ
シ
や
本
、
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
な
ど
を
作
成
す
る

人
も
い
る
。
こ
う
い
っ
た
マ
イ
ス
タ
ー
た
ち
は
地
域
野
菜

の
書
籍
作
り
や
地
域
を
紹
介
す
る
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
協
力
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

日

実ー」
ジ生
タ産
ブ書
ルと
&消
フ費
1レ量

!と
アの
マ帽

f 譲
2 塑
hZ 
Ef 

日
本
ベ
ジ
タ
ブ
ル
&
フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
|
協
会

理事長

・

福
井
栄
治

0
0
四
年
八
月
で
設
立
か
ら
四
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

に
千
五
百
人
を
超
え
る
「
ベ
ジ
タ
ブ
ル
&
フ
ル
ー
ツ
マ
イ

ス
タ

l
」
を
育
成
し
、
全
国
に
送
り
出
し
て
き
た
。
協
会

発
足
の
き
っ
か
け
は
、
私
が
大
手
総
合
商
社
の
食
品
部
門

に
い
た
こ
ろ
、

青
果
物
に
関
す
る
知
識
も
な
く
売
り
場
に

立
つ
販
売
員
に
疑
問
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
生

32 

産
者
と
消
費
者
が
か
け
離
れ
て
い
る
こ
の
青
果
業
界
を
改

善
で
き
な
い
か
と
考
え
、
ワ
イ
ン
の
ソ
ム
リ
エ
を
見
本
と

す
る
ベ
ジ
タ
ブ
ル
&
フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
を
誕
生
さ
せ

た
の
で
あ
る
。

協
会
が
運
営
す
る
講
座
は
三
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、

初
級
の
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ

l
コ
l
ス
で
は
自
分
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
青
果
物
の
楽
し
さ
を
取
り
入
れ
る
方
法

と
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
基
礎
を
学
ぶ
。
中
級
の
マ
イ
ス

タ
l
コ
I
ス
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
で
習
得
し
た
知
識
と
考
え

方
を
基
に
、
野
菜
・
果
物
の
生
産
、
流
通
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
世
の

中
に
広
め
、
感
動
を
伝
え
る
こ
と
が
課
題
だ
。
上
級
の
シ

ニ
ア
マ
イ
ス
タ
l
コ
1
ス
で
は
、
農
業
、
流
通
、
食
育
、

調
理
、
料
理
講
師
と
い
っ
た
専
門
分
野
を
極
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ

る
。

2004・9月号迫法~ω

市場見学の際、関係者に質問する受講者

協
会
が
掲
げ
る
理
念
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

①

消
費
者
の
方
々
が
野
菜
・
果
物
に
関
す
る
楽
し

さ
、
新
た
な
発
見
、
感
動
な
ど
を
見
い
だ
せ
る
環
境

を
創
造
し
ま
す
。

②

農
業
・

青
果
物
流
業
を
含
む
、
す
べ
て
の
食
品
・

外
食
・
流
通
産
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
が
、
国

民
の
健
康
維
持
増
進
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
プ
ラ

イ
ド
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
を
創
造
し
ま
す
。

③

生
産
者
の
方
々
と
消
費
者
の
方
々
と
の
聞
の
距
離

を
、
情
報
の
相
互
流
通
を
通
じ
て
縮
め
る
活
動
を
し

ま
す
。

ヱ

奨
学
生
に
多
数
の
農
業
関
係
者
応
募

こ
れ
ま
で
受
講
生
の
約
七
割
は
食
や
農
業
以
外
の
仕
事



幅一一
を
す
る

一
般
の
人
々
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
主
婦
や

O
L

で
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
の
目
的
は
、
自
分
自
身
や
家
族
が

安
全
で
健
康
な
食
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
見

極
め
る
力
を
つ
け
る
こ
と
だ
。
授
業
が
進
む
に
つ
れ
、
そ

れ
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
触
れ
て
い
た
野
菜
や
果
物
の

個
性
や
魅
力
に
気
付
き
始
め
、
自
然
に
そ
の
情
報
を
周
り

に
伝
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で

あ
る
。

ま
た
、
協
会
の
取
り
組
み
が
生
産
者
に
も
注
目
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
今
年
三
月
に
農
業
の
活
性
化
を
目
的
に
行

っ
た
奨
学
生
募
集
の
結
果
か
ら
う
か
が
え
る
。
農
業
に
携

わ
る
方
を
対
象
に
し
た
三
人
の
募
集
に
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
鹿
児
島
県
ま
で
五
十
人
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、

消費者の立場から、野菜・果物や売り場の演出手法などを学ぶ「イメージコー
テ‘ィネーションの綬業J

「
農
業

へ
の
思
い
」
と
い
う
作
文
諜
題
に
か
な
り
優
秀
な

も
の
が
集
ま
っ
た
。
予
想
以
上
の
応
募
に
対
応
し
、
急
き

ょ
五
人
に
増
や
し
た
奨
学
生
は
兵
庫
、
岡
山
、
福
岡
、
熊

本
、
鹿
児
島
の
各
県
に
住
ん
で
お
り
、
そ
の
土
地
の
風
土

に
合
っ
た
野
菜
・
果
物
を
作
っ
て
い
る
。

ヱ

知
識
情
報
周
り
に
伝
え
る
必
要
痛
感

例
え
ば
、
福
岡
県
在
住
の
会
社
員
だ
っ
た
三
十
代
男
性

は
結
婚
を
機
に
実
家
の
農
業
を
継
ぎ
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ニ
ン

ジ
ン
の
ほ
か
、
米
や
花
も
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生

活
習
慣
病
や
ア
ト
ピ

1
、
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
病
気
を
考
え

た
と
き
に
食
の
大
切
さ
を
感
じ
た
と
い
う
。
マ
イ
ス
タ

l

講
座
を
受
け
た
こ
と
で
、
野
菜
や
果
物
に
つ
い
て
た
だ

「
お
い
し
い
」
と
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
や

環
境
な
ど
も
含
め
て
幅
広
い
角
度
か
ら
見
詰
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
農
家
の
人
々
が
熱
意
を
持
っ
て
安
全
で
安
心
な

食
品
を
作
っ
て
も
、
そ
れ
が
正
し
く
消
費
者
に
伝
わ
っ
て

い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
た
め
、
そ
の
両
者
の
懸
け
橋
に

な
り
た
い
と
彼
は
話
す
。

熊
本
県
の
青
果
市
場
に
勤
務
し
て
い
る
四
十
代
女
性

は、

普
段
は
市
場
内
で
事
務
作
業
や
荷
運
び
を
主
な
仕
事

と
し
て
い
る
が
、
週
末
は
ご
主
人
の
本
業
で
あ
る
農
業
を

手
伝
い
約
三
十
種
類
の
野
菜
を
育
て
て
い
る
。
彼
女
は
、

農
業
が
日
本
の
原
点
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
で
日
本
の
良
さ
や
、
自
分
た
ち
の
固
に
対

す
る
誇
り
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
が
つ
く
れ
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
女
の
周
り
で
こ
れ
か
ら
農
業
を

始
め
た
い
と
い
う
志
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
に
、
自
分
た

ち
が
携
わ
る
こ
と
の
重
大
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
い

う
。
特
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
授
業
を
受
け
、

自
分
だ
け
が
野
菜
・
果
物
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
の
で
は

な
く
、
そ
れ
を
周
囲
に
上
手
く
伝
え
て
い
く
こ
と
の
必
要

性
を
痛
感
し
た
と
い
う
。
彼
女
は
熊
本
か
ら
講
座
会
場
の

福
岡
ま
で
、
約
二
カ
月
間
楽
し
く
通
い
学
び
、
新
し
い
意

識
で
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
続
け
て
い
る
。

ー
す

域
と
の
か
か
わ
り
広
く
、

現
在
、
東
京
(
渋
谷
と
新
宿
)
、
横
浜
、
名
古
屋
(
栄

と
新
栄
町
)
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
、
福
岡
、
札
幌
十
会

場
で
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
全
国
で
の
開

講
が
行
わ
れ
る
以
前
は
移
動
時
間
に
時
間
が
か
か
る
た

め
、
東
京
で
の
授
業
の
た
び
に
会
社
に
有
給
休
暇
を
申
請

し
た
人
や
、
往
復
に
飛
行
機
を
利
用
し
て
毎
回
東
京
で
宿

泊
を
し
た
人
も
い
た
。
全
国
各
地
で
受
講
可
能
に
な
っ
て

か
ら
は
、
各
地
方
、
各
教
室
に
同
じ
目
標
を
持
つ
仲
間
が

集
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

ク
ラ
ス
約
四
十
人
の
受
講

生
の
年
齢
、
職
業
は
ば
ら
ば
ら
だ
が
、
授
業
中
は
み
な
真

剣
だ
。
し
か
し
、
終
了
後
に
は
互
い
に
質
問
を
し
合
い
、

教
え
合
う
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
特
有
の
野
菜
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
交
換
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
が
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
場
所
で

も
生
ま
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
さ
ら
に
広
範
囲
に
わ
た
る
講
座
運
営
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
も
広
く
、
そ
し
て
深

く
な
る
だ
ろ
う
。
今
ま
で
以
上
に
マ
イ
ス
タ

l
同
士
の
つ

な
が
り
も
期
待
で
き
、
地
域
の
活
性
化
に
か
か
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
協
会
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
野
菜
と
果
物
と
い
う
分
野
の
新
し
い
価

値
を
確
立
し
、
豊
か
で
楽
し
い
食
生
活
の
実
現
に
貢
献
し

よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

深
く

地誠治2004・9月号33 
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泡
盛
マ
イ
ス
タ
l
(沖
縄
県
)園
る

ー
ー
歴
史
、
昧
・
香
り
の
相
違
、
料
理
と
の
相
性
な
ど
に
精
通

泡
盛
の
伝
統
文
化
を
県
内
外
に
発
信
す
る
「
泡
盛
マ
イ

ス
タ
l
協
会
」
が
発
足
し
た
の
は
昨
年
四
月
二
十
日
の
こ

と
だ
。
マ
イ
ス
タ
ー
と
は
そ
の
職
業
の
最
高
位
を
指
す
言

葉
で
、
あ
く
ま
で
も
酒
を
造
る
立
場
で
は
な
く
、
消
費
者

サ
イ
ド
で
の
泡
盛
の
最
高
位
を
目
指
し
た
も
の
だ
。

泡
盛
に
は
五
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
は
は
る
か
昔
、
琉
球
王
朝
時
代
、

一
四
二
O
年
か
ら

シ
ャ
ム
(
現
在
の
タ
イ
)
と
の
貿
易
が
始
ま
り
、
十
五
世

紀
初
頭
に
シ
ャ
ム
か
ら
輸
入
さ
れ
た
蒸
留
酒
「
ラ
オ
ロ
ン
」

ろ
し
ゅ

や
、
最
近
で
は
中
国
福
建
省
の
「
露
酒
」
が
泡
盛
の
ル
ー

ツ
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ヱ

ワ
イ
ン
の
ソ
ム
リ
エ
に
倣
う

泡
盛
マ
イ
ス
タ

1
協
会
は
そ
ん
な
泡
盛
に
精
通
す
る
専

門
家
を
育
て
、
そ
の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
つ
く
ら
れ
た
民
間
団
体
だ
。
パ
l
経
営
者
や
バ
ー
テ
ン

ダ

l
、
ホ
テ
ル
の
飲
料
担
当
、
酒
販
庖
の
経
営
者
・
販
売

員、

一
般
の
会
社
員
ら
が
理
事
に
な
っ
て
お
り
、
協
会
規

約
に
よ
り
酒
造
メ
ー
カ
ー
は
理
事
、
顧
問
、
相
談
役
に
は

な
れ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
メ
ー
カ
ー
側

泡
盛
マ
イ
ス
タ
ー
協
会

専
務
理
事

.

杵
鞭
充
治

に
偏
ら
ず
、
泡
盛
に
つ
い
て
自
由
な
意
見
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
す
べ
て
の
泡
盛
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
い
う
考

え
か
ら
だ
。

34 
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新
垣
勝
信
会
長
は
「
日
本
で
こ
れ
ほ
ど
ワ
イ
ン
が
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
ソ
ム
リ
エ
の
存
在
が
大
き

い
。
泡
盛
も
こ
の
足
跡
を
追
い
、
泡
盛
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ

っ
て
泡
盛
を
沖
縄
か
ら
日
本
全
国
へ
、
日
本
か
ら
世
界
へ

と
正
確
に
紹
介
、
普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
。
今
ま
で
公
的

な
専
門
家
が
い
な
か
っ
た
泡
盛
の
世
界
で
、
銘
柄
ご
と
の

香
り
や
味
わ
い
の
違
い
、
歴
史
、
文
化
、
料
理
と
の
相
性
、

醸
造
や
蒸
留
方
法
、
泡
躍
の
医
学
的
な
効
用
な
ど
に
精
通

し
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
、
そ
の
泡
盛
に
合
っ
た
料
理

や
飲
み
方
を
サ
ジ
ェ
ス
ト
す
る
。
あ
る
い
は
客
の
好
み
や

予
算
に
合
わ
せ
た
泡
盛
を
す
す
め
る
。
総
合
的
に
泡
盛
を

語
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
を
養
成
し
た
い
」
と
抱
負
を
語

る
。
考
え
方
は
ワ
イ
ン
の
ソ
ム
リ
エ
と
同
じ
だ
。

・

ム

全
国
シ
ェ
ア
、
依
然
低
水
準

泡
盛
の
出
荷
量
は
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
ブ

l
ム
や
「
本
格

焼
酎
」
ブ

1
ム
も
手
伝
っ
て
、
県
内
を
は
じ
め
、
県
外
に

年
々
拡
大
し
て
い
る
状
態
だ
。
特
に
県
外
需
要
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
二
年
以
降
、
対
前
年
比

二

一五
%
以
上
と
な

り
、
平
成
十
五
年
度
は

一
五
二

・
二
%
と
極
め
て
良
好
な

実
績
を
上
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
沖
縄
の
泡
盛
は
徐
々
に
需
要
が
伸
び
て
き

て
い
る
が
、
平
成
十
五
年
現
在
、
全
国
の
焼
酎
全
体
(
乙

類
)
の
出
荷
量
の
七
%
弱
、
し
か
も
九
州
・
沖
縄
地
区
を

除
く
市
場
占
有
率
は
わ
ず
か

一
%
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
沖

縄
県
酒
造
組
合
連
合
会
は
泡
盛
業
界
の
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
り
つ
つ
、
大
市
場
に
対
す
る
夢
の
実
現
に
向
け
て
組

織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
泡
盛
マ
イ
ス
タ
ー
や
泡
盛
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
誕
生
し
、
県
内
お
よ
び
県
外
に
お
い
て
泡

地誠治 2004・9月号



問陛…-…振興
盛
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
は
、
泡
盛
の
さ
ら
な
る
需
要

拡
大
の
支
え
と
な
り
、
沖
縄
県
民
の
雇
用
促
進
や
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
て
や
ま
な
い
。

・

ム

令
秋
、

マ
イ
ス
タ
1
1
号
誕
生

泡
盛
マ
イ
ス
タ

l
の
第
次
学
科
試
験
対
策
講
座
と
通

信
教
育
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
昨
年
六
月
か
ら
の
こ

と
だ
。
こ
の
講
座
の
中
か
ら
、
第

一
次
の
学
科
試
験
に
は

泡
盛
の
製
造
に
対
す
る
質
問
は
言
う
に
及
ば
ず
、
沖
縄
の

歴
史
や
文
化
、
泡
盛
の
定
義
・
語
源
、
県
内
四
十
七
カ
所

の
泡
盛
酒
造
所
の
名
前
、
麹
菌
や
酵
母
菌
な
ど
の
微
生

物
の
特
徴
、
お
酒
の
科
学
的
知
識
、
世
界
の
酒
、
琉
球
料

理
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
出
題
さ
れ
た
。
受
験
者
は
凶

十

人

。
う
ち
男
性
十
七
人
、
女
性
十
四
人
と
女
性
受

(上)那覇市で2カ月に1回開催される泡盛マイスター認定試験の対策講座
(下)4月18目、那覇市で行われた泡盛マイスター認定の第1次試験

験
者
が
目
立
つ
。
沖
縄
県
内
か
ら
受
験

者
は
三
十
人
、
県
外
か
ら
は
十

一
人
。

居
酒
屋
経
営
者
や
バ
ー
テ
ン
ダ

l
、
酒

屋
、
空
港
の
土
産
物
屋
で
の
泡
盛
の
販

売
人
ら
酒
関
係
者
以
外
に
も
、
泡
盛
フ

ァ
ン
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
主
婦
も
多
数

受
験
し
て
い
る
。

こ
の
第

一
次
試
験

の
後
、
十
月
の
第
二

次
試
験
H

テ
イ
ス
テ

う
も
の
だ
が
、

一
九
四
九
年
の
カ
ク
テ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で

入
賞
し
、
テ
キ
l
ラ
は
世
界
に
そ
の
名
が
知
れ
わ
た
る
こ

と
と
な
っ
た
。

泡
盛
も
か
つ
て
非
常
に
強
く
て
個
性
的
な
酒
と
い
わ

れ
、
今
で
も
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
お
酒
だ
。
そ
ん
な
泡
蟻
を

ど
の
よ
う
に
日
本
を
代
表
す
る
銘
酒
と
し
て
世
界
に
羽
ば

た
か
せ
る
の
か
は
我
々
に
と
っ

て
大
変
大
き
な
課
題
だ
。
沖
縄

で
最
初
に
泡
盛
を
使
っ
た
カ
ク

テ
ル
を
つ
く
っ
た
新
垣
会
長
、

伊
波
興
治
副
会
長
の
提
案
で
、

テ
キ

l
ラ
を
ヒ
ン
ト
に
そ
れ
を

打
開
す
べ
く
全
国
泡
盛
カ
ク
テ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
の
案
が
浮

イ
ン
グ
や
口
頭
試
問
、

実
際
の
テ
ー
ブ
ル
で

の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

試
験
が
待
ち
受
け
て

い
る
。
東
京
で
は
六

月
十
九
日
(
沖
縄
で

は
五
月
十
九
日
)
か
ら

一
次
合
格
者

や
協
会
員
に
対
し
て
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

グ
講
座
な
ど
が
始
ま
っ
た
。
泡
盛
の

日
に
当
た
る
十

一
月

一
日
に
、
泡
盛

マ
イ
ス
タ

l
第

一
号
が
晴
れ
て
誕
生
す
る
予
定
だ
。

・
十

震
促
進
に
カ
ク
テ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催

世
界
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
四
大
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
中

で
、
最
も
個
性
豊
か
で
野
生
的
な
酒
に
メ
キ
シ
コ
中
西
部

ハ
リ
ス
コ
州
テ
キ
l
ラ
村
の
テ
キ
i
ラ
が
あ
る
。
こ
の
酒

を
大
ス
タ

l
に
仕
上
げ
た
最
大
の
功
労
者
に

「
マ
ル
ガ
リ

l
タ
」
と
い
う
カ
ク
テ
ル
の
存
在
が
あ
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
の
バ
ー
テ
ン
ダ
l
が
、
不
幸
に
も
流
れ
弾
に
あ
た
り
死

亡
し
た
メ
キ
シ
コ
人
の
亡
き
恋
人
の
た
め
に
考
え
た
と
い

上
し
た
。

瑞泉酒造での研修

そ
し
て
、
今
年
二
月
十
五
日
、

内
閣
総
理
大
臣
杯
・
全
国
泡
盛

カ
ク
テ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
が
沖
縄

県
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業

組
合
の
主
催
で
沖
縄
の
地
で
、

無
事
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
当
泡
盛
マ
イ
ス
タ

l
協
会

も
運
営
に
協
力
し
た
。

沖
縄
に
は
か
つ
て
百
年
以
上
寝
か
せ
た
古
酒
(
ク
l
ス
)

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
先
の
大
戦
で
尊
い

命
と
と
も
に
ほ
と
ん
ど
が
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
世
界

が
恒
久
的
に
平
和
で
あ
る
こ
と
を
祈
ら
ざ
る
に
は
い
ら

れ
な
い
。

通法惑匂

泌
総
マ
イ
ス
タ
l
協
会
本
郎
事
務
川

T
E
L
0
9
8
(8
6
1
)
5
4
0
3
 

F
A
X
0
9
8
(8
6
9
)
6
6
9
6
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北
東
北
ウ
工
ル
力
ム
カ
ー
ド
が
誕
生

北
東
北
知
事
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
北
東
北
の
連
携
に

よ
り
観
光
振
興
を
推
進
す
る
と
い
う
合
意

が
な
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
テ
ー
マ
協

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
協
議
会
が
さ
ま
ざ

ま
な
連
携
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

国
際
観
光
に
お
け
る
三
県
連
携
の
象
徴

が
こ
の
カ

l
ド
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
数

年
来
の
懸
案
だ
っ
た
が
、
折
か
ら
の
国
際

観
光
需
要
の
高
ま
り
と
関
係
機
関

一
丸
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
昨
年
度
に
シ
ス
テ
ム

が
構
築
さ
れ
、
四
月

一
日
運
用
開
始
に
至

っ
た
。

一一 ~一
E 

-圃同圃-司目-

WEL仁OME
CARD 

当
カ

l
ド
は
、
テ

北東北ウェルカムカード

ー
マ
協
の
会
員
市
町

村
内
の
登
録
施
設
な

ど
に
お
い
て
、
外
国

人
旅
行
客
が
カ

l
ド

を
提
示
し
た
場
合

に
、
割
引
な
ど
の
各

種
優
遇
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
も
の
だ
。

外
国
人
旅
行
客
に
お

私
た
ち
青
森
、
岩
手
、
秋
田
の
北
東
北

二
県
の
「
北
東
北
国
際
観
光
テ

l
マ
地
区

推
進
協
議
会
(
以
下

「
テ
l
マ
協
」)」

は、

三
県
と
国
際
観
光
テ

l
マ
地
区
会
員
の
五

十
五
市
町
村
、
観
光
団
体
な
ど
で
構
成
す

る
協
議
会
で
あ
り
、
北
東
北
の
国
際
観
光

振
興
事
業
の
推
進
組
織
で
あ
る
。
平
成
十

六
年
四
月

一
日
、
テ
ー
マ
協
の
新
事
業
と

し
て

「北
東
北
ウ
ェ
ル
カ
ム
カ

l
ド」

事

業
を
運
用
開
始
し
た
。

豊
か
な
自
然
資
源
、
文
化
歴
史
資
源
、

温
泉
資
源
に
恵
ま
れ
た
北
東
北
で
は
、
平

成
九
年
に
観
光
を
テ

l
マ
に
し
た
第

一
回

岩
手
県
観
光
経
済
交
流
課
主
任

• あおもりあきたーいやて

WELと0以E仁ARD
J字下:二了… 畠

山
英
司

専用リーフレッ卜(左)と登録
施設用庖頭ステッカー

得
で
便
利
な
旅
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り、

一
層
の
来
訪
お
よ
び
相
互
交
流
の
促

進
を
目
指
し
て
い
る
。

カ
ー
ド
の
特
徴
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
基
本
と
し
た
シ
ス
テ
ム
と
い
う
点
だ
。

英
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
の
三
言
語
対
応

の
ウ
ェ
ブ

(
宮
吾
一¥
¥
宅
割
当
・
ョ
。
z
y
o『ロ
E

zzrz・唱
-E
¥当
巳

8
5
0
¥)
を
利
用
し

て
、
加
盟
施
設
の
募
集
登
録
、
情
報
発
信
、

カ
ー
ド
の
入
手
な
ど
の
手
続
き
を
簡
単
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

登
録
施
設
は
七
月

一
日
現
在
で
百
八
十

三
に
及
び
、
分
野
は
宿
泊
施
設
、
飲
食
施

設
、
観
光
施
設
、
物
産
施
設
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
カ
ー
ド
は
六
百
三
十
六
枚
が
発

行
さ
れ
、
国
籍
別
で
は
、
韓
国
が
六
四
・

六
%
と
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
米
国
、

香
港
、
中
園
、
台
湾
な
ど
の
順
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
デ

l
タ
は
今
後
の
国

際
観
光
戦
略
策
定
上
、
貴
重
な
資
料
で
あ

り
、
今
後
、
実
施
予
定
の
カ

l
ド
利
用
状

況
調
査
の
デ

I
タ
と
と
も
に
有
効
活
用
し

て
い
き
た
い
。

外
国
人
旅
行
客
の
来
訪
促
進
は
観
光
消

費
額
の
増
加
の
み
な
ら
ず
、
異
文
化
交
流

に
よ
る
相
互
理
解
や
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
北
東
北
の

観
光
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
カ

ー
ド
の
内
容
の
充
実
お
よ
び

P
R
に
努

め
、
利
用
促
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

北
東
北
ウ
エ
ル
カ
ム
カ

l
ド
事
務
局

O
青
森
県
文
化
観
光
部
観
光
推
進
課

T
E
L
0
1
7
1
7
3
4
9
3
8
6
 

0
秋
田
県
産
業
経
済
労
働
部
観
光
課

T
E
L
0
1
8
1
8
6
0ー

2
2
6
8

0
岩
手
県
商
工
労
働
観
光
部
観
光
経
済

交
流
課

T
E
L
0
1
9
6
2
9
5
5
7
4
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トピックス• • 長野県大町市• 
蔵
造
り
の
音
楽
館
整
備

-

1

市
民
と
共
同
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
・
長
野
県
大
町
市
教
委

明
治
三
十
七
年
に
建
設
さ
れ
た
土
蔵
が

百
年
の
時
を
経
て
、

「蔵
の
音
楽
館

(音

楽
練
習
場
)」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

同
音
楽
練
習
館
は
地
元
バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ

か
ら
提
案
を
受
け
、
大
町
市
が
平
成
十
六

年
四
月
、
バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
整

備
し
た
。
現
在
、

高
校
生
か
ら
社
会
人
ま

で
十
五
の
バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
と
個
人
が
平

日
の
夜
間
と
土
日
を
中
心
に
定
期
的
に
利

用
し
て
い
る
。

当
初
バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
は
練
習
場
の
確

保
の
ほ
か
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
l
ル
も

視
野
に
入
れ
た
整
備
を
求
め
て
い
た
。
し

か
し
、
財
政
面
や
土
蔵
の
立
地
条
件
か
ら

も
、
す
べ
て
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
は
で

き
ず
、
市
が
所
有
す
る
市
街
地
の
土
蔵
を

「若
者
の
集
ま
れ
る
場
所
」
と
し
て
整
備

し
て
い
く
こ
と
で
話
し
合
い
を
続
け
た
。

土
蔵
を
活
用
し
た
音
楽
館
を
整
備
す
る

う
え
で
、

①
土
蔵
の
練
習
場
と
し
て
の
適

正

(
音
響
効
果
)
②
地
域
住
民
の
理
解

(た
ま
り
場
と
し
て
の
心
配
、
人
の
出
入

り
、
騒
音
な
ど
)
③
管
理
人
が
常
駐
し
な

い
た
め
、
利
用
者
に
よ
る
自
己
管
理
④

水
・
ト
イ
レ
が
な
い
ー
ー
な
ど
が
問
題
点

と
し
て
指
摘
さ

れ
た
。

設
計
(
予
算
)

に
関
わ
る
部
分

は
市
が
進
め
、

そ
の
ほ
か
の
部

分
で
は
、バ
ン
ド

グ
ル
ー
プ
か
ら

大
い
に
協
力
し

て
い
た
だ
い

た
。
適
正
確
認
、

地
元
説
明
会

(改
修
前
後
)
で
の
騒
音
測

定
の
ほ
か
、
竣
工
式、

見
学
会
と
何
度
も

演
奏
し
て
も
ら
っ
た
。

バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
は
、

管
理
人
が
い
な

い
こ
と
で
利
用
方
法
や
規
則
を
ど
う
定
め

る
か
頭
を
悩
ま
せ
、
ま
た
、

土
蔵
が
持
つ

イ
メ
ー
ジ
を
う
ま
く
利
用
し
た
い
と
、
ク

ロ
ス
の
選
定
に
も
悩
み
、
休
日
返
上
で
土

蔵
周
辺
の
整
備
も
し
て
く
れ
た
。
使
い
や

す
く
す
る
た
め
に
、

設
計
段
階
で
コ
ン
セ 大

町
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

大
日
方
寿
二

• 
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つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

蔵
の
音
楽
館
は
バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
の
要

望
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。
当

然
そ
こ
に
は
、

実
際
の
利
用
者
や
周
辺
に

暮
ら
す
住
民
が
い
る
。
四
月
の
段
階
で
は

防
音
効
果
な
ど
の
必
要
最
低
限
の
設
備
し

か
整
っ
て
お
ら
ず
、
演
奏
器
具
も
す
べ
て

自
前
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
利
用
者
は
地

域
住
民
の
理
解
が
あ

っ
て
初
め
て
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
た
施
設
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
。
使
い
方
次
第
で
は
、
利
用

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
・
:
。
ま
た
、
自

分
た
ち
の
使
い
方
で

「進
化
す
る
施
設」

で
あ
る
こ
と
も
。

利
用
者
か
ら
す
れ
ば
、
よ
う
や
く
整
備

干

さ
れ
た
音
楽
練
習
場
で
あ

時

る
。
今
で
は
、
利
用
者
で
組

剖

織
す
る

「利
用
者
の
会」

を

‘
7
 
一山

発
足
さ
せ
、
使
い
や
す
く
親

汁

し
み
や
す
い
施
設
を
目
指
し

h
f
 
似

て
、
利
用
方
法
の
徹
底
か
ら

+
み加

演
奏
器
具
の
整
備
、
定
期
的

ト

な
施
設
の
巡
回
ま
で
行
っ
て

げ

い
る
。
今
後
、
頻
繁
に
使
用

、
/パ

さ
れ
、
地
域
住
民
の
理
解
を

得
ら
れ
れ
ば
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
l
ル

と
し
て
進
化
す
る
こ
と
も
決
し
て
夢
で
は

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
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地
域
通
貨
の
特
徴
と
そ
の
支
援
策

出誠治

地
域
の
持
続
可
能
な
経
済
発
展
に
つ
い
て
は
、
景
気
刺

激
を
財
政
出
動
に
頼
る
従
来
の
手
法
に
よ
る
実
現
は
困
難

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
地
域
が
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を

有
効
活
用
し
な
が
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を

図
っ
た
り
、
地
域
内
外
の
ニ

l
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
す

る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
な
ど
を
通
じ
て
、
個
性
豊
か

で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
た
り
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
地
域
通
貨
は
特
定
の
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
限
り
流
通
し
、
地
域
が
持
っ
て
い
る
潜
在
的
な

活
力
を
引
き
出
す
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
経
済
活
性
化
の

手
法
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

V
世
界
に
お
け
る
地
域
通
貨
の
取
り
組
み

世
界
的
な
金
融
大
恐
慌
が
起
こ
っ
た

一
九
三
0
年
代
の

初
頭
、
欧
米
諸
国
で
は
地
方
政
府
や
民
間
団
体
な
ど
が
独

歴
史

自
の
通
貨
を
発
行
し
、
経
済
危
機
を
し
の
い
だ
。

例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ヴ
エ
ル
グ
ル
と
い
う
町
で

は
、
財
政
難
に
陥
っ
た
町
役
場
が
発
行
し
た

「労
働
証
明

書
」

が
地
域
通
貨
と
し
て
町
内
で
利
用
さ
れ
、
地
域
経
済

の
立
ち
直
り
に
貢
献
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
し
ば
ら
く
の
問
、
地
域
通
貨
は
下

火
と
な
っ
た
が
、

一
九
八
三
年
に
カ
ナ
ダ
・
パ
ン
ク

l
パ

l
島
で
始
ま
っ
た

「
L
E
T
S
」
を
き
っ
か
け
に
再
び
脚

光
を
浴
び
、
以
後
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
ス
イ
ス
の
地
域
通
貨
「
W
I
R
」
で
は
、
紙

幣
が
な
く
、
小
切
手
ま
た
は
磁
気
カ

l
ド
と
中
央
の
口
座

と
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
同
国
の
銀
行
法
で
認
め

ら
れ
た
「

W
I
R
銀
行
」
が
運
営
主
体
で
あ
り
、
地
域
通

貨
を
貸
し
出
す
融
資
事
業
、
事
業
間
決
済
を
取
り
扱
う
決

済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

V
日
本
に
お
け
る
地
域
通
貨
の
取
り
組
み

囲
内
で
急
速
に
地
域
通
貨
が
広
が
っ
た
の
は

一
九
九
九

年
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。

同
年
の
初
頭
に
は
数
件
程
度
と
い
わ
れ
た
国
内
の
取
り

組
み
も
、

二
O
O
O年
に
は
三
十
件
、

O
一
年
に
は
百
件

以
上
、
そ
し
て
、

O
三
年
に
は
三
百
件
以
上
の
取
り
組
み

事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

当
初
は
市
民
グ
ル
ー
プ
や
少
数
の
有
志
に
限
ら
れ
て
い

た
運
営
主
体
も
、
年
を
追
う
ご
と
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

増
し
、
地
方
公
共
団
体
や
商
工
会
、
商
庖
街
な
ど
が
地
域

通
貨
の
運
営
に
直
接
間
接
に
か
か
わ
る
事
例
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

意
義

内

ζV
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
活
性
化

地
域
通
貨
を
使
っ
た
他
の
参
加
者
と
の
サ
ー
ビ
ス
の
や

り
取
り
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
活
性
化
の
契
機
と
な

る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
よ
う
に
法
定
通
貨
で

対
価
を
支
払
う
こ
と
に
十
分
な
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い

分
野
、
あ
る
い
は
環
境
活
動
の
よ
う
に
全
国

一
律
の
価
値

付
け
が
困
難
な
分
野
な
ど
に
地
域
通
貨
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
潜
在
的
に
は
存
在
す
る
も
の
の
具
現
化
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
社
会
貢
献
活
動
の
掘
り
起
こ
し
が
促
進

さ
れ
る
。



ITを活用した地域通貨の導入・普及検討

期待される効果

Oコミュニティ活動の活性化
ボランティア活動の促進、コミュニティ・サービス事業の
活性化など

0地域経済の活性化
地威内消費循環の促進、地元商庖街の振興、地産地

j闘の促進など

地域通貨とは

0特定の地域内などで限定的に流通し、
法定通貨では表現されにくい「価値」

を交換するための媒体

V
地
域
経
済
の
活
性
化

地
域
通
貨
の
活
用
に
よ
り
、
商
届
街
、
農
業
生
産
者
な

ど
と
住
民
と
の
聞
に
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
構
築
し
た

り
、
商
庖
街
の
活
性
化
や
地
産
地
消
を
促
進
し
た
り
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
域
外
か
ら
の
来
訪
者
と
の
交

流
に
地
域
通
貨
を
取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
定
期

的
に
地
域
を
訪
れ
る

「交
流
入
口
」
の
増
加
に
つ
な
げ
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

閉
山
形
式

V
紙
幣
方
式

紙
幣
方
式
と
は
、

地方行財政関連施第解説I

一
般
的
な
法
定
通
貨
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、
額
面
が
表
示
さ
れ
た
紙
片
を
や
り
取
り
す
る
方

式
で
あ
る
。

V
通
帳
方
式

通
帳
方
式
と
は
、
銀
行
の
預
金
通
帳
の
よ
う
に
取
引
内

容
や
残
高
な
ど
を
記
録
す
る
用
紙
を
利
用
し
て
、
地
域
通

貨
を
や
り
取
り
す
る
方
式
で
あ
る
。

通
帳
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

①
端
数
や
マ
イ
ナ
ス

な
ど
、
い
か
な
る
金
額
に
も
対
応
で
き
る
②
一

冊
持
っ
て

い
る
だ
け
で
過
去
の
取
引
履
歴
が

一
覧
で
き
る
③
製
作
コ

ス
ト
が
安
価
ー
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

V
口
座
方
式

口
座
方
式
と
は
、
地
域
通
貨
の
各
参
加
者
の
残
高
を
運

営
者
が

二
冗
的
に
管
理
す
る
方
式
で
、
取
引
履
歴
な
ど
が

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
帳
簿
な
ど
に
記
録
さ
れ
る
方
式
で
あ

る
口
座
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

①
紙
幣
や
通
帳
な
ど

の
印
刷
コ
ス
ト
が
不
要
②
遠
隔
地
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
、
物
理
的
な
地
域
以
外
で
も
取
引
で
き
る
③
退
蔵
・

散
逸
の
恐
れ
が
な
い
?
ー
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

l
Tを
活
用
し
た
地
域
通
貨

V
地
域
通
貨
の
課
題
と
解
決
策

地
域
通
貨
の
仕
組
み
が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
対
し

て
十
分
な
効
果
を
収
め
る
た
め
に
は
、

て
足
の
規
模
を
実

現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
規
模
が
大
き
く

な
る
に
し
た
が
っ
て
、
運
営
コ
ス
ト
の
増
大
や
偽
造
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ

l
対
策
、
信
頼
性
の
確
保
な
ど
解
決
す
べ
き

課
題
が
発
生
す
る
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
す
る
解
決
策
と
し
て
は
、

I
T
の

活
用
と
地
方
公
共
団
体
の
関
与
が
考
え
ら
れ
る
。

V
ー

T
の
活
用
方
策

地
域
通
貨
の
運
営
に

I
T
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

多
数
の
参
加
者
を
前
提
と
し
た
瞬
時
の
取
引
や
、
遠
隔
地

問
で
の
取
引
が
可
能
と
な
り
、
し
か
も
偽
造
な
ど
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

l
上
の
課
題
へ
の
対
応
も
可
能
と
な
る
。

I
T
の
活
用
方
法
と
し
て
は
大
き
く
分
け
て
、
残
高
を

口
座
で
管
理
し
オ
ン
ラ
イ
ン
で
取
引
す
る
方
式
(
携
帯
電

話
や
カ

1
ド
の
認
証
機
能
を
活
用
)
、

I
C
カ
l
ド
な
ど

に
側
値
を
搭
載
し
オ
フ
ラ
イ
ン
で
取
引
す
る
方
式
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

V
地
方
公
共
団
体
に
期
待
さ
れ
る
役
割

地
域
通
貨
の
仕
組
み
に
地
方
公
共
団
体
が
関
与
す
る
こ

と
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
に
信
用
力
や
安
心
感
が
与
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
地
方
公
共
団
体
は
こ
う
し
た
仕
組
み
を
立

上
げ
、
軌
道
に
乗
せ
る
際
に
、
シ
ス
テ
ム
の
土
台
と
な
る

運
営
基
盤
の
提
供
、
経
費
負
担
面
で
の
支
援
、
ア
ド
バ
イ

ス
の
提
供
や

P
R
に
よ
る
支
援
、
地
域
通
貨
の
使
途
の
拡

大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

V

「|
T

を
活
用
し
た
地
域
通
貨
」
の
推
進

O
三
年
度
に
開
催
さ
れ
た
「
新
し
い
経
済
活
動
を
伴
う

地
域
経
済
の
活
性
化
に
関
す
る
研
究
会
」
(
座
長
・
加
藤

寛
千
葉
商
科
大
学
学
長
)
で
は
、
地
域
通
貨
に
関
し
て
、

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
効

果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
地
域
再
生
支
援
策
の

一
環
と

し
て
、
そ
の
導
入
・
普
及
を
推
進
す
べ
き
②
そ
の
際
、

I

T
の
活
用
と
地
方
公
共
団
体
の
役
割
が
重
要

と
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
総
務
省
は
、
地
域
再
生
推
進
の
た
め
の
プ
ロ

(O
四
年
二
月
二
十
七
日
地
域
再
生
本
部
決
定
)

地誠治2004・9月号
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1地方行財政関連施第解説

の
支
援
措
置
の

一
つ
と
し
て
、
「

I
T
を
活
用
し
た
地
域

通
貨
」
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
は
、

O
四
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
住
基
カ
ー

ド
や
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
活
用
し
た
利
便
性

と
信
頼
性
の
高
い
地
域
通
貨
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・

実
証
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

O
五
年
度
以
降
、
開

発
し
た
地
域
通
貨
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
を
地
方
公
共
団
体
に

無
償
で
配
布
す
る
も
の
で
あ
る
。

山 .“

③ 巳~.叉隠4区函

温孟;仁+;+④+凶:

刊

ITを活用した地域通貨モデル(例) r I共同データセンター I: 
~センター管理+ICカード記憶型(r複合型J) - ~砂7 / 
~ 浩樟によるシステム ....>.;;...-~. ~. ~土士ココ… J 

~:鎚J 盤闘且-~グ

~a叫地方公共団体戸、三Mーと銀特口座間一日有

一方、盆基:!Jード上にもポイントヲ与のせ、セン

ターから隼益虫-r~(])王主=三や、住基油ー
ドからセシ令ーへl1lパヴウ断言T姥

※住基カードのほか、コインや紙幣を補助的l
併用

量豊
会端末からの情報送信を

聖け、センターで管理する
各人のポイントを増減ミ雪目

会電子t正明書に加えて
ポイント情報もオンされている

<1 

② 

実
証
実
験
の
実
施
箇
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
再
生
計
画

に
同
事
業
を
位
置
付
け
て
申
請
を
行
っ
た
地
方
公
共
団
体

に
対
し
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
有
識
者
な
ど
の
意
見
も
踏

ま
え
た
結
果
、

三
カ
所
の
地
方
公
共
団
体
(
市
川
市
、
北

九
州
市
、
熊
本
県
小
田
町
)
に
決
定
し
た
。

V
実
証
実
験
の
実
施
箇
所

実
証
実
験
の
実
施
箇
所
の
地
域
再
生
構
想
は
以
下
の
通

り

①
市
川
市

地
域
の
子
育
て
、
福
祉
、
介
護
、
健
康
、
安

全
な
ど
の
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
の
ニ

l
ズ

を
把
握
し
、
住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド
、
携
帯
電

話
な
ど
を
活
用
し
た
地
域
通
貨
を
媒
介
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
運
営
。

②
北
九
州
市

市
民
参
加
型
の
環
境
首
都
実
現
の
た
め
の
新

た
な
仕
組
み
と
し
て
、
住
基
カ

l
ド
な
ど
を
活

用
し
た
電
子
エ
コ
マ
ネ
ー
を
全
市
的
に
流
通
さ

せ
る
「
北
九
州
市
環
境
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」
を

展
開
。

③
小
国
町

都
市
住
民
の
小
国
町
へ
の
訪
問
や
農
作
業
・

森
林
作
業
な
ど
に
対
し
、
地
域
通
貨
を
発
行
。

地
域
通
貨
は
町
営
施
設
な
ど
で
利
用
で
き
る
こ

と
と
し
、
小
国
町
で
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
イ

l
の
取
得
や
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
を
促
進
o

v今
後
の
予
定

O
四
年
七
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
「
地
域

通
貨
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
」
(
第
1
回
)

(
座
長
・
加
藤
寛
千
葉
商
科
大
学
学
長
)

で
は
、

40 

実
証
実
験
の
大
枠
が
承
認
さ
れ
た
。

今
後
、
各
地
域
に
お
い
て
地
域
通
貨
の
受
け
取
り
場
所
、

支
払
い
場
所
の
設
定
、
実
証
実
験
と
連
動
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
な
ど
、
実
証
実
験
を
よ
り
楽
し
く
、
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
肉
付
け
が
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

実
証
実
験
の
時
期
は

O
四
年
十

一
月
か
ら
翌
年

一
月
ま

で
の
二
カ
月
間
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
開
発
し
た
地
域
通
貨
モ

デ
ル
シ
ス
テ
ム
は

O
五
年
度
以
降
、
地
方
公
共
団
体
に
無

償
で
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
、
多
く
の
地

方
公
共
団
体
で
、
住
基
カ

l
ド
や
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
活
用
し
た
利
便
性
と
信
頼
性
の
高
い
地
域
通

貨
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

2004・9月号泊劫~i!)

い
る
。

航
空
会
社
に
は

F
F
P
(
フ
リ
ー
ク
エ
ン
ト
・
フ
ラ
イ

ヤ
l
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
が
あ
り
、
カ
メ
ラ
量
販
屈
に
は

ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
交
通
系

I
C
カ
l
ド
は
言

う
に
及
ば
ず
、
最
近
で
は
電
子
マ
ネ
ー
を
搭
載
し
た
携
帯

電
話
も
登
場
し
た
。

楽
し
い
、
便
利
、
カ
ツ
コ
イ
イ
、
・
:
0
ポ
イ
ン
ト
(
電

子
マ
ネ

l
)
を
使
い
始
め
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

し
か
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
続
け
る
う
ち
に
、
い
つ
し
か

そ
の
会
社
や
サ
ー
ビ
ス
に
愛
着
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

総
務
省
が
推
進
し
た
い
と
思
う
地
域
通
貨
は
い
わ
ば

「
地
域
」
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
、
地
域
通
貨
を
使
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
域
に
愛
着
を
感
じ
る
人
が
ま
す
ま
す
増
え

る
と
ょ
い
と
思
う
。



不
慣
れ
な
デ
ィ
ベ
|
ト
に

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
る
、
第
十
六
期
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養

成
塾
の
合
宿
研
修
が
、
東
京
都
多
摩
市
の

「
C
S
K
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
」
で
六
月

二
十
九
日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
の
三
泊
四

日
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。
同
養
成
塾
は
合

宿
形
式
に
よ
る
研
修
を
年
に

一
度
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
四
日
間
寝
食
を
共
に
し

て
塾
生
同
士
が
交
流
を
深
め
合
う
機
会
に

も
な
っ
て
い
る
。

研
修
初
日
は
研
修
所
へ
の
入
所
に
先
立

ち
、
側
ま
ち
づ
く
り
三
騰
を
訪
問
し
、
市

民
参
加
を
ベ

l
ス
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利

用
の
小
規
模
事
業
所

(
S

O
H
O
)
支
援
な
ど

I
T

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
る
三
鷹
市
の
取

り
組
み
を
現
地
調
査
し

た
。
同
社
は
中
心
市
街
地

活
性
化
法
に
基
づ
く
「
ま

ち
づ
く
り
機
関

(
T
M

O
)
」
と
し
て
、
平
成
十

年
九
月
二
十
八
日
に
設

挑
み
、

- 全園地域リーダー養成塾

r 

達
成
感
も

立
さ
れ
た
。

三
鷹
駅
前
地
域
を
活
性
化
す

る
た
め
の
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
事
業
の
実
施

主
体
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

S
O
H
O
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
(
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
に
施
設
や
O
A
機
器
な
ど
を
提

供
し
、
独
り
立
ち
の
支
援
を
す
る
こ
と
)

の
整
備
運
営
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡

大
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
ソ
フ
ト

支
援
事
業
、
ま
ち
づ
く
り
公
社
か
ら
引
き

継
い
だ
「
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
同
社
の
関
幸
子
事

業
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
、

電
子
商
庖
街

「
み
た
か
モ

1
ル
」
の
運
営
、

S
O
H
O

パ
イ
ロ
ッ
ト
オ
フ
ィ
ス

な
ど
五
つ
の
イ
ン
キ
ユ

ベ
l
シ
ヨ
ン
施
設
の
整

備
運
営
、
ビ
ジ
ネ
ス
ブ

三鷹産業プラザの視察

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
開

催
な
ど
、
具
体
的
な
取

り
組
み
の
説
明
を
受
け

た
後
、
活
動
拠
点
と
な

っ
て
い
る
「
三
鷹
産
業

プ
ラ
ザ
」
内
を
視
察
し

た
。
同
プ
ラ
ザ
に
は

S
O
H
O
や
民
間
非

営
利
団
体

(
N
P
O
)
の
事
務
局
が
入
っ

て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の
取
り
組
み
の

成
果
を
調
査
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
研
修
で

は
、
伽
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
小
林

実
理
事
長
の
講
話

を
は
じ
め
、
当
養

成
塾
の
主
任
講
師

で
あ
る
早
稲
田
大

学
宮
口
伺
姐
教
授

か
ら
今
回
の
研
修

の
メ

1
ン
テ

l
マ

「交
流
と
人
材
育
成
」

の
講
義
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
長
谷
川
文

雄
大
学
院
長
か
ら
「
地
域
情
報
化
・

I

T
」
、
船
現
代
芸
術
研
究
所
平
野
暁
臣
代

表
取
締
役
か
ら
「
地
域
と
イ
ベ
ン
ト
」
、

東
京
大
学
篠
原
修
教
授
か
ら
「
景
観
と
ま

ち
づ
く
り
」
、
熊
本
県
小
田
町
の
伽
学
び

や
の
里
江
藤
訓
重
事
務
局
長
か
ら
「
地
域

間
交
流
」
な
ど
、
研
究
者
や
実
践
家
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
切
り
口
に
よ
る
熱
心
な
講
義

を
受
け
た
。

ま
た
、
同
養
成
塾
の
特
徴
の

一
つ
で
も

あ
る
グ
ル
ー
プ
で
の
演
習
と
し
て
、
出
m

N
&
S
ラ
l
ニ
ン
グ
西
部
直
樹
代
表
取
締

役
の
指
導
の
下
、
デ
ィ
ベ

l
ト
研
修
が
行

111 

わ
れ
た
。
デ
ィ
ベ

l
ト
の
論
題
は
「
日
本

は
す
べ
て
の
高
速
道
路
を
無
料
に
す
べ
き

で
あ
る
」
是
か
非
か
。
こ
の
研
修
は
二
日

置
圃
問
に
わ
た
る
も
の
で
、
第

一
日

一

目
は
、
講
義
終
了
後
も
六
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
夜
遅
く

唱
・

ま
で
論
理
構
築
や
、
そ
の
た
め

J

困

の

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ
ト
に
よ
る
情

邑
圃
報
収
集
な
ど
を
行
っ
た
。
翌
日

.

.

 

の
「
試
合
」
で
は
、
塾
生
の
ほ

・
圃
彦
と
ん
ど
が
デ
イ
ベ

l
ト
未
経
験

.

.

 市
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相

・
・

バ

手

方
グ
ル
ー
プ
の
尋
問
に
対
し

.

.

 テ
て
的
を
射
た
返
答
を
即
座
に
返

す
場
面
も
あ
り
、
前
夜
の
作
業
の
成
果
が

十
分
発
揮
さ
れ
て
い
た
。
塾
生
た
ち
は
論

理
的
思
考
と
そ
れ
を
人
前
で
表
明
す
る
訓

練
の
必
要
性
や
チ

l
ム
プ
レ

1
の
難
し
さ

を
感
じ
た
り
、
試
合
後
の
達
成
感
を
得
た

り
し
て
い
た
よ
う
だ
。

四
日
間
の
合
宿
研
修
中
、
塾
生
た
ち
は
、

多
彩
な
講
師
陣
の
講
義
か
ら
知
識
を
得
た

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
グ
ル
ー
プ
で
の

夜
遅
く
ま
で
の
作
業
や
夕
食
時
に
お
け
る

特
産
品
の
披
露
に
よ
る
各
地
域
の
紹
介
な

ど
を
通
じ
て
、
お
互
い
へ
の
理
解
を
深
め

合
う
こ
と
も
で
き
た
よ
う
だ
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

-

婦

問

子

一一一 】一一ー ーー ー一一ーーー一一一一一一
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地城づくり団体探訪

町
民
に
よ
る
自
主
的
な

「
ま
ほ
ろ
ば
」
ま
ち
ゃ
つ
く
り

来
づ
く
り
委
員
会
の
委
員
を
中
心
に
メ
ン

バ
ー
十
三
人
の
「
ま
ほ
ろ
ば
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
町
民
に
よ
る
自

主
的
な
ま
ち
-
つ
く
り
を
目
的
と
し
た
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ま
ほ
ろ
ば
探
偵
団
の
結
成

会なたを会ば検夢引町く
でつの町」未討や継がり

佐々木会長 (左)と赤坂副会長 はてが民を来す希ぎ 二 協
町いきか設づる望、十議

隊と風利つとれ想のるつら置く「に託 一 会
とい土活がし、に未 。か公、りまっす世」

主品三周百五 Z2議責2そ言言 522官2
宇崎佐集歳警号て吉
成 i舌dすをれ具検
十動をえ対た体討 | ・・盟国園田園園 |平
ー の 選き警も的が成
年実定景いのな重 |設立年・平成11年12月 |ー
に動す観警の事ね |設立運営主体・自主的組織 | 未部るや一、 ー 業ら ilx，lL. :æ.i5..::1:.I-'+， .， t::I..::I:. C~ i'I""'.tlm 

』 代表者.佐々木末治 目

会員数・15人

こて身かれやに 二 I<事務局連絡先> 三をま民
とい近らぞ自参百 | 〒981-3624 志目つ自ま
がるな説れ然加入 |宮城県黒川郡大和町宮床字下小路64 I守的てらほ
Z器禁 P25主主 I ~宮床生産森林組合事務所内-- I ほtzzs 
たので問所ぃ 三 え I(電話)022-346-2112 探ャ町域ま
と良あいじて探る偵主のをち
いさつ p 詳探循町 問主良探づ
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地
域
の
史
跡
や
自
然
な
ど
探
索

入
品
川
河

「
ま
ほ
ろ
ば
」
の
ま
ち
づ
く
り

仙
台
市
に
隣
接
し
、
宮
城
県
の
ほ
ほ
中

央
に
位
置
す
る
大
和
町
は
人
口
約
二
万
四

千
人
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
七
ツ
森
を

は
じ
め
と
し
た
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

町
だ
。
こ
の
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
、

機
会
で
「
ま
ほ
ろ
ば
」
と
い
う
言
葉
を
目

に
す
る
。
古
事
記
の
中
で
も
歌
わ
れ
た
よ

う
に
、
意
味
は
「
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
」
。

今
回
は
、
こ
の
町
で
ま
さ
に
「
ま
ほ
ろ
ば
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
住
民
団
体

「ま
ほ
ろ

ば
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
の
会
長
を
務
め
る

佐
々
木
末
治
さ
ん
と
副

会
長
の
赤
坂
隆

一
さ
ん

に
話
を
伺
っ
た
。

「
ま
ほ
ろ
ば
ま
ち
づ

た
と
い
う
。
探
索
活
動
が
回
を
重
ね
る
に

つ
れ
、
次
は
い
つ
行
う
の
か
と
い
う
問
い

合
わ
せ
も
増
え
、
町
民
の
聞
に
も
徐
々
に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

「
ま
ほ
ろ
ば
百
選
」
の
発
刊

平
成
十
四
年
三
月
に
は
、
ま
ほ
ろ
ば
探

偵
団
の
活
動
結
果
を
と
り
ま
と
め
た
附
子

「
ま
ほ
ろ
ば
百
選

1
未
来
へ
の
伝
言

1
第

一
刊

〈史
跡
・
名
跡
編
〉
」
が
発
刊
さ
れ

た
。
当
初
は
こ
の
よ
う
な
形
で
の
と
り
ま

と
め
は
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
探
偵

団
の
参
加
者
か
ら
せ
っ
か
く
の
活
動
を
形

と
し
て
残
し
て
み
て
は
ど
う
か
と
い
う
声

が
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
作
成
が
決
ま
っ

た
。
企
画
、
執
筆
、
編
集
は
協
議
会
の
会

員
自
ら
が
行
い
、
冊
子
に
は
探
偵
団
に
参

加
し
た
町
民
の
声
が
登
場
、
表
紙
は
町
の

写
真
展
で
入
賞
し
た
作
品
を
使
う
な
ど
、

文
字
通
り
町
民
ら
の
手
作
り
に
よ
り
発
刊

に
こ
ぎ
つ
け
た
。

こ
う
し
て
発
刊
し
た
「
ま
ほ
ろ
ば
百
選
」

は
、
探
偵
団
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

町
内
の
小
中
学
校
を
は
じ
め
、
公
共
施
設

な
ど
に
も
配
布
さ
れ
、
小
学
校
で
は
授
業

の
教
材
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
仙

台
市
や
富
谷
町
な
ど
近
隣
の
市
町
村
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
や
、
県
外
か
ら
も
附
子
を

譲
っ
て
ほ
し
い
と
の
強
請
も
あ
り
、
反
響

は
町
内
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
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ま
た
、
協
議
会
は
発
刊
後

の
フ
ォ
ロ
ー
事
業
と
し
て
、

冊
子
で
紹
介
し
た
史
跡
に
つ

い
て
の
案
内
用
標
柱
を
設
置

し
た
。
冊
子
内
で
史
跡
の
場

所
を
簡
単
な
マ
ッ
プ
で
紹
介

し
て
い
る
が
、
地
理
に
不
案

内
な
人
で
も
実
際
に
現
地
を

訪
れ
る
際
、
迷
わ
ず
に
済
む

よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
だ
。

設
置
し
た
標
柱
は
約
六
十
カ
所
。
森
林
組

合
か
ら
格
安
で
譲
っ
て
も
ら
っ
た
間
伐
材

を
利
用
し
、
会
員
が

休
日
を
利
用
し
て
、

自
分
達
の
手
で
防
腐

組
剤
や
ペ
ン
キ
の
塗
装

比
か
ら
名
称
の
書
き
入

謂
れ
、
設
置
作
業
ま
で

てU

行
っ
た
。

輯
「
ま
ほ
ろ
ば
百
選
」

「
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と

す
っフ
が
き
っ
か
け
で
、
地

区
内
で
の
注
目
度
が
上
が
り
、
ど
ん
と
祭

が
復
活
し
た
と
い
う
神
社
も
あ
る
。
地
元

で
も
大
変
喜
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ

の
よ
う
な
話
を
聞
く
こ
と
が
協
議
会
の
活

動
を
し
て
い
て

一
番
う
れ
し

く
、
こ
れ
こ
そ
が
探
偵
団
の

活
動
の
成
果
で
あ
る
と
佐
々

木
会
長
と
赤
坂
副
会
長
は
声

を
そ
ろ
え
る
。

今
年
二
月
に
は
「
ま
ほ
ろ

ば
百
選
」
第
二
刊
と
し
て
、

「
人
物
編
」
が
発
刊
さ
れ
、

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
を

紹
介
し
て
い
る
。
第
二
刊
に

お
い
て
も
単
に
資
料
に
基
づ
く
記
載
だ
け

で
は
な
く
、
地
元
の
伝
承
の
収
集
や
、
子

孫
、
関
係
者
ら
か
ら
聞
き
取
り
を
行
う
な

ど
、
地
道
な
作
業
を
経
て
作
成
さ
れ
て
お

り
、
人
物
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
地
域

の
姿
を
伝
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

まちのシンボル七ツ森

会
員
の
輪
広
が
ら
ぬ
悩
み
も

協
議
会
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
多
彩
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
七
ツ
森

自
然
探
索
会
で
あ
る
。
七
ツ
森
と
は
大
和

町
に
連
な
る
七
つ
の
山
の
呼
び
名
で
、
町

の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
だ
。
こ
の
地
域
が
有

す
る
美
し
い
自
然
資
源
を
実
際
に
自
分
達

の
目
で
見
て
、
肌
で
感
じ
、
知
る
こ
と
を

目
的
に
平
成
十
三
年
か
ら
毎
年
実
施
し
、

毎
回

一
つ
の
山
を
散
策
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
第

一
回
目
は
自
然
遊
歩
道
を
散
策
、

講
師
と
し
て
招
い
た
植
物
や
野
鳥
に
関
す

る
専
門
家
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
丸

一
日

圃
・
・
・
・

か
け
て
自
然
と
の
ふ
れ

E

・E・
あ
い
を
楽
し
ん
だ
。
こ

函
・
・

-圃

れ
ま
で
に
七
つ
の
山
の

聖
圃
・

・

う
ち
二
つ
は
散
策
、
残

E
E
瞳

る
五
つ
に
つ
い
て
も
必

凶
・
・
・
圃
ず
散
策
会
を
実
施
し
た

.

.

.

.

.
 

い
と
赤
坂
副
会
長
は
意

・

・
・
・
一
一
気
込
む
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・
4
6

・
・
・
・
・

M

ほ
か
に
も
、
自
然
や

.

.

.

.

.
 ま
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
テ

ー
マ
と
し
た
親
と
子
の
星
の
観
察
会
や
高

齢
者
と
子
供
と
の
ふ
れ
あ
い
を
テ
l
マ
に

昔
の
遊
び
を
子
供
達
に
伝
え
る
活
動
な

ど
、
町
民
が
楽
し
く
気
軽
に
参
加
で
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
数
々
の
実
績
を
上
げ
、
多
彩

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
協
議
会
に
も
悩
み

は
あ
る
。
そ
れ
は
、
協
議
会
の
会
員
の
輸

が
広
が
っ
て
い
か
な
い
こ
と
だ
。
赤
坂
さ

ん
は
「
ま
ほ
ろ
ば
百
選
の
発
刊
な
ど
の
活

動
が
実
績
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、

専
門
的
で
難
し
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
面
が
あ
る
」
と
語

る
。
本
来
は
自
分
達
の
住
ん
で
い
る
町
の

素
晴
ら
し
き
を
気
軽
に
語
り
合
い
な
が

ら
、
楽
し
く
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
し
て

い
く
団
体
で
あ
り
、
多
く
の
人
に
活
動
に

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
協
議

会
の
考
え
だ
。

今
後
は
協
議
会
だ
け
の
活
動
に
と
ど
ま

ら
ず
、
町
内
の
他
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
る
団
体
と
も
連
携
し
て
活
動
を
行

い
た
い
希
望
を
持
っ
て
い
る
。
実
際
、
そ

の
手
始
め
と
し
て
今
年
二
月
に
は
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
主
催
し
、
町
内
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
三
つ
の
団
体
と
意
見
交
換
を
行

っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
協
議
会
は
「
ま
ほ
ろ
ば
」

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
新
た
な
活
動

に
挑
戦
し
続
け
て
い
く
が
、
そ
の
根
底
に

は
自
分
達
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
魅
力
を

ま
ず
自
分
達
が
知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と

い
う
基
本
姿
勢
が
貰
か
れ
て
お
り
、
今
後

の
活
動
に
も
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ

ろ、っ
。

蜘
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

小
林

悟
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地
域
の
仲
間
と

子
育
て
楽
し
む

職
場
と
自
宅
を
往
復
し
て
い
た
男
性
が

地
域
に
入
っ
て
い
く
き
っ
か
け
、
定
年
後

に
地
域
に
一民
る
き
っ
か
け
は
何
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
か
か
わ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
地
域
は
温
か
く
彼
ら
を
迎
え
て

く
れ
、
満
足
で
き
る
毎
日
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
仕
事
に
就
い
て

い
る
男
性
が
地
域
で
も
活
躍
し
て
い
る
と

い
う
新
聞
記
事
を
見
て
、
そ
の
組
織
を
調

べ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
全
国
的
に
存
在
し

て
お
り
、
男
性
が
職
場
で
は
発
揮
で
き
な

い
才
能
を
地
域
で
思
、
ユ
仔
分
披
露
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
の
集
ま
り
の
名
前
は
「
お
や
じ
の

会」
。
平
成
十
五
年
度
に
文
部
科
学
省
の

男
女
の
家
庭
・
地
域
生
活
充
実
支
援
事
業

と
し
て
、
香
川
県
で
「
全
国
お
や
じ
サ
ミ

ッ
ト
」
を
開
催
。
続
い
て
平
成
十
六
年
六

月
に
東
京
で
「
お
や
じ
日
本
全
国
大
会
・

お
や
じ
東
京
全
都
大
会
」
が
聞
か
れ
、
小

泉
純

一
郎
首
相
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
ほ

ど
注
目
さ
れ
て
い
る
。

仲
間
〈
劃
J

自
主
日
航
活
動
へ
参
加

今
回
、
私
が
訪
問
し
た
兵
庫
県
加
古
川

市
に
あ
る
お
や
じ
の
会
は
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人

(
N
P
O法
人
)
子
育
て
サ
ポ

ー
ト
は
と
の
さ
と
が
運
営
す
る
は
と
の
さ

と
保
育
園
の
下
に
集
ま
っ
た
お
や
じ
た
ち

の
会
で
あ
る
。
「
主
に
父
親
が
子
供
と
楽

し
く
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
父
親
の
存

在
感
を
頼
も
し
い
も
の
と
し
て
、
深
く
そ

し
て
印
象
的
に
子
供
の
心
に
残
す
と
と
も

し
ん
ぼ
く

に
、
会
員
相
互
の
研
さ
ん
と
親
睦
を
図
る

こ
と
」
を
目
的
に
平
成
十
五
年
四
月
に
誕

生
し
た
。

おやじの料理教室

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
主
な
活
動
は
ク

ラ
フ
ト
木
工
教
室
、
キ
ャ
ン
プ
、
「
ど
ん

ぐ
り
ト
ト
ロ
作
り
」
、
ネ
l
チ
ャ

1
リ
ン

グ
体
験
、
「
お
や
じ
の
料
理
教
室
」
な
ど
。

木
工
教
室
で
は
木
工
作
業
の
得
意
な
お
や

じ
が
活
躍
し
、
キ
ャ
ン
プ
で
は
事
務
手
続

き
、
買
い
出
し
、
料
理
、
後
片
付
け
に
お

や
じ
た
ち
が
奮
闘
。
ネ
l
チ
ャ

I
リ
ン
グ

体
験
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
リ
l
ス
を
作
る

た
め
に
里
山
に
入
り
、
ト
イ
レ
の
な
い
山

の
中
で
ぐ
ず
る
子
供
を
し
っ
た
激
励
し
な

が
ら
ツ
ル
を
と
り
、
料
理
教
室
で
は
お
や

じ
の

一
人
が
学
生
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
経

験
を
生
か
し
て
講
師
を
務
め
、
見
事
な
鍋

さ
ば
き
を
披
露
し
た
。
は
と
の
さ
と
保
育

園
の
実
施
し
て
い
る
学
童
保
育
に
も
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
キ
ャ
ン
プ
の
際
に

子
供
の
歌
の
伴
奏
に
ギ
タ
ー
や
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
の
腕
前
を
見
せ
た
お
や
じ
も
い
た
。

お
や
じ
の
会
は
活
動
に
参
加
し
や
す
い

ょ
う
、
決
ま
っ
た
会
費
は
と
ら
ず
、
参
加

で
き
る
と
き
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
い
う

方
針
を
と
っ
て
い
る
。
お
や
じ
の
会
の
下

地
と
な
っ
た
保
育
園
バ
ザ
l
の
手
伝
い
な

ど
の
活
動
は
、
最
初
は
奥
さ
ん
に
頼
ま
れ

て
い
や
い
や
参
加
し
て
い
た
の
が
、
仲
間

が
で
き
て
ず
る
ず
る
続
け
る
よ
う
に
な
る

と
、
だ
ん
だ
ん
園
児
が
お
や
じ
の
周
り
に

「
誰
の
お
父
さ
ん
?
」
と
集
ま
っ
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
。
お
や
じ
だ
っ
て
子
供
に

好
か
れ
る
の
は
う
れ
し
い
。
こ
う
し
て
自

然
に
子
育
て
の
輪
、
地
域
の
仲
間
と
の
活

動
に
入
っ
て
い
く
。
最
初
か
ら
子
育
て
に

真
剣
に
取
り
組
も
う
と
い
う
意
気
込
み
が

あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
仲
間
が
で
き
る
こ

と
で
園
の
活
動
に
自
分
か
ら
参
加
す
る
よ

う
に
な
っ
た
お
や
じ
が
多
い
。

会
の
運
営
資
金
と
し
て
は
活
動
ご
と
に

集
め
る
会
費
の
ほ
か
に
、
補
助
金
な
ど
を

利
用
し
て
い
る
。
補
助
金
を
受
け
る
こ
と

で
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
外
部
の
人
に
認

知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

子
供
一
旬
吋
つ
く
る
」
「
育
て
る
」

「
閉
会
混
在

も
と
も
と
園
の
活
動
で
顔
見
知
り
と
な

っ
た
仲
間
が
お
や
じ
の
会
を
つ
く
る
き
っ

か
け
は
、
平
成
十
五
年
二
月
に
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
は
と
の
さ
と
が
主
催
し
た
子
育
て

講
演
会
で
聞
い
た
広
木
克
行
・
神
戸
大
学

教
授
の
話
だ
っ
た
。
広
木
教
授
は
子
育
て
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⑥ 地域づくり団体探訪

た供陥園は開人かすててさ い子い料 マ マ次に
め、りがと催そがられいにな講 。供の理 一 姿供大命に母父母社のお
、地、財のさの多なばた不く演 ににを般をに切を相親親親会 二 け
男域自政され講かいいが安て会 つ比す的見「さ大談のはのはつる
性の分危とさ演つとい、をもに くべるにせつを切にス世子幼の父
た子の機保」会だいの何持子参 るて姿母るく子に乗ト問育児こ親

22子に育竺が う分をつ育 Tz-z設2三位 L5XZZ思22
た 見可を子 。「伝守とを受成子挙割

ちう E 空扇面・男 せド見供 育えっ 。解け果供げの

は E土議議包"I?'-ta君25 Z Zご 宅金 tZ勺
る園圃幽曲伊冒竺竺ーョE司・t口 面る機 f 」めく き価ずち レ

を置明1=愚直圃・I t'~ 11に I4父会主 面にこ るにふ是 」

口置重婚富田園園Ea話 芸程遠宅 三五ら fiそZ て

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り
も
積
極
的
に
バ

ザ
ー
を
手
伝
い
、
保
育
園
の
活
動
を
広
く

紹
介
し
て
入
園
児
を
増
や
し
、
保
育
園
の

危
機
を
救
っ
た
。
広
木
教
授
の
話
に
感
銘

を
受
け
、
保
育
園
存
続
の
た
め
に
共
に
活

動
し
て
き
た
男
性
た
ち
の
中
か
ら
、
ほ
か

の
保
育
園
で
「
お
や
じ
の
会
」
と
い
う
の

が
あ
る
み
た
い
よ
、
と
奥
さ
ん
に
言
わ
れ

て
自
分
た
ち
も
や
っ
て
み
る
か
と
思
っ
た

田
中
康
彦
事
務
局
長
、
彼
に
声
を
掛
け
ら

れ
て
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
渡
辺
和
之

会
長
が
、
自
分
た
ち
で
イ
ベ
ン
ト
を
主
催

し
て
、

子
供
た
ち
に
父
親
や
地
域
の
男
性

が
活
躍
す
る
姿
を
見
て
も
ら
う
た
め
の
会

を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
内
一雄
一
の

N
P
Aほ
ん
運
曽
保
育
園

岡
崎
l
J

は
と
の
さ
と
保
育
園
は
、

圃剛

司

昭
和
五
十
四
年
十
月
に
加

圃圃

ム

古
川
市
の
元
教
員
が
始
め

Z躍

た
認
可
外
の
保
育
所
。
横

m
暗

闘

野
伊
佐
子
園
長
が
こ
の
保

割
掴
司
-一

育
所
に
来
た
の
は
そ
の
翌

M
一
、

年
の
春
。
姫
路
市
と
神
戸

時

ぷ

短
市
に
挟
ま
れ
て
い
る
加
古

γんか
ペ

工
一
川
市
は
、
両
市
の
ベ
ッ
ド

胃

J
川
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
を
増

--F
P
F

-フ

岡
町
陀

ク
や
し
て
き
た
。
平
成
十
六

年
四
月

一
日
現
在
、
市
内
に
は
認
可
保
育

所
は
三
十
、
認
可
外
保
育
所
は
三
十
八
あ

る
。
は
と
の
さ
と
保
育
園
は
現
在
、
市
内

で
唯

一
の
N
P
O法
人
が
運
営
す
る
保
育

園
で
あ
る
。

横
野
園
長
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
相
談

す
る
と
こ
ろ
も
な
く
不
安
を
抱
え
て
い
る

家
庭
の
話
や
、
子
供
た
ち
が
集
団
で
遊
ぶ

場
が
欲
し
い
と
い
う
要

f
l脳
'

司容

je---

望
が
あ
る
こ
と
を
聞
い

一1
川

町
・
・
・

て
、
保
育
士
と
し
て
地

h
・
彊
揮

域
で
子
供
を
育
て
る
お

A
C司

手
伝
い
を
し
た
い
と
い

川
一
日
調
砕
ょ

う
気
持
ち
か
ら
、
財
政

ぺ

i
齢

的
な
苦
労
を
重
ね
な
が

晶
臨
暗
唱

d'

ら
も
保
育
園
を
続
け
て

由

-
E咽

き
た
。
地
域
の
人
に
こ

J

圃
・
・

の
園
の
こ
と
を
知
っ
て

SEE----
E

も
ら
い
、
子
供
を
持
つ
家
庭
が
地
域
と
交

流
す
る
き
っ
か
け
の
場
に
な
る
よ
う
に
、

公
民
館
や
福
祉
会
館
を
借
り
て
、
コ
ン
サ

ー
ト
や
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
は
タ
ウ
ン
情
報

誌
な
ど
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
れ
を
見
て

地
域
の
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。
平
成
十
三

年
八
月
に
は
社
会
的
な
認
知
を
得
る
た
め

N
P
O法
人
の
認
可
を
受
け
た
。

、内1
3
1リ
f

学
生
hw参
加
得
る
な
ど
し
て

活
動
活
発
民

長
年
の
は
と
の
さ
と
保
育
園
の
活
動
が

お
や
じ
た
ち
の
交
流
を
生
み
、
お
や
じ
た

ち
は
自
分
の
才
能
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、

職
場
と
は
違
う
自
分
を
再
発
見
し
、
子
供

や
地
域
の
人
に
自
分
の
こ
と
を
認
め
て
も

ら
え
る
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

渡
辺
会
長
は
市
内
で
自
営
業
を
し
て
い

る
。
田
中
事
務
局
長
は
現
役
の
小
学
校
教

師
だ
。
子
供
の
こ
と
、
仕
事
の
悩
み
、
家

Ei

庭
の
中
で
の
不
満
を
ア
ル
コ

f

h

l
ル
が
な
く
て
も
、

一
緒
に

J
九
也

活
動
す
る
仲
間
の
前
で
は
遠

¥
剛

d

騒
な
く
話
す
こ
と
が
で
き

副
司
嗣

る
。
語
り
合
う
う
ち
に
仕
事

路
道

仲
間
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

田
F
一
炉

ま

だ

発

足

し

て

一
年
し
か

・・F'E
口

・
・
圃

川
た
っ
て
い
な
い
お
や
じ
の
会

.

.

.
 引
だ
が
、
渡
辺
会
長
は
、
今
後

.

.

.

 ん

-
園
田
ど
の
活
動
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な

い
よ
う
に
、
次
の
活
動
を
考
え
て
い
る
。

会
員
に
は
子
供
が
園
を
卒
業
し
て
も
お
や

じ
の
会
の
活
動
に
は
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
し
、
子
供
と
大
人
だ
け
で
な
く
、
学
生

も
参
加
し
て
も
ら
い
、
活
動
を
活
発
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
自
分
の
父
親
だ
け

で
な
く
、
友
だ
ち
の
父
親
、
母
親
の
姿
を

見
な
が
ら
育
っ
た
子
供
が
園
を
卒
業
し
、

す
て
き
な
お
と
う
ち
ゃ
ん
お
か
あ
ち
ゃ
ん

に
な
り
、
ま
た
地
域
の
輪
を
広
げ
て
く
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
お
や
じ
の
活
動
は
今

後
も
続
く
。

僻
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

久
保
田
淑
子

地減~'02004・9月号45 



会
員
市
町
村
な
ど
専
用

「
電
子
会
議
室
」
を
開
設

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
市

町
村
な
ど
の
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
課
題
や

相
談
案
件
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
対
応
す
べ

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
交

「
電
子
会
議
室
」
を
開
設

換
窓
口
と
し
て
、

し
ま
し
た
。

日
々
の
業
務
の
中
で
感
じ
る
、
「
知
り
た

い
こ
と
」
や
「
分
か
ら
な
い
こ
と
」
な
ど
が

あ
っ
た
ら
、
書
き
込
ん
で
く
だ
さ

ぃ
。
そ
の
事
例
に
つ
い
て
、
知
っ

て
い
る
、
ま
た
は
か
か
わ
っ
た
こ

と
の
あ
る
方
は
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
経
験
談
や
苦
労
話
な
ど
、

何
で
も
結
構
で
す
。
ご
意
見
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

案
件
に
よ
っ
て
は
、
制
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
の
会
員
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
(
日
社
加
盟
)
か
ら
提
言

を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
会
員
市

町
村
限
定
の
ア
ク
セ
ス
制
限
機
能

を
設
定
し
て
い
る
関
係
上
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を

参
加
者
お
一
人
ず
つ
に
配
布
し
ま
す
の
で
、

各
課
さ
ま
へ
も
ご
回
覧
く
だ
さ
い
。

「
電
子
会
議
室
」
の
申
込
方
法
は
、
セ
ン

タ
ー
ホ
1

ム
ペ
ー
ジ
「
地
域
。つ
く
り
百
科
」

か
ら
。

問官F ~本日央東京都中区 干 閣地I 
/¥  

当 A 言 1 コ 問
L;匙

皇三)号 O ン域 Eコ
せ

0021=t 3 サ活性 先
包 3 3ラレ
さザ O ・ タ化
ヨ 5 5 ビE橋 O ンセ品2 2 )レ 2 主ン
6 6 1.~ ~ 7 タ
222階 2 務|
.:..... 課
ち 063 振

75 31 41 佐久間 興部

5 8 

ぬ思細胞It1Z;'ター
倉-Aページヘ

包頃の寮械で悩ん乱、fこり.先進事例[アドパイ幻が鼠λ宅思うこと勺τありますよね.

例えI:t、
.r地織通貨J(ニ閲する情穏をあ持ちの@;悼の方附置を提供託乳、.
・芹謂T村吉併 ;，r~1..d)まち(a~. どうですか T
-地場1I祉計画時乱まは.ご宮下さい.
・住民が中心と句、r~rbがまちづ〈り針通Jを企面したいのですが.
とL、令たように‘

イノ宮町ネットウ万一ラムで[，.情報を共有し‘意見潔強がで曹る会員
』目互のあ涜の場査制共します.まfこ.当セン';1-bも統直織jfjllをさ
せていただ曹ます.

1寄ってご参加ください

E~tili"U;'~.2:， t ，. 

「わがまちを魅力ある観光地にしたいJr地蝿の特色を活かした産晶を作りたいJ
I特産晶を活かした観光おこしを行いたいのに方法が分からないj

などのお悩みをお持ちの皆様!!

開催地・会場 東京都文京区弥生会館

日 手皇 11月1日 (月)~2 日 (火)

研修内容 講演、産品アドバイス会、グループ演習

須川一幸氏<(株)地域振興研究所代表取締役〉

講 師 河合進氏〈観光カリスマ群馬県新治村助役〉

j撃 功氏〈観光カリスマ・東京都台東区漂の屋旅館館主〉

募集人数 50名(先着順)

参加費 7，000円(税込み、受講費昼食費・交流会費を含む)

申込期限 9月30日 (木)

※研修会の詳細は、ホームページをご覧くださいo

http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp 

(財)地域活性化センターは、例年ご好評いた

だいております「地域産品・観光おこし研修会j

を今年度は東京において開催いたします。

この研修会は、地域の人々が自らの地域の資

源や特性を把握し、新たな特産品開発や魅力あ

る観光I色づくりを進めていくための着眼点や手

法を、講演やグループ演習などを通じて実践的

に習得していただくことを目的としています。

[産品ア ドバイス会jでは、参加者の方が実際

に販売している産品について講師の先生より直

接アドバイスいただけます。また、今年度は先

進的な取り組み事例について観光カリスマによ

る特別講演を行います。

各地で観光振興 ・産品開発に携わっておられ

る皆様、奮ってご参加ください。

.問合せ先 :(財)地域活性化センター振興部 業務第2課椛島・業務第1課木下

干103-0027東京都中央区日本橋2-3-4日本橋プラザビル13階
TEL: 03-5202-6137 FAX: 03-5202-0755 E-mail: kabashima@jcrd.jp 
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』
F
、

正

町

は
、
四
万
十
川
の
中
流
域
に
位

・4av
置
し
、
四
万
十
川
に
流
れ
込
む
幾
筋

も
の
支
流
が
緑
深
い
山
々
に
渓
谷
を
刻
み
、
原

生
林
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

町
内
で
産
出
さ
れ
る
木
材
の
中
心
は
、
品
質

ひ
の
き

の
よ
い
四
万
十
槍
。
独
特
の
薄
紅
色
と
香
り

の
吉
田
さ
で
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ス
w

。春
に
は
、
県
鳥
で
も
あ
り
「
ま
ぼ
ろ
し
の
鳥
」

と
も
い
わ
れ
る
「
ヤ
イ
口
鳥
」
の
さ
え
ず
り
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
夏
に
は
四
万
十
川
な
ら
で

は
の
「
あ
ゆ
」
の
友
釣
り
や
幻
想
的
な
火
ぶ
り

漁
、
カ
ヌ
ー
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

大
規
模
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
も
整
備
さ
れ
、
県

高
知
県

大正町

とうけあい楽しいこ

轟公園の石の風車

自然がいっぱい、
内
外
の
観
光
客
に
も
好
評
だ
。
さ
ら
に
、
町
内

の
奥
地
で
は
神
秘
的
な
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
観
光

船
で
遊
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る

シ』
Y
』
司
令
書

轟
公
園
の
石
の
風
車
は
訪
れ
る
人
々
を
楽
し

ま
せ
、
止
自
の
森
林
軌
道
の
名
残
橋

(め
が
ね
橋
)

は
優
雅
な
曲
線
を
描
き
、
遊
歩
道
「
ウ
オ
|
キ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
」
で
は
森
の
中
を
の
ん
び
り
散

策
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
い

っ
ぱ
い
の
野
、
山
、
川

は
私
た
ち
の
大
き
な
財
産
だ
。

「
自
然
が
い

っ
ぱ
い
、
楽
し
い
こ
と
う
け
あ

い
、
自
然
と
、
と
こ
と
ん
語
り
合
お
う
」

かつての森林軌道の名残橋 (めがね橋)
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S月
(予定)

女日本橋プラザビル

イベントスペース

・9 月 2 日 ~ 3 日
奈良県広域地場産業振興セ

ンター

・9月 6 日 ~7 日
大潟村(秋田県)・9月9日
近畿6府県首都圏観光連絡協

議会

・9月 13 日 ~ 14日
藤沢市観光協会(神奈川県)

女日本橋プラザビルイベントスペース

・7月 1 日 ~ 2 日
行田市観光協会(埼玉県)

行田市観光キャンペーン

・7月 8日 ~9日
中東遠観光振興協議会(静岡県)

中東遠観光振興協議会東京観光キ

ャンぺーン (1) 

・7月 14日 ~ 15 日
木曽ふるさと振興会

木曽御癒-木曽駒ヶ岳山麓観光

と物産展 (2)

*ふるさと情報プラザ

・8月 30~9月 3 日
プラザ自主企画

「力ゴ展J
・9 同 6 日 ~ 10 日
西日本中央連携軸沿線都市連携

中国・四国縦断200キロ展

・9月 16日 ~17日
奥信越観光協議会

奥信越の昧自慢展

*ふるさと情報プラザ

・7月 5日 ~9 日
岩手県市町村東京事務所協議会

魅知の国 岩手の祭り物産PR展 (3)
・7月 15日 ~ 16日
高梁市地域観光協議会(岡山県)

備中たかはし松山踊りと観光PR展(4)
・7同 26 日 ~30日
石岡市観光協会(茨械県)

石岡のお祭りと観光PR展

-:::・
【
編
集
後
記
】

V
日
本
各
地
は
七
月
以
降
、
記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
て

い
る
。
そ
の
恩
恵
に
浴
し
、
エ
ア
コ
ン
を
は
じ
め
、
夏

物
の
衣
料
、
飲
料
な
ど
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
で
、
大
画
面
薄
型
テ
レ
ビ
な
ど
デ
ジ
タ

ル
商
品
の
売
れ
行
き
好
調
も
重
な
っ
て
、
個
人
消
費
が

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う
。

猛
暑
は
八
月
も
続
き
、
「
観
測
史
上
、
最
も
暑
い
夏

に
な
る
可
能
性
が
高
い
」
(
気
象
庁
)
と
い
わ
れ
る
が
、

専
門
家
は
「
地
球
の
温
暖
化
が
影
響
し
て
い
る
」
と
警

告
す
る
。
も
の
の
流
れ
が
活
況
を
呈
す
る
こ
と
は
結
構

だ
が
、
無
条
件
に
喜
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

V
今
号
は
「
マ
イ
ス
タ

l
制
度
」
へ
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
。
分
野
は
も
の
づ
く
り
、
農
業
、
観
光
、
高
齢

者
対
策
、
環
境
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
こ
の
中
で
も

の
づ
く
り
の
分
野
に
お
い
て
、
幾
つ
か
の
自
治
体
が
制

度
立
ち
上
げ
の
理
由
に
深
刻
な
後
継
者
不
足
を
挙
げ

た
。
最
近
よ
く
耳
に
す
る
問
題
だ
。
基
調
原
稿
の
海
野

教
授
は
若
者
を
も
の
づ
く
り
に
目
を
向
け
さ
せ
る
に

は
、
技
術
・
技
能
者
の
社
会
的
地
位
の
向
上
と
そ
の
処

遇
改
善
が
前
提
だ
と
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、

紹
介
し
た
自
治
体
の
努
力
を
多
と
し
た
い
。

V
弊
誌
の
編
集
を
新
し
く
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
自
治
体
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
先
進
事
例
を
多

角
的
に
取
り
上
げ
て
い
く
考
え
で
す
。
ご
協
力
、
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
中
)

【
叩
月
号
予
告
】

特
集
H
海
外
に
学
ぶ
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
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